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I. PHR サービスガイドラインの背景と目的 

 

（１）PHR を取り巻く背景 

 

超高齢社会における認知症予防、社会構造の変化に伴うメンタルヘルス対策の重要性な

ど、従来の生活習慣病の枠を超えて、生活習慣の改善による健康増進、疾病予防の重要性

が高まっている。国民の健康増進の推進に関する基本的な方向や目標に関する事項等を定

めた「健康日本 21」では、「休養・こころの健康」の基本方針の一つとして「日常生活や

習慣の重視（全人的なアプローチ）」を掲げており、身体的・精神的・社会的視点を含め

た日常生活改善のための取り組みが求められている。この課題の解決の方策の一つとして、

個人の健康診断結果や服薬歴、日々の健康データを電子記録として本人や家族が正確に把

握し、活用するための仕組みである『Personal Health Record（PHR）』に対する期待が世

界的に高まっている。 

Information and Communication Technology （ICT）の急速な発展と普及に伴い、これ

まで測定が難しかった日常的な健康データの測定・記録が可能となり、健康診断結果やお

薬手帳等のデータの電子化も進んでいる。マイナポータル経由で「予防接種歴」「乳幼児

健診の結果」「薬剤情報」「特定健診情報」「後期高齢者健診情報」といった情報が本人に

提供され始め、今後は他の法定健診にも拡大する。PHR サービスの発展により、母子保健、

学校健診、特定健診等の「健康診断」、体重、血圧等の生活習慣病に関わるデータや食

事・運動・睡眠に関わる「日々の記録」、「服薬記録」等を生涯にわたって活用することが

可能となり、人々の健康増進、病気の早期発見や重症化予防、ADL（日常生活動作）・

QOL（生活の質）の向上等の幅広い健康課題解決への貢献が期待できる。PHR の利活用

が進めば、多くの人々のPHRが集積された健康ビッグデータを構築でき、データに基づく

健康増進や QOL の向上に繋がるとともに、医学の発展や新産業の創生にも寄与し得る。 

国によるマイナポータルを用いた取り組み等の開始に伴い、PHR サービスへの注目はか

つてないほどに高まっている。しかしながら、健康情報の活用に当たっては医学的な妥当

性、特別な秘匿性などが求められるためにその他の情報と画一的に扱うことに問題があり、

個人情報を伴う健康情報を適切に利活用する仕組みは確立していない。また「PHR」とい

う言葉の定義も統一されておらず、話者によって、「仕組み全体」「IT システム」「サービ

ス」「データそのもの」と指し示す範囲が異なり、混乱を招いている現状がある。 

このような背景より、PHR サービスの多様化や国際的な動向を踏まえ、PHR サービス

の適切な利活用に関する提供者のためのルール整備が求められている。 



（２）PHR サービスガイドラインの目的 

 

PHR の利活用促進による健康増進や QOL の向上、医学の発展や新産業の創生が期待さ

れているが、PHR サービス提供者が踏まえるべきモラルやルール（PHR サービスとして

の質・安全性の担保、データの互換性、データの質の担保、本人認証の方法、説明と同意

方法等）を整理することが重要である。PHR サービスを社会に根付かせるためには、サー

ビスを利用する個人・家族にとっての有効性・安全性を確保すると同時に、PHR サービス

普及の妨げとなるような過度の規制とならないよう、バランスの取れた社会的合意に基づ

いたルールの整備が重要である。PHR サービス提供者が準拠すべきルールが整理されれば、

PHR サービスの質の向上、PHR の適切な取扱いを促すことが可能となり、PHR 業界の活

性化、ひいては、人々及び社会の健康増進・病気の予防への寄与が期待できる。 

本ガイドラインの目的は、国の示す指針を基本に、PHR サービス提供者が踏まえるべき

ルールや規範を整理して提示することで、更なるPHRサービスの質、有効性と安全性の向

上を図り、健康情報を活用した個人と社会の健康増進に寄与するとともに、国民の健康寿

命の延伸や豊かで幸福な生活（Well-being）に貢献することである。 

 

 

（３）PHR サービスとは 

 

「PHR サービス提供者による健診等情報の取扱いに関する基本的指針」において、PHR

サービスとは「利用者が、予防又は健康づくり等に活用すること並びに医療及び介護現場

で役立てること等を目的として、PHR を保存及び管理並びにリコメンド等を行うサービス」

として定義されている。 

例として下記目的での使用が考えられる： 

・個人が健康増進等の目的で利用する場合 

・保険者、地方公共団体、企業が保健指導や健康経営等の一環として住民や従業員等に利

用を促す場合 

・医療機関（医療・介護に関連する機関等）が健康管理目的で患者に利用を促す場合 



II.  PHR に関する国の取り組みと PHR サービスガイドラインの

関連法令等  

 

（１）国の取り組み 

 

『経済財政運営と改革の基本方針 2018～少子高齢化の克服による持続的な成長経路の実

現～（平成 30年 6月 15日閣議決定）』において、個人の健診・診療・投薬情報が医療機関

等の間で共有できる全国的な保健医療情報ネットワークについて2020年度からの本格稼働

を目指す旨と、PHR について 2020 年度よりマイナポータルを通じて本人等へのデータの

本格的な提供を目指す方策が掲げられた。その後、毎年の経済財政運営と改革の基本方針

において、PHRの拡充を図る方針が継続的に記載されている。令和 3年 6月にはデータヘ

ルス改革に関する工程表が策定され、PHR の拡充が推進されてきた。令和 4 年 10 月には

内閣総理大臣を本部長とする医療DX 推進本部が設置され、令和 5年 6月 2日に「医療DX

の推進に関する工程表」が本部決定された。同工程表では国民の更なる健康増進のため、

誕生から現在までの生涯に渡る保健・医療・介護の情報をPHRとして自分自身で一元的に

把握可能となり、個人の健康増進に寄与することや、ライフログデータの標準化等の環境

整備が進むことでのライフログデータ等の活用による疾病予防などが期待されている。具

体的な施策として、検査結果等についてPHRとして本人がマイナポータルを通じ情報を確

認できる仕組みを整備するとともに、ライフログデータの標準化や流通基盤の構築等を通

じたユースケースの創出支援も行っていく方針が示されている。今後「Society5.0」の実

現に向けて、健康分野における ICT 活用が進み、民間企業における健康ビッグデータを活

用したサービス提供やイノベーションが加速すると思われる。 

医療情報システムの安全管理に関しては、「3 省 2 ガイドライン1」が策定されている中

で、PHR に関しても、目的や方向性を明確にした上で、自身の健康に関する情報について

電子データ等の形での円滑な提供や適切な管理、効果的な利活用が可能となる環境を整備

していくために、関係省庁の連携の下、2019年度（令和元年度）に「国民の健康づくりに

向けた PHR の推進に関する検討会」が立ち上げられ、PHR サービスの適切かつ効果的な

利活用に向けて、『国民の健康づくりに向けた PHRの推進に関する検討会 民間利活用作業

 
1 ◓ᴟήϦθӺ Ϭ︡ϤӌΞӺ ЄІГЭτḩ βϥῡ ʾὊↄ▀Ộ ʾ χ3 τϢϥӟᴞτꜘβ2νχϹϱЖ

жϱрϬ◙βʻ 

ʾῡ ˮӺ ЄІГЭχӗ Ḛ τḩβϥϹϱЖжϱр ˯  

ʾ ・Ὂↄ▀Ộ ˮӺ Ϭ︡ϤӌΞ ЄІГЭʾЂ˔РІχ ằⱧỘּיτΣΪϥӗ Ḛ ϹϱЖжϱр˯ 

σΣˮӺ Ϭ︡ϤӌΞ ЄІГЭʾЂ˔РІχ ằⱧỘּיτΣΪϥӗ Ḛ ϹϱЖжϱр˯s ʾὊↄ▀Ộ ˣπψˮḆּי

χ◙ꜘτṁξΜοӺ Ṑḩ ΤϣӺ Ϭ βϥⱧỘּי˯Ϝ ⱧỘּיρΰοΣϤʺάχϢΞσPHRЂ˔РІⱧỘּיψ͏ ͎Ϲϱ

Жжϱрχ ⱧỘּיρσϥʻ 



班』の中で検討が進められた。（令和元年度にはそれぞれ「健康・医療・介護情報利活用

検討会」及び「健診等情報利活用ワーキンググループ 民間利活用作業班」として再組成） 

民間利活用作業班の成果物は「民間PHR事業者による健診等情報の取扱いに関する基本

的指針」（現在は「PHR サービス提供者による健診等情報の取扱いに関する基本的指針」、

以下、「国のPHR指針」）として取りまとめられた。本指針は令和3年4月23日公表の後、

個人情報保護法改正を受けて一度改正され、総務省・厚生労働省・経済産業省の 3 省から

公表されている。特にマイナポータル API 等を活用して入手可能な自身の健康診断等の個

人情報保護法上の要配慮個人情報となる保健医療情報や予防接種歴（以下「健診等情報」)

を取り扱うPHRサービス提供者には本指針の遵守が求められており、実際にマイナポータ

ル API に接続する PHR サービス提供者には本指針の遵守状況をチェックシートにて確認

されるものとなっている。 

 

（２）国の PHR サービス提供者による健診等情報の取扱いに関する基本的指

針と PHR サービスガイドラインの位置づけ・対象 

 

＜PHR サービスガイドラインの位置づけ＞ 

本ガイドラインは、国の PHR 指針を補完するものとして、より高い水準の PHR サービ

スの提供を実現するためのものである。国レベルでは、健診等情報のマイナポータルを経

由した提供において PHR サービス提供者が遵守すべき事項、特に PHR 利活用に係る「情

報セキュリティ対策」「個人情報の適切な取扱い」「健診等情報の保存・管理、相互運用性

の確保」「その他（要件遵守の担保方法）」について国のPHR指針に策定されている。国が

定める健診等情報には、個人情報保護法上の要配慮個人情報である乳幼児健診、特定健診、

薬剤情報等、及び予防接種歴が含まれる。いわゆるライフログのみを取り扱うPHRサービ

ス提供者は現時点では国のPHR指針の対象となっていない。また、個人の健康管理ではな

く、専ら研究開発の推進等を目的として利用される健診等情報又は匿名加工情報若しくは

仮名加工情報のみを取り扱う PHRサービス提供者も対象となっていない。 

 本ガイドラインは、国が定める指針に加えて、PHR サービス提供者が踏まえるべきルー

ルや規範を提示することで、更なるPHRサービスの質、有効性と安全性の向上を図ること

を目的に、主に下記 3点を中心に必要と考えられる事項を検討し、提示するものである。 

① PHRサービス提供に当たっての具体的な運用（有効性や安全性に配慮したリコメン

ド機能の運用等） 

② ライフログ等（本人が日々計測するバイタル・健康情報等）の健診等情報以外の情

報に関する取扱い 



③ 国の検討対象となっていない範囲のサービスのあり方 

 

 

＜PHR サービスガイドラインの対象＞ 

本ガイドラインの対象は、全ての PHR サービスを提供する者を想定しており、国の

PHR指針が対象としてないライフログのみを取り扱う PHRサービス提供者も含む。「健診

等情報」を取り扱う PHR サービス提供者は、国の PHR 指針の参照が求められるが、本ガ

イドラインを遵守することで更なるPHRサービスの質向上が望まれる。本ガイドライン策

定の目的は、PHR サービスの有効性と安全性の向上を図り、個人と社会の健康増進に寄与

するとともにPHR業界の発展に繋げることであり、ここに記載された内容をクリアするこ

とにとどまらず、提供するPHRサービスの質向上に繋げていただくことを期待するもので

ある。 

なお、PHR サービスが医療情報システム2 として提供される場合及び「医療情報システ

ムとの直接連携」を行う場合は、その要件や安全管理に関しては 3 省 2 ガイドラインに準

拠する必要があり、遺伝情報の取扱いについては経済産業省「経済産業分野のうち個人遺

伝情報を用いた事業分野における個人情報保護ガイドライン」等の遺伝情報に係る各種ガ

イドラインに準拠する必要がある。 

 

以上を踏まえて、本ガイドラインの対象とする情報と対象者を下記に示す。 

¶ 対象情報： PGD（Person Generated Data：詳細は後述）の考え方に基づき、国の

PHR 指針が対象とする「健診等情報3」に加え、日常的に記録される情報（ライフロ

グ）を含む個人が活用し得る健康に関連する情報 

¶ 対象者： 日本在住の個人に対し、個人が活用し得る健康に関連する情報を取扱い、

PHRサービス（保健医療情報を国民・患者の病気の予防・健康づくり等に活用するサ

ービス）を提供する者 

 
2 Ӻ τḩβϥḆּי ˢᾤ ꜡ ˣϬḯϚ ϬӌΞЄІГЭϬ◙βʻ 
3 ЫϱЗЪ˔ЌиAPIϬᶨ ΰο ︣ᴦ σꜛ χὲῴ χᾤ ῐ χ ᾤ πΚϥ ⱪὲ ʺ ὲ ʺ

− ʺẉό ΥḯϘϦϥʻ 



 

【図１：Person Generated Dataの考え方を基本とした PHRサービスガイドラインの対象】 

※PRO: Patient Reported Outcome（患者報告アウトカム） 

 

（３）PHRサービスガイドラインの策定にあたり参照した法律及びガイドライ

ン等 

 

本ガイドラインの策定にあたり参照した法律及びガイドライン等は以下のとおりである。

なお、PHR サービスに係る法令等は多岐にわたるものであり、本ガイドラインはその全て

を網羅するものではないことにあらかじめご留意いただきたい。 

 

＜関連法規＞ 

¶ 医師法（昭和 23年 7月 30日. 最終改正令和７年４月１日） 

¶ 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭和 35年 8月

10日. 最終改正令和７年４月 1日） 

¶ 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律施行令（昭和 36

年 1月 26日. 最終改正令和６年 12月１2日） 

¶ 医療分野の研究開発に資するための匿名加工医療情報及び仮名加工医療情報に関する

法律（平成 29年 5月 12日. 最終改正令和７年４月１日） 

¶ 医療法（昭和 23年 7月 30日. 最終改正令和７年４月１日） 



¶ 健康増進法（平成 14年 8月 2日. 最終改正令和５年４月１日） 

¶ 個人情報の保護に関する法律（平成 15年 5月 30日. 最終改正令和７年４月１日） 

¶ 個人情報の保護に関する法律施行令（平成 15年 12月 10日. 最終改正令和７年４月 1

日） 

¶ 特定商取引に関する法律（昭和 51年 6月 4日、最終改訂令和６年４月 1日） 

¶ 不当景品類及び不当表示防止法（昭和 37年 5月 15日. 最終改正令和６年 10月 1日） 

¶ 保健師助産師看護師法（昭和 23年 7月 30日. 最終改正令和４年 6月 17日） 

 

＜公的指針・ガイドライン等＞ 

¶ 医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガイダンス（個

人情報保護委員会、厚生労働省）（平成 29年 4月 14日. 令和７年４月最終改正） 

¶ 医療機器プログラムの取扱いについて（厚生労働省）（平成 26年 11月 21日. 平

成 30年 12 月 28日一部改正） 

¶ 医療情報を取り扱う情報システム・サービスの提供事業者における安全管理ガイ

ドライン第 2.0版（総務省・経済産業省）（令和 4年 8月. 令和７年３月改定） 

¶ 医療情報システムの安全管理に関するガイドライン 第 6.0 版（厚生労働省）（平

成 17年 3月.令和 5年 5月最終改定） 

¶ オンライン診療の適切な実施に関する指針（厚生労働省）（平成 30年 3月. 令和 5

年 3月一部改訂） 

¶ クラウドサービス提供における情報セキュリティ対策ガイドライン（第3版）（総

務省）（平成 24年 4月. 令和 3年 9月最終改定） 

¶ 経済産業分野のうち個人遺伝情報を用いた事業分野における個人情報保護ガイド

ライン（経済産業省）（令和 3年 3月 23日．令和６年３月１日一部改正） 

¶ 健康寿命延伸産業分野における新事業活動のガイドライン（厚生労働省、経済産

業省）（平成 26年 3月 31日.令和 7年 3月 28日一部改正） 

¶ 健康保険組合等における個人情報の適切な取扱いのためのガイダンス（個人情報

保護委員会、厚生労働省）（平成 29年４月 14日．令和 7年４月一部改正） 

¶ 国民健康保険組合における個人情報の適切な取扱いのためのガイダンス（個人情

報保護委員会、厚生労働省）（平成 29年４月 14日．令和 7年４月一部改正） 

¶ 個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン（通則編）（個人情報保護

委員会）（平成 28年 11月. 令和７年４月一部改正） 

¶ 個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン（第三者提供時の確認・記

録義務編）（個人情報保護委員会）（平成 28年 11月. 令和５年 12月一部改正） 

¶ 個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン（外国にある第三者への提

供編）（個人情報保護委員会）（平成 28年 11月. 令和 7年 4月一部改正） 

¶ 個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン（仮名加工情報・匿名加工



情報編）（個人情報保護委員会）（平成 28年 11月. 令和６年 12月一部改正） 

¶ 個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン（行政機関等編）（個人情

報保護委員会）（令和 4年 1月、令和７年４月一部改正） 

¶ 「個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン」に関するＱ＆Ａ（個人

情報保護委員会）（平成 29年 2月 16日. 令和 6年 12月２日更新） 

¶ 個人情報の保護に関する基本方針（平成 16 年４月２日閣議決定、令和４年４月

１日一部変更） 

¶ 雇用管理に関する個人情報のうち健康情報を取り扱うに当たっての留意事項（厚

生労働省）（平成 29年 8月 24日．令和５年 10月一部改正） 

¶ 情報銀行における健康・医療分野の要配慮個人情報の取扱いに係わる方針（総務

省、経済産業省「情報信託機能の認定スキームの在り方に関する検討会」）（令和

5年 7月） 

¶ 情報信託機能の認定に係る指針 Ver3.0（総務省、経済産業省「情報信託機能の認

定スキームの在り方に関する検討会」）（令和 5年 7月） 

¶ 中小企業における組織的な情報セキュリティ対策ガイドライン（独立行政法人情

報処理推進機構）（最終更新令和 7年 3月 24日） 

¶ JIS X8341シリーズ「高齢者・障害者等配慮設計指針―情報通信における機器，

ソフトウェア及びサービス（第 1部～第 7部）」 

¶ 認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支援ガイドライン（厚生労働

省）（平成 30年 6月） 

¶ 不当景品類及び不当表示防止法第 7条第 2項の運用指針 ―不実証広告規制に関す

る指針―(公正取引委員会) (平成 15年 10月 28日．平成 28年４月１日一部改正)  

¶ プログラムの医療機器該当性に関するガイドライン（厚生労働省)（令和 3年 3月

31日、令和 5年 3月 31日一部改正) 

¶ PHRサービス提供者による健診等情報の取扱いに関する基本的指針（総務省、厚

生労働省、経済産業省））（令和 3年 4月. 令和 7年 4月最終改正） 

¶ 労働者の心身の状態に関する情報の適正な取扱いのために事業者が講ずべき措置

に関する指針（厚生労働省）（令和 4年 3月 31日） 

¶ ヘルスケア領域において生成 AI を活用したサービスを提供する事業者が参照す

るための自主ガイドライン（ヘルスケア生成 AI 活用ガイド）第 2.0版（日本デジ

タルヘルス・アライアンス）（令和 6年 1月 18日. 令和 7年 2月 7日改正） 

 

＜その他＞ 

¶ 情報システムに係る相互運用性フレームワーク（経済産業省、情報処理推進機構）

（平成 19年 6月） 

¶ ヘルスケアサービスガイドライン等のあり方（経済産業省 商務・サービスグループ ヘ



ルスケア産業課）（平成 31年 4月 12日. 令和７年３月 31日改訂） 

¶ マイナポータルＡＰＩ利用規約 2.0版（デジタル庁）（令和７年４月 23日） 



III.  PHR サービスガイドラインに用いられる用語の定義 

用語 定義 

PHR 

 

 

Personal Health Record の略語。一般的には、生涯にわ

たる個人の保健医療情報（健診（検診）情報、予防接種

歴、薬剤情報、検査結果等診療関連情報及び個人が自ら

日々測定するバイタル等）である。電子記録として本人

等が正確に把握し、自身の健康増進等に活用することが

期待される。 

（国の PHR 指針より抜粋） 

 

PHR サービス 

 

利用者が、予防又は健康づくり等に活用すること並びに

医療及び介護現場で役立てること等を目的として、PHR

を保存及び管理並びにリコメンド等を行うサービス。 

（国の PHR 指針より抜粋） 

 

PHR サービス提供者 日本国内において、PHR サービスを提供、又は製造

（OEM 含む。）している、法人（営利を目的としないも

のを含む。）、個人事業者、団体、自治体、保険者、医療

機関等。 

 

※国の PHR 指針における「PHR サービス提供者」より

も範囲が広いことに留意いただきたい。 

 

医療・介護関係事業者 

 

「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱

いのためのガイダンス*」で定義される医療・介護関係

事業者を意味する。 

 

*当ガイダンスが対象とする事業者の範囲は、下記のとおりである 

①病院、診療所、助産所、薬局、訪問看護ステーション等の患者

に対し直接医療を提供する事業者 

②介護保険法に規定する居宅サービス事業、介護予防サービス事

業、地域密着型サービス事業、地域密着型介護予防サービス事

業、居宅介護支援事業、介護予防支援事業、及び介護保険施設を

経営する事業、老人福祉法に規定する老人居宅生活支援事業及び

老人福祉施設を経営する事業その他高齢者福祉サービス事業を行

う者 

 



医療情報システム 

 

医療に関する患者情報（個人識別情報）を含む情報を扱

うシステム 

 

PHR システム PHR サービスを提供するために構築された情報システ

ム 

 

Electronic Health Record 

（EHR） 

 

①コンピュータで処理可能な形式で保存・管理された診

療対象者の健康状態に関する情報のリポジトリ（保管場

所） 

②地域の病院や診療所などをネットワークでつないで患

者情報等を共有活用する基盤（地域医療連携ネットワー

ク） 

 

ヘルスケアサービス 

 

健康の保持及び増進、介護予防を通じた 健康寿命の延伸

に資する商品の生産若しくは販売又は役務をいう。（た

だし、個別法による許認可等が必要な商品や役務等を除

く。） 

 

医行為 医療及び保健指導に属する行為のうち、医師が行うので

なければ保健衛生上危害を生ずるおそれのある行為 

 

リコメンドサービス（機能） 

 

スマートフォン等のアプリケーションを介して、記録管

理された個人の保健医療情報に基づいて、生活習慣改善

等に向けた推奨を行う機能 

 

記録管理・閲覧サービス（機

能） 

 

個人の保健医療情報を記録管理・閲覧する機能。記録管

理・閲覧機能には、ウェアラブル端末等を通じた健康情

報収集を含む。 

 

相互運用性 

 

情報の視点から見て、異なった目的で作られたアプリケ

ーション間で情報の伝達又は共有がなされることを意味

する。特に本ガイドラインでは、異なる PHR サービス

間で、PHR の伝達又は共有が可能であると担保されて

いる状態を意味する。 

 

薬機法 

 

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等

に関する法律 



 

個人情報保護法 

 

個人情報の保護に関する法律 

 

通則 GL 

 

個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン

（通則編） 

 

要配慮個人情報 

 

不当な差別、偏見その他の不利益が生じないように取扱

いに配慮を要する情報として、個人情報保護法に定めら

れた情報である。要配慮個人情報には、（1）人種、（2）

信条、（3）社会的身分、（4）病歴、（5）犯罪の経歴、

（6）犯罪により害を被った事実、（7）身体障害、知的

障害、精神障害等の障害があること、（8）健康診断その

他の検査の結果、（9）保健指導、診療・調剤情報、

（10）本人を被疑者又は被告人として、逮捕、捜索等の

刑事事件の手続が行われたこと、（11）本人を非行少年

又はその疑いがある者として、保護処分等の少年の保護

事件に関する手続が行われたこと、が該当する。 

 

 



IV.  PHR サービスの提供に当たっての基本理念 

 

（１）PHR と Person-Generated Data（PGD）の考え方 

Person-Generated Data（PGD）とは、個人の生活に紐付く医療・介護・健康等を含む

全ての情報を意味する。PGD には、病気になってから記録される「医療機関等で患者より

生み出された情報」だけでなく、病気の有無にかかわらず日常的に記録される健康関連デ

ータや産業保健・介護等に関連する情報のほか、旅行履歴、行動履歴、購買履歴等の情報

（ライフログ）も含まれる。PHR サービスの提供に当たっては、PHR として個人の意思

で管理・利活用する健康に関わる可能性のある情報の大部分は、PGD であることを前提と

すべきである。 

 

 

（２）日常的な健康データを活用したセルフケアによる健康増進、病気の予防 

ICT の発展と普及により、日常的な健康データの測定・記録が容易となり、日々の体

重・血圧等の生活習慣病に関わるデータや食事・運動・睡眠に関わる記録、服薬記録等の

健康データを生涯にわたってPHRとして利活用することが可能となった。今後、人々の健

康増進、疾病の早期発見や重症化予防、ADL・QOL の向上にむけたセルフケアに、PHR

を活用することが求められる。 

 

 

（３）周辺データを活用した健康増進、医療の質向上 

PHR サービスが取り扱うデータには、現時点で医療や健康に関連すると考えられるデー

タだけではなく、購買履歴や行動履歴などの医療・健康以外の個人に紐付いたデータや環

境等のあらゆるデータが含まれる可能性がある。また将来的にまだ見ぬ新しいデータが活

用されるかもしれない。健康・医療に関連する情報とあわせて、環境等の周辺情報も積極

的に利用し、健康増進、医療の質向上に繋がるサービスに発展することが望ましい。 

 

 

（４）PHR サービス利用者の健康、安全、権利の確保  

PHR サービスの主な目的は利用者の健康増進であり、PHR を蓄積・可視化することや、

それらをもとに実施されるリコメンドが利用者の心身の健康増進に役立つという「有効性」



と、危害を及ぼさないという「安全性」の確保がその機能や用途に応じて求められる。

PHRを参照して医療が提供される場合もあるため、蓄積される PHRや提供される PHRサ

ービスの目的に応じて、蓄積されるデータやリコメンドの信頼性が担保されるような仕組

みがあることが望ましい。また、PHR には、個人情報、要配慮個人情報、個人関連情報と

して個人情報保護法が適用される情報も含まれることから、PHR サービス提供者や PHR

を扱う者はそのことを十分に認識し、利用者自身が自身のデータをコントロールできる仕

組みを構築することが求められるとともに、データの漏洩・改ざん・紛失等の危険への十

分な対策が必要となる。さらに、PHR サービスは、高齢者や障害のある人を含め多種多様

な背景を持つ人が利用可能なものであることが求められるため、あらゆる人が適切に利用

できるようユーザビリティ及びアクセシビリティの確保に配慮したサービス設計とするよ

う努めなければならない。具体的には、JIS X8341シリーズ「高齢者・障害者等配慮設計指

針―情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス（第 1 部～第 7 部）」が参考とな

る。 

 

 

（５）利用者への説明と同意に基づくサービス提供 

PHR サービス提供の際は、サービスの内容等について、利用者に対して、同意に係る判

断に必要と考えられる合理的かつ適切な方法を用いて明確に説明した上で、明示的な同意

を取得することが求められる。PHR サービス提供者は、PHR サービス利用者に対して、

PHR サービスの目的・使用用途等について、文書によって情報を理解することについて特

別な配慮が必要な方（例えばこども、高齢者、外国人、障害のある人等）も正しく理解で

きるような方法で情報提供するよう努めるべきである。また、同意取得においては、利用

者の同意の範囲を明らかにし、適切なPHRサービスを選択・利用できるように努めなけれ

ばならない。認知症や小児・乳幼児等の十分な自己判断能力や責任能力を持たない利用者

のPHRを管理・活用できるようなサービスを提供する際には、その親権者やその他の代理

人等への適切な説明を行った上で同意を取得することが求められる。さらに、取り扱う情

報の機微性と心身の発達に応じ、PHR の管理権限を本人に移譲することに関しても明確に

説明した上で、適時において本人の同意を改めて取得することが望ましい。 

 

 

（６）PHR サービスの質の担保と向上 

PHR サービスは利用者の健康や生活に直結するものである。よって PHR サービス提供

者は利用者の健康と福祉の増進を第一の関心事とし、利用者の最善の利益のためにサービ

スの質の担保と向上に努めなければならない。PHR サービス提供者は、良心と最善の知識



をもってこの責務を達成すべきであり、間違っても利用者の健康や福祉を阻害するもので

あってはならない。 

サービスの質は、利用者の手間やコストとトレードオフとなる場合があるため、PHR サ

ービス提供者は、提供するサービスごとにその目的に合致した最適な質のレベルを設定し、

利用者に不要な負担を掛けてはならない。また、PHR サービスは利用者の生涯に渡り長期

的に利用されるものであることから、PHR サービス提供者は、自社の事業が継続できなく

なった場合でも、類似の他社サービスに情報を引き継ぐ手段を提供するなど、利用者の健

康や福祉の低下につながらないように努めるべきである。 

PHR サービスは未だ発展途上であり、今後多くの技術革新が見込まれる。PHR サービ

ス提供者は常に最新の技術に注意を払い、情報セキュリティ、相互運用性を含むサービス

の向上に努めなければならない。特に新しい技術を適用する場合、例えばプログラム医療

機器や特定保健用食品では承認等の取得のためにエビデンス取得が必要となるところ、

PHR サービスにおいても、特に新技術を適用する場合など、PHR サービスの内容に即し

た適切な健康上のエビデンスの有無に注意を払うべきである。さらに、様々な IoT 機器や

モバイルデバイスとの連携を行う場合には、デバイスメーカーごとに規格や仕様が異なる

ケースも多く、不具合の発生も考えられるため、PHR サービス提供者はサービスの目的に

合致した最適なデバイスを提供あるいは利用者が選択できるようにし、デバイスの差異及

び不具合、並びにデバイスの非互換性により利用者が不利益を被らないように努めなくて

はならない。デバイスメーカーや業界団体等と協議を行い、不具合の解消や新しい仕様を

策定しなければならないケースもあるが、その場合も常に利用者の最善の利益を追求すべ

きである。 

 

 

（７）PHR サービス提供者間での連携 

人生 100年時代と言われる今日、PHRサービス利用者はライフステージや趣向に応じて

複数の PHR サービスを同時又は乗り換えて利用していくことが考えられる。また、PHR

サービスが取り扱うデータの種別は、健診等情報からライフログまで多岐にわたるため、

PHR サービス提供者があらゆる利用者に対応した PHR サービスを提供することは現実的

ではない。加えて、PHR サービスの終了や PHR サービス提供者の統廃合も生じることが

考えられる。そのような状況下において、PHR サービス利用者の権利を保護し、PHR 業

界の健全な発展を促すためには、PHR サービス提供者間での相互運用性を向上させる連携

（必要最低限のデータの引き継ぎを可能とする、共通項目やデータ流通形式の標準化など）

が欠かせない。 

 

 



（８）市場の拡大による受益者増、社会全体の健康増進、生産性向上 

PHR サービス提供者及び社会に対して、PHR サービスの適切な利活用に向けた教育・

啓発が行われるべきである。本ガイドラインが広く利用されることで、PHR 業界の健全な

育成及び活性化が図れるとともに、適切なPHRサービス市場の拡大により受益者が増え、

社会全体の健康増進・生産性向上に繋がることが期待できる。 

 

 

（９）継続的な改訂が可能な体制の構築  

PHR サービス関連事業の継続的な発展のためには、PHR サービス業界の社会的信頼の

確保が不可欠である。そのためには、国の PHR 指針のみならず、PHR サービス提供者が

自ら定める PHR サービスに関連するルール・規範を遵守し、PHR サービスの質が維持・

向上されることが重要となる。ICT の技術革新は著しく、今後、未知の PHR サービスが

創出されることも予想され、PHR に関連する技術やサービスの発展に沿って、PHR サー

ビスに係るルールの改訂やあり方の継続的な検討が必要である。そのためには、PHR に関

係する者（産官学民）の間の連携を強化し、継続的な検討ができる体制が構築されるべき

である。 

 

 

（10）国際的な動向を踏まえた PHR サービス提供に係るルールの整備 

国際的にもPHRサービスを活用した健康増進・事業化に期待が高まっており、それぞれ

の地域の特性を生かした取り組みが進められている。医療従事者・患者双方からの医療情

報へのアクセスを可能とする公的なEHRプラットフォームの構築が進んでいる国では、そ

こを起点とした多種多様なPHRサービスが展開されている。欧州では、国際標準規格の採

用や欧州内での相互運用性の確保のためのネットワークやルール整備等の、官民一体とな

ったフレームワーク構築が進んでいる国もある。このような国際的なPHRサービスの動向

に追走し、日本におけるPHRサービス事業を発展させるために、日本の個人情報保護法に

も対応した上で、国際的な標準化、相互運用性の確保及びデータの保管場所（国内外）、

データ連携を実現するための標準化を意識したPHRサービス提供に係るルールの整備が強

く求められる。 



V. PHR サービスガイドラインの具体的適用 

 

本章においては、PHR サービス提供における「最低限遵守する事項」及び「推奨される

事項」を、その考え方とともに示す。また、本ガイドラインの理解を容易にするため、必

要に応じて、PHR サービスとして「望ましい例」及び「不適切な例」を付記する。「最低

限遵守すべき事項」として掲げる事項は、PHRサービスの安全性・有効性を担保し、PHR

サービス提供者の事業が適切に行われるために必要なものである。 

 

１．PHR サービス提供に関する事項  

（１）提供者―利用者の関係/合意（説明と同意） 

考え方 

PHR サービスに係る契約を締結する際には、明確な説明及び明示的な合意形成が求めら

れる。また、PHR は個人情報（個人情報保護法 2条 1項）、要配慮個人情報（同条 3項）、

個人データ（同法 16条 3項）や個人関連情報（同法 2条 7項）に該当し得るものであり、

PHR を含む個人情報データベース等4又は個人関連情報データベース5を事業の用に供して

いるPHRサービス提供者は、個人情報保護法で定義される個人情報取扱事業者又は個人関

連情報取扱事業者に該当する（同法 16条 2項又は同７項）。PHRサービス提供者は個人情

報保護法及び各種ガイドライン並びに個人情報保護又は守秘義務に関する他の法令等を遵

守する必要がある。特に、医療・介護関係事業者は「医療・介護関係事業者における個人

情報の適切な取扱いのためのガイダンス」を遵守する必要があるため、別途ご参照いただ

きたい。 

PHR サービス提供者―利用者の関係/合意（説明と同意）については、契約締結時と契

約期間中に分けて検討するのが有益である。契約締結時においては、①明確な説明及び明

示的な合意形成及び②利用目的の通知について留意する必要がある。次に、契約締結時及

び契約期間中においては、①個人情報に係る同意の適切な取得、②個人情報の適切な取得

及び③一定事項の公表等について留意する必要がある。最後に、契約期間中においては、

 
4 ᾤ ϬḯϚ χ › πΚμοʺⱳτἿΫϥϜχˢ Τϣϙοᾤ χᾂ ϬᵲβϥΣζϦΥ׃ σΜϜχρΰο π

ϛϥϜχϬ Ψʻx ϬΜΞˢᾤ ῐ 16 1̒ˣ‮  

ԁ χᾤ Ϭ ◓ὓ▄ṐϬ Μοᾁ┤βϥάρΥπΦϥϢΞτ Ὁ τ  ΰθϜχ 

 ‹τἿΫϥϜχχϕΤʺ χᾤ Ϭ Ӭτᾁ┤βϥάρΥπΦϥϢΞτ Ὁ τ  ΰθϜχρΰο π ϛϥϜχ 
5  個人ḩ 情報を含む情報の集合物であって、特定のᾤ ḩ を電子計算機を用いて検索することができるように体系的に構成し

たものζχ 特定の個人ḩ 情報を容易に検索することができるように体系的に構成したものとして政令で定めるものϬΜΞˢᾤ

ῐ 16 7̒ˣ‮  



①契約期間中の同意の確認、②利用目的の遵守及び③利用目的の適切な変更等について留

意するとともに、契約内容を遵守する必要がある。 

最低限遵守する事項 

【契約締結時】 

① 明確な説明及び明示的な合意形成 

PHR サービス提供者は、PHR サービスの内容や契約の目的等について利用者に対し明

確に説明した上で、明示的な合意を形成する必要がある。この際には、本人、PHR サービ

ス提供者、医療機関等、利用対象者ごとに説明の方法を検討する。特に、本人については、

病気の予防・健康づくり、PHR サービス等に関し、十分な知見を有していない場合も想定

されることから、本人に対する説明が分かりやすいものとなるよう、特に配慮が必要であ

る。 

 

② 利用目的の通知等 

個人情報取扱事業者に該当するPHRサービス提供者は、個人情報を取り扱うに当たって

は、その利用目的をできる限り特定しなければならない（個人情報保護法 17 条 1 項）。特

に、第三者提供を予定しているときは、その旨が明確に分かるよう特定する必要がある

（通則GL3-1-1、3-6-1）。 

このような個人情報の利用目的は、あらかじめ公表するか、又は個人情報の取得後に速

やかに利用目的を本人に通知し、又は公表する必要がある（同法 21 条 1 項）。ただし、本

人との間で契約を締結することに伴って電磁的記録を含む契約書その他の書面に記載され

た当該本人の個人情報を取得する場合その他本人から直接当該書面に記載された当該本人

の個人情報を取得する場合は、原則として、あらかじめ、本人に対し、その利用目的を明

示しなければならない(同条 2 項)。利用目的の明示には、ネットワーク上において、利用

目的を、本人がアクセスした自社のホームページ上に明示し、又は本人の端末装置上に表

示する場合が含まれる（通則 GL3-3-4）。 

 

【契約締結時及び契約期間中】 

① 個人情報に係る同意の適切な取得 

個人情報取扱事業者が要配慮個人情報の取得や個人データの第三者提供等を行うためには、

原則として、事前に本人の同意を取得する必要がある（個人情報保護法 20 条 2 項、27 条



 

１項）6。特に、要配慮個人情報については、基本的にオプトアウト7による第三者提供は

認められていないことや、外国にある第三者への提供については原則として一定の情報を

提供した上で同意を取得する必要があることに留意する必要がある（同法 27 条 2 項、28

条）。そのため、個人情報取扱事業者に該当する PHR サービス提供者は、原則として、契

約締結時等、当該行為を行う前に本人の同意を取得する必要がある。 

また、個人関連情報取扱事業者は、第三者が個人関連情報（個人関連情報データベース

等を構成するものに限る。）を個人データとして取得することが想定されるときは、原則

として、当該第三者が個人関連情報取扱事業者から個人関連情報の提供を受けて本人が識

別される個人データとして取得することを認める旨の当該本人の同意が得られていること

を確認せずに、当該個人関連情報を当該第三者に提供してはならない（同法 31条 1項）。 

個人情報に係る同意の取得の際には、事業の性質及び個人情報の取扱状況に応じ、本人

が同意に係る判断を行うために必要と考えられる合理的かつ適切な方法を用いる必要があ

る（通則 GL2-16）。この際には、電磁的方法を用いて同意を取得することも可能である。

同意の取得方法の具体例として、以下が挙げられる（通則 GL2-16）。  

 

例①：本人からの同意する旨の書面（電磁的記録を含む。）の受領  

例②：本人からの同意する旨のメールの受信  

例③：本人による同意する旨の確認欄へのチェック  

例④：本人による同意する旨のホームページ上のボタンのクリック  

例⑤：本人による同意する旨の音声入力、タッチパネルへのタッチ、ボタンやスイッチ等

による入力 

 

 

なお、個人情報の取扱いに関して同意したことによって生ずる結果について、未成年者、

成年被後見人、被保佐人及び被補助人が判断できる能力を有していないなどの場合は、親

権者や法定代理人等から同意を得る必要がある（通則 GL2-16）。このうち、未成年者につ

いては、法定代理人等から同意を得る必要がある具体的な年齢は、対象となる個人情報の

項目や事業の性質等によって、個別具体的に判断されるべきだが、一般的には12歳から15

歳までの年齢以下のこどもについて、法定代理人等から同意を得る必要があると考えられ

ている（個人情報の保護に関する法律についてのガイドラインに関するＱ＆Ａ 1-62）。 

加えて、第三者提供に当たっての同意の取得の際には、事業の規模及び性質、個人デー

タの取扱状況（取り扱う個人データの性質及び量を含む。）等に応じ、本人が同意に係る
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‹τ ấήϦοΜϥʻ ⇔ψᴞṜ(6) χⱧỘּיʾ ϒχД˔Ќיּ╣ ằϬ╥ ʻ ῟σ Ӫρΰο ϛϣϦϥ χ ᶎ ΥΚ

μθ ›πϜʺ χ ΰΜ ᵔΥ ϣϦσΜάρπйСвГ˔ЄдрзІϼϬ ΠϥάρΥΚϥάρτ Ӫβϥάρʻ ӗσ ›

ψʺ יּ╣ τйРв˔Ϭ ΪϥάρΥ ϘΰΜʻ 
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判断を行うために必要と考えられる合理的かつ適切な範囲の内容を明確に示さなければな

らないとされている（通則GL3-6-1）。認知症の方を含む高齢者においても、医療介護など

の生活を支えるために有用なデータの利用が阻害されてしまわないよう、医療や介護とい

った領域で既に行われている同意取得・意思決定支援方法を参考に、本人の意向等を踏ま

えつつ、データ活用を進めるべきである。 

また、PHR を含む個人関連情報データベース等を事業の用に供している PHR サービス

提供者は、個人情報保護法で定義される個人関連情報取扱事業者に該当するところ（同法

16 条 7 項）、個人関連情報取扱事業者は、第三者が一定の個人関連情報を個人データとし

て取得することが想定されるときは、原則として、一定の事項を確認することをしないで、

当該個人関連情報を当該第三者に提供してはならない（同法 31条）。 

 

② 個人情報の適切な取得 

PHR サービス提供者は、偽りその他不正の手段により個人情報を取得してはならない

（個人情報保護法 20 条 1 項）。例えば、以下が不正の手段により個人情報を取得している

事例として挙げられる（通則 GL3-3-1）。 

例①：個人情報を取得する主体や利用目的等について、意図的に虚偽の情報を示して、本

人から個人情報を取得する場合 

例②：他の提供者に指示して不正の手段で個人情報を取得させ、当該他の提供者から個人

情報を取得する場合 

例③：個人情報保護法 27条 1項に規定する第三者提供制限違反がされようとしていること

を知り、又は容易に知ることができるにもかかわらず、個人情報を取得する場合 

例④：不正の手段で個人情報が取得されたことを知り、又は容易に知ることができるにも

かかわらず、当該個人情報を取得する場合 

 

なお、医療機関のウェブサイトにおいて、電子カルテ連携PHRサービスや病院予約サー

ビス等のリンクをクリックすると、医療機関のウェブページではなく、これらのサービス

を提供するPHRサービス提供者のウェブページに遷移する場合がある。このとき、ページ

デザインの類似性等から、利用者が依然として当該医療機関のウェブサイト内にいると誤

認してしまうケースが存在する。 

このようなウェブページでは、例えば、以下の問題が生じる可能性がある。 

① 当該提供者が、上記の例①のように、個人情報を取得する主体や利用目的等について、

意図的に虚偽の情報を示した場合は、不正の手段により個人情報を取得したとして個

人情報保護法 20条 1項に違反するおそれがある。 

② 当該提供者が、意図的ではないとしても、利用者の十分な理解を得ないまま同意を取

得した場合、要配慮個人情報の取得に当たっての同意取得義務（同法 20条 2項）等を

適切に果たせないおそれがある。 



③ 利用者が、当該医療機関によりサービスが提供されるという誤解に基づく安心感のも

と、サービスのプライバシーポリシーや利用規約をよく読まずに同意してしまうこと

が想定される。この場合、利用者としては当該医療機関のプライバシーポリシー等に

同意したつもりであるにも関わらず、実際には当該提供者のプライバシーポリシー等

に同意した形となってしまう。特に、当該プライバシーポリシーにおいて認められて

いる利用目的の範囲や個人情報の第三者提供の範囲が広い場合には、利用者としては

医療機関による限定的な個人情報の利用に同意したつもりであるにも関わらず、当該

提供者によって広範囲で個人情報が利用され、又は第三者提供されてしまう可能性が

ある。その結果、当該提供者が提供するサービスへの利用者の信頼が毀損されるのみ

ならず、当該医療機関に対する信用も毀損されかねない。 

したがって、このような問題が生じないよう、医療機関のウェブサイト又はPHRサービ

ス提供者のウェブページにおいて、当該PHRサービス提供者がサービスを提供することを

分かりやすく記載することが求められる。 

具体的には、例えば以下のような表示方法が考えられる。 

例①：当該PHRサービス提供者が提供するサービスであることを、プライバシーポリシー

等への同意を求める文章内に記載する方法 

    「利用規約及びプライバシーポリシーに同意の上、送信してください（本サービ

スは、株式会社●●が提供するサービスです）」 

例②：当該PHRサービス提供者が提供するサービスであることを、同意ボタンの前又は後

に記載する方法 

    「                   （本サービスは、株式会社●●が提供するサービスです）」 

例③：当該PHRサービス提供者が提供するサービスのウェブページに遷移する前に、その

旨を明示する方法 

    「3 秒後、株式会社●●が提供する『×××』サービスのウェブページに自動的

に移動します」 

 

③ 一定事項の公表等 

個人情報取扱事業者に該当するPHRサービス提供者は、原則として、以下の事項につい

て（例えばホームページに掲載するなどの方法で）PHR サービス利用者の知り得る状態に

置かなければならない（個人情報保護法 32条 1項、同法施行令第 10条、通則GL3-8-1）。 

①個人情報取扱事業者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏

名 

②全ての保有個人データの利用目的  

③保有個人データの利用目的の通知の求め又は開示等の請求に応じる手続及び保有個人

データの利用目的の通知の求め又は開示の請求に係る手数料の額（定めた場合に限

る。） 



④保有個人データの安全管理のために講じた措置 

⑤保有個人データの取扱いに関する苦情の申出先 

⑥認定個人情報保護団体の対象事業者である場合には、当該認定個人情報保護団体の名

称及び苦情の解決の申出先 

※匿名加工情報を第三者提供する場合の推奨については、V.1.（４）PHR サービスにおける個人情報の保

護・情報セキュリティ【匿名加工情報等の作成及び利用】を参照のこと 

【契約期間中】 

① 契約期間中の同意の確認 

上記のとおり、個人情報取扱事業者が要配慮個人情報の取得や個人データの第三者提供

等を行うためには、原則として、事前に本人の同意を取得する必要があるところ、当該同

意の確認については、国の PHR 指針と同様の内容による個人情報に係る同意の確認を行

う。 

 

② 利用目的の遵守・不適正な利用の禁止 

個人情報取扱事業者に該当するPHRサービス提供者は、個人情報保護法の例外に当たる

場合を除き、あらかじめ本人の同意なくして、利用目的の達成に必要な範囲を超えて、個

人情報を取り扱ってはならない（個人情報保護法 18条 1項）。 

また、個人情報取扱事業者に該当するPHRサービス提供者は、違法又は不当な行為を助

長し、又は誘発するおそれがある方法により個人情報を利用してはならない（同法 19 条）。 

 

③ 利用目的の適切な変更等 

個人情報取扱事業者に該当するPHRサービス提供者は、利用目的を変更する場合には、

変更前の利用目的と関連性を有すると合理的に認められる範囲を超えて行ってはならない

（個人情報保護法 17条 2項）8。「変更前の利用目的と関連性を有すると合理的に認められ

る範囲」とは、変更後の利用目的が変更前の利用目的からみて、社会通念上、本人が通常

予期し得る限度と客観的に認められる範囲内をいい、「本人が通常予期し得る限度と客観

的に認められる範囲内」とは、本人の主観やPHRサービス提供者の恣意的な判断によるも

のではなく、一般人の判断において、当初の利用目的と変更後の利用目的を比較して予期

できる範囲をいい、当初特定した利用目的とどの程度の関連性を有するかを総合的に勘案

して判断される（通則 GL3-1-2）。 

個人情報保護法 17条 2項に基づき利用目的を変更した場合には、変更された利用目的に

ついて本人に通知し、又は公表しなければならない（同法 21条 3項）。 
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個人情報取扱事業者に該当するPHRサービス提供者は、変更前の利用目的と関連性を有す

ると合理的に認められる範囲を超えて利用目的を変更する場合、PHR サービス利用者から

利用目的の変更について本人の同意を取得する必要がある。 

 

  



【契約終了時】 

① サービス終了時の情報の破棄・本人への PHRの返却等 

PHR サービス提供者がサービスを終了する場合、利用者への PHR のエクスポート及び

他の PHR サービス提供者への当該 PHR のインポートが実施可能な期間を十分に確保すべ

きである。また PHR サービス提供者は、管理する PHR が利用者の重要な資産であること

に留意し、利用者がPHRを引き続き利用可能なように最大限努めるべきである（データベ

ースのダンプファイルの提供や、他のPHRサービス提供者へのデータ引き継ぎ等。データ

をエクスポートする際のデータ交換規格については、PHR サービス間のデータ連携に関す

る考え方の項を参照）。その上で、サービス終了後は、契約内容に従って情報の破棄等を

確実に行う。手順に則って情報の返却・移管・破棄を適切に実施したことの証跡を取得し

ておくことも必要である。 

 

最低限遵守する事項 

¶ PHRサービス提供者は、解約の権利を設ける場合にはその旨及び解約後のデータ処理

について明示すること。 

 

推奨される事項 

¶ PHRサービス利活用の対象となる利用者は、疾患を抱えている方からそうでない方、

こどもから高齢者、日本人から外国人、障害のある人まで幅広いため、PHRサービス

の内容や利用者に応じて説明をすることが望ましい。特に、PHRサービスを利用する

ことによって、健康に悪影響を及ぼす可能性について考慮し、契約締結時の説明にお

いて、サービスを活用する前にかかりつけ医等の医療者に相談することが望ましい旨

を伝えるよう留意する。 

¶ 契約締結時の説明の際には電磁的手段を用いることが考えられるが、電磁的手段を用

いて説明を行う場合には、一般に個々人の理解度等に応じて柔軟に説明を変えること

が難しい点や、問い合わせ先の掲載等の手段により意図的に質問の機会を作り出さな

ければ、PHRサービス利用者が当該説明に関して質問をすることが難しい点に留意す

る。 

¶ 契約締結時に個人情報を取得する可能性があることに鑑み、個人情報取扱事業者に該

当する PHR サービス提供者は、個人情報の利用目的をあらかじめ公表し、又は契約

締結時に通知することが望ましい。 

¶ 契約締結時、医療機関へ PHR サービスを提供する場合は、関連するガイドラインに

準拠して財務諸表や IR情報等に基づく経営の健全性に関する情報提供を行うことが望



ましい。 

¶ 要配慮個人情報に該当する PHR を取得する場合には、個人情報保護法 20条 2項各号

の例外に該当することが見込まれる場合であっても、同項各号の例外に該当すること

が明確な場合を除き、事前に利用者から同意を取得することが望ましい。 

¶ 個人データに該当する PHR を第三者に提供する場合には、個人情報保護法上の例外

に当たることが見込まれる場合であっても、個人情報保護法上の例外に当たることが

明確な場合を除き、事前に利用者から同意を取得することが望ましい。 

¶ 救急・災害時の治療や支援に有用な個人データに該当する PHR を取り扱う PHR サー

ビス提供者は、救急・災害時に本人に適切な治療や支援を行えるよう、PHRサービス

開始時に、「救急・災害時に、迅速に有効な診断・治療を行う目的で本人の PHR を利

用し、又は医療機関等の第三者に提供すること」について、あらかじめ利用者の意思

を確認する機会を提供することが望ましい。 

¶ 個人情報取扱事業者に該当する PHR サービス提供者は、個人情報の取扱いに関する

苦情の適切かつ迅速な処理に努め、この目的を達成するために必要な体制の整備に努

めなければならない（同法 40条 2項）。 

 

 

（２）本人確認 

考え方 

特に要配慮個人情報を取り扱うPHRサービスにおいては、サービスの継続的な利用にお

いて利用者本人の同意が重要である。また、PHR サービス提供者は、PHR サービス利用

者が利用するサービスについて、PHR を本人あるいは代理人等の同意なく第三者に閲覧さ

れることがないようにする「機密性」を守る必要がある。更にPHRを本人以外の医療者や

事業者が利用することを想定している PHRサービスにおいては、当該 PHRが確かに PHR

サービス利用者本人のデータであることを保証する観点に留意し運用を行う必要がある。

以上から、特に個人情報取扱事業者に該当するPHRサービス提供者にとっては、確実な本

人確認の実施は PHR サービスの運用において極めて重要である。PHR サービス利用時の

本人確認は、オンラインでの本人確認（eKYC：electronic KYC（Know Your Customer）

の略で、KYC をオンライン上で実現するための仕組みを指す）だけではなく対面や郵送に

よる本人確認（KYC：Know Your Customerの略で、本人確認を行う手続を指す）、氏名、

住所、生年月日、メールアドレス等の情報入力など運用面で実施する方法もある。なお、

本人確認の際には、個人情報保護法や医療保険各法等の法令を遵守することも必要である。

一方で、PHR サービスは日常的な利用が想定されることから、不必要に煩雑な本人確認を

行うことは避けるべきである。 



ネットワークを利用するサービスで通信している相手が本人かどうかを確認する「認証」

の方法については、技術の発展によりデファクトスタンダードが変わり得るため、その

時々の最善のスタンダードを採用することが望ましい。現状では、Fast IDentity Online

（FIDO 9）、マイナンバーカードを用いた公的個人認証サービス（JPKI10）などの技術が精

度の高い認証の方法として期待されている。PHR サービスは、スマートフォンやタブレッ

ト等のモバイル端末上に実装され、モバイル端末自体に機密性を確保する認証の仕組みが

組み込まれている場合もあるため、その利用も検討する。 

 

最低限遵守する事項 

① 開示等の請求の際の本人確認 

個人情報保護法に基づく当該本人が識別される保有個人データの開示等の手続における

本人確認については、同法 37条 2 項及び通則 GL3-8-7 に留意する必要がある。個人情報

取扱事業者に該当するPHRサービス提供者は、円滑に開示等の手続が行えるよう、本人に

対し、開示等の請求等の対象となる当該本人が識別される保有個人データの特定に必要な

事項（住所、ID、パスワード、会員番号等）の提示を求めることができる。なお、その際

には、本人が容易かつ的確に開示等の請求等をすることができるよう、当該保有個人デー

タの特定に資する情報を提供するなど、本人の利便性を考慮しなければならない。その確

認の方法は、事業の性質、保有個人データの取扱状況、開示等の請求等の受付方法等に応

じて、適切なものでなければならず、本人確認のためにPHRサービス提供者が保有してい

る個人データに比して必要以上に多くの情報を求めないようにするなど、本人に過重な負

担を課するものとならないよう配慮しなくてはならない（同法 37条 2項、通則 GL3-8-7）。 

 

② その他 

モバイル端末あるいは PHR アプリの機能で本人確認・認証を行える仕組みを設ける。 

推奨される事項 

¶ PHR を本人以外の医療者や事業者が利用することを想定している PHR サービスにお

いては、当該 PHR が確かに PHR サービス利用者本人の PHR であることを保証する

ための仕組みを設けることが望ましい。 

¶ 本人確認の実施方法は、取り扱う PHR のリスクに応じた方法（eKYC（electronic 

Know Your Customer）の利用、対面又は郵送、氏名、住所、生年月日、メールアド
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レス等の情報入力等）を採用することが望ましい。 

 

（３）PHR の管理・閲覧  

考え方 

PHR は基本的に利用者自身に由来する PGD であり、権利は利用者自身に帰属する。ま

た、個人情報として個人情報保護法が適用され、あるいは利用者のプライバシー権の対象

となり得る。そのため、PHR サービス提供者はできる限り利用者が自身の PHR を自由に

取り扱える状態を保証することが望ましい。また、保護者による小児・乳幼児のPHR管理

に代表されるように、十分な責任能力を持たない利用者のPHRを代理の者が管理・活用で

きる仕組みや、責任能力が認められた後の管理権限の移譲についても対応できていること

が望ましい。 

PHR は、様々なデバイス・測定者・環境によって測定され、蓄積されていくため、その

質は玉石混交となる。また、個人的な健康管理としての利用から医療における利用まで幅

広い用途で用いられ、その利用目的によって求められるデータの質が異なる。そのため、

PHR サービス提供者は、測定機器、測定日時、測定環境など、PHR の発生源や取得方法、

PHR の移動・参照の変遷などをメタ情報（データそのものに付帯する情報のこと）として

記録し利用者が参照できるようにする。また、異なる提供者間でデータが連携されること

も想定し、データ連携の際にはメタ情報も含んで連携できるようにすることが望ましい。

これらを通じてデータ及びサービスの質を可視化することが望ましい。 

PHR サービスは、血圧計や活動量計など様々なデータを計測する機器と連携して使用さ

れると考えられる。計測機器の活用に当たっては、目的に合った精度の機器を選定すべき

である。医療や健康診断、治験を含む臨床研究においては、一般に高い精度を求めている

が、日常の健康管理で使うようなケースで同レベルの精度の機器を求めることは利用者の

負担の増大や結果としての測定機会の減少に繋がる可能性もあり、リスクベースアプロー

チの観点からも避けるべきである。 

なお、本人は、個人情報取扱事業者に対し、当該本人が識別される保有個人データの開

示を請求することができ、この場合個人情報取扱事業者は、原則として、遅滞なく本人が

請求した方法（電磁的記録の提供による方法、書面の交付による方法その他当該個人情報

取扱事業者の定める方法）により当該保有個人データを開示しなければならないとされて

いる（個人情報保護法 33条、同法施行規則 30条）。 

また、本人は、一定の場合に、個人情報取扱事業者に対し、当該本人が識別される保有

個人データの訂正、追加、削除、利用停止又は消去を請求でき、一定の場合には、個人情

報取扱事業者は訂正等を行わなければならない（同法 34条、35条）。 

 



最低限遵守する事項 

¶ 利用者が自身の PHR を自由に閲覧できること。 

¶ 利用者の求めに応じて PHR を削除できること。 

¶ マイナポータル API 等を活用し入手した健診等情報を取り扱う場合は、業界で合意さ

れた一般的な規格に従った形でのエクスポートができること。 

 

推奨される事項 

¶ PHRの追加・削除・修正・他サービスへの移動を利用者自身が管理できる機能を有す

ることが望ましい。 

¶ PHRの管理に当たっては、データの利活用時の判断を容易にするため、データの入力

者、データの測定者、データを測定したデバイス、データを測定した環境、外部から

取得した場合はデータの由来（マイナポータル等）、同意取得の範囲、データの削除

や修正が行われたことが分かる情報（データベース上でフラグを立てる等を含む）な

どをメタ情報として記録することが望ましい。 

¶ 健診等情報を取り扱う場合は、業界で合意された一般的な規格に従った形でのインポ

ートができることが望ましい。 

¶ 健診等情報以外の情報についても、本人の求めに応じてデータをエクスポートできる

ことが望ましい。 

¶ 代理人等が PHR の管理・活用を行える機能及び、利用者本人へ管理機能を移譲する

機能を有することが望ましい。 

¶ 管理・閲覧サービスに対するリスクアセスメントを実施し、求めに応じ開示できる体

制を確保しておくことが望ましい。 

¶ 管理・閲覧サービスに対するリスクマネジメントシステム（PDCA サイクルの設定や

体制）を確立することが望ましい。さらに、管理・閲覧サービスのための組織体制や

責任等に言及した情報を開示するとともに、そのサービスに対する定期的レビューを

行うことが望ましい。 

¶ 定期的なレビューの期間は、第三者認証を取得しその基準に従うことが望ましい。 

¶ 管理・閲覧サービスに対する利用者側の利便性についても配慮することが望ましい。 

 

 

  



（４）PHR サービスにおける個人情報の保護・情報セキュリティ 

考え方 

PHR サービス提供者が個人情報取扱事業者に該当する場合11は、その取り扱う PHR の

漏えい12、滅失13又は毀損14（以下「漏えい等」という。）の防止その他の PHR の安全管理

のために必要かつ適切な措置を講じなければならない（個人情報保護法 23 条）。当該措置

は、PHR が漏えい等をした場合に本人が被る権利利益の侵害の大きさを考慮し、事業の規

模及び性質、PHR の取扱状況（取り扱う PHR の性質及び量を含む。）、PHR を記録した媒

体の性質等に起因するリスクに応じて、必要かつ適切な内容としなければならない（通則

GL3-4-2）。なお法 23 条に定める安全管理措置として、個人情報取扱事業者が具体的に講

じなければならない措置や当該措置を実践するための手法の例等は、通則 GL10「（別添）

講ずべき安全管理措置の内容」に記載されている。 

また、個人情報取扱事業者に該当するPHRサービス提供者は、以下の個人データの漏洩

等の事態が生じた場合には、原則として、当該事態が生じた旨を個人情報保護委員会に報

告し、かつ本人に通知しなければならない（同法 26条、同法施行規則 7条）。 

 

一 要配慮個人情報が含まれる個人データ（高度な暗号化その他の個人の権利利益を保

護するために必要な措置を講じたものを除く。以下同じ。）の漏えい等が発生し、又は

発生したおそれがある事態 

二 不正に利用されることにより財産的被害が生じるおそれがある個人データの漏えい

等が発生し、又は発生したおそれがある事態 

三 不正の目的をもって行われたおそれがある個人データの漏えい等が発生し、又は発

生したおそれがある事態 

四 個人データに係る本人の数が千人を超える漏えい等が発生し、又は発生したおそれ

がある事態 

 

情報セキュリティ対策としては、取り扱う情報の要求レベルに応じて、国が定める関連

ガイドラインや既存の法令・ガイドラインとの整合性の確保に留意しながら、一定の安全

管理水準が確保されるようにする必要がある。とりわけ、国のPHR指針にも具体的な情報

セキュリティ対策について詳細に記載がなされているため、まずはそちらを参照いただき

 
11 PHRЂ˔РІⱧỘּיΥᾤ ︡ӌⱧỘּיτᵺ ΰσΜ ›ρΰοψʺPHRЂ˔РІⱧỘּיΥᾤ Ϭ꜡ πΦϥ Ϭ︡ δγτʺ

χיּ Τϣ ήϦϥ IDיּ τ ξΨἹπχPHRχḚ χϙϬ“Ξ ›σςΥ―ΠϣϦϥʻ 
12 ᾤ Д˔ЌΥᵰ τ βϥάρϬΜΞˢ GL3-5-1-2xʻ 
13 ᾤ Д˔Ќχ ΥﬞϩϦϥάρϬΜΜʺζχ ρ αД˔ЌΥ τ ḚήϦοΜϥ ›Ϟʺᾤ ︡ӌⱧỘּיΥ› σ

τϢϤᾤ Д˔ЌϬ⌡ βϥ ›ψʺ ﬞτᵺ ΰσΜʻs GL3-5-1-3xʻ 
14 ᾤ Д˔Ќχ ΥӪ ΰσΜἹπ  ήϦϥάρϞʺ Ϭ κννϜ σ ρσϥάρϬΜΞˢ GL3-5-1-4xʻ 



たい。病歴や健康診断結果に加え、ライフログや環境・生活情報においても、特に思想や

信仰などの利用者の信条に関わる情報が含まれていればそれも要配慮個人情報となる可能

性があり、その収集や利活用、情報流通等において注意を要する。なお、PHR サービス提

供者が個人情報を取り扱うか否かにかかわらず、PHR は本人の健康に関する情報であるた

め、その情報の種別や利用用途を鑑みて、改ざんにより健康被害が生じる懸念が高い場合

には、改ざん防止対策を適切に実施する必要がある。 

幅広いPHRサービスの特性に応じた必要十分な対策を設計するために、一律に要求事項を

定めることはせず、リスクベースアプローチに基づいた対応を推奨する。高リスクな情報

を扱う場合や、取り扱う情報量や利用者数が多いなど社会的な影響が大きい場合には、別

添２を参考にリスクマネジメントを実施することを推奨する。 

 

総務省「情報銀行における健康・医療分野の要配慮個人情報の取扱いに係わる方針

（2023年7月）」16頁（総務省、経済産業省「情報信託機能の認定スキームの在り方に関

する検討会」）を参考とした情報の分類の一例を以下に示す。なお、本ガイドラインにて

追加した部分は太字下線表記とした。定義は用語集を参照されたい。 

 

※ここに記載した具体例、求められるセキュリティ水準は一つの例であり、具体的なサービス提供時には、

その内容と想定されるリスクに応じた対応が求められる。 

 

利便性とセキュリティはトレードオフの関係となることも多いため、他項で記載のとお

りサービスの運用に際して利用者への明示的な説明と同意を得ることが重要である。セキ

ュリティ対策の妥当性と限界について、利用者が正しい理解と明示的な合意のもとPHRサ

ービスを選択・利用できるよう、PHR サービス提供者からのリスクの明確な提示が重要で

ある。特に健診等情報を取り扱う PHR においては、国の提示する PHR 指針におけるチェ

ックリストを参照することが求められる。健診等情報を取り扱わないPHRサービス提供者



においても、国のPHR指針を参照の上で、対応可能な点については対応することが望まし

い。 

PHR サービスの利用に当たっては、パソコン・スマートフォンなどの広く普及した端末

での利用が想定される。これらの端末に備わっているセキュリティを用いることができる

場合には、PHR サービス側でさらに本人認証などを付加することは利便性を損なうことに

もなり得るため、端末の標準的なセキュリティを用いることは合理的である。 

PHR サービスの普及・発展においては利便性が極めて重要であることから、過度なセキ

ュリティ対策によって、そのコストが PHR サービス利用者に転嫁されたり、PHR サービ

ス利用者の利便性が損なわれたりすることがないように留意すべきである。 

 

【情報セキュリティ事故等発生時における義務と責任】 

1. 危機対応義務 

「個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン（通則編）」を参考に、必要

な対策を講ずることが望まれる。 

2. 民事責任 

情報漏洩等のセキュリティ事故が発生し、PHR サービス利用者等に被害が生じると、

PHR サービス利用者等は PHR サービス提供者に対し、契約責任又は不法行為責任に

基づき損害賠償を請求することがある。契約責任の場合、PHR サービス提供者がいか

なる債務を負っていたのかという、委託契約(サービス提供契約等)の解釈問題とな

る。また、不法行為責任の場合、PHR サービス提供者の過失の存否等が問題になる。  

3. 情報の提供 

PHR サービス提供者は何らかの情報セキュリティ事故が発生した場合、個人情報保護

法に従って個人情報保護委員会に報告し、かつ本人に通知する必要がある場合があり、

それ以外の場合でも、発生した情報セキュリティ事故に関する情報とPHRサービス利

用者に対する影響を速やかに PHRサービス利用者へ提供すべきである。 

4. 善後策・再発防止策 

PHR サービス提供者は、発生した情報セキュリティ事故について、速やかに善後策を

講じなければならない。さらに、発生した情報セキュリティ事故自体に対応するため

の施策を講ずるに留まらず、同様の情報セキュリティ事故が以降発生しないように再

発防止策を検討することが求められる。 

 

【第三者認証等の取得】 

PHR サービス利用者等が適切な PHR サービスを選択するに当たっては、第三者認証の

取得も有効である。情報セキュリティに係る第三者認証として、プライバシーマーク認



定又は ISMS 認証、セキュリティ管理に係る内部統制保証報告書などがある。特にマイナ

ポータルに接続する事業者や要配慮個人情報を取り扱うPHRサービス提供者などは、情報

セキュリティに係る第三者認証の取得が求められる。 

【リスクアセスメントにおける留意事項】 

リスクアセスメントにおいては、取扱い情報の種別（健診等情報、その他の要配慮個人

情報、個人情報、ライフログ、環境情報等）、取り扱う情報量・利用者数、マイナポータル

API との接続の有無、他のシステムとの直接のデータ連携の有無、PHR サービス利用者か

らの入力の有無などを総合的に判断し、過度なリスク対応のために過剰なコストがPHRサ

ービス利用者に転嫁されることのないように留意すべきである。なお、健診等情報を取り

扱う PHR サービス提供者については、国の PHR 指針を参照することとする。 

 

【従業者の監督】 

PHR サービス提供者が個人情報取扱事業者に該当する場合は、その従業者に個人データ

を取り扱わせるに当たっては、当該個人データの安全管理が図られるよう、当該従業者に

対する必要かつ適切な監督を行わなければならない（個人情報保護法 24 条、通則 GL3-4-

3）。 

 

【個人情報管理への委託】 

PHR サービス提供者が個人情報取扱事業者に該当する場合は、個人データの取扱いの全

部又は一部を委託する場合は、その取扱いを委託された個人データの安全管理が図られる

よう、委託を受けた者に対する必要かつ適切な監督を行わなければならない（個人情報保

護法 25条）。PHRサービス提供者は、適切な委託先の選定を行うとともに、監督義務を果

たすため、上記の委託先と適切な内容の委託契約を締結する（通則 GL3-4-4）。 

 

【クラウドサービスを含む外部サービスの利用】 

PHR サービス提供者は、PHR サービスを提供するに当たって、別の事業者が提供する

IaaS、PaaS、SaaS、BaaS等のクラウドサービスを含む外部サービス利用することが考えら

れる。外部サービスやクラウドサービスを適切に利用することにより、情報セキュリティ

の向上とコスト削減が実現される。外部サービスの利用にあたっては責任分界点を明確に

することに留意する必要がある。とりわけ、クラウドサービス利用時の責任分担について



は、責任共有モデル15（共同責任モデル）が一般に採用されている。なお大まかなデータ

所在地（分散管理をしている場合にはそのそれぞれについて）や準拠法及び管轄裁判所を

利用者に示すことが望ましい16。クラウドサービス利用における注意点については、総務

省「クラウドサービス提供・利用における適切な設定に関するガイドライン」等を参照い

ただきたい。 

 

【新たな技術サービスの利用】 

PHR サービス提供者は、PHR サービスを提供するに当たって、別の事業者の提供する

生成 AI サービス等をサービス内に組み込みサービス提供することが考えられる。その際、

利用者側ではシームレスな応答がなされることから、一体のサービスと理解される可能性

があるため、どこまでの範囲がPHRサービス提供者の提供範囲となるのかを利用規約等に

おいて明確にすることを推奨する。生成 AI 等の活用においては、日本デジタルヘルス・ア

ライアンス「ヘルスケア領域において生成 AI を活用したサービスを提供する事業者が参照

するための自主ガイドライン」等を参照いただきたい。 

 

【仮名加工情報・匿名加工情報等の作成及び利用】 

PHR サービス提供者が個人情報取扱事業者に該当する場合は、個人データの第三者提供

に当たっては、利用者に対して、同意に係る判断に必要と考えられる合理的かつ適切な範

囲の内容を明確に説明した上で、明示的な同意を取得することが原則である（通則GL3-6-

1）。ただし、PHR サービス提供者が匿名加工情報を作成し、かつ、あらかじめ第三者に提

供される匿名加工情報に含まれる個人に関する情報の項目及びその提供の方法について公

表し、その他個人情報保護法や関係するガイドライン等を遵守した上で、本人の同意を得

ることなくこれらの情報を第三者に提供することも考え得る。なお、PHR サービス提供者

が仮名加工情報を作成した上で利用する場合、法令に基づく場合を除き、第三者への提供

は禁止されていることに留意する必要がある。ただし、委託、事業承継、又は共同利用の

場合には、提供元の仮名加工情報取扱事業者と提供先の事業者を一体として取り扱うこと

に合理性があるため、仮名加工情報の提供が可能となる（個人情報の保護に関する法律に

ついてのガイドラインに関するＱ＆Ａ14－17）。PHR サービス提供者が匿名加工情報や仮

名加工情報を作成した上で利用する場合には、個人情報保護法及び同法に関する規制や

「個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン（仮名加工情報・匿名加工情報

 
15  ϼжϳЖЂ˔РІⱧỘּיΥϼжϳЖЂ˔РІχЈϺвзГϰτ βϥ Ϭ ΜʺϼжϳЖЂ˔РІχ ψϼжϳЖЂ˔РІיּ

τΣΪϥЈϺвзГϰτ βϥ Ϭ ΞʺρΜμθϼжϳЖЂ˔РІχЈϺвзГϰτΣΪϥṁ σ―Π ʻ 
16 ᾤ ῐ ẉό ʾὊↄ▀Ộ ˮӺ Ϭ︡ϤӌΞ ЄІГЭʾЂ˔РІχ ằּיτΣΪϥӗ Ḛ ϹϱЖжϱр 1.1

˯ ʺḩ βϥ ʾϹϱЖжϱр Ϭ╥ χ π τ ᴂβϥάρʻ 



編）」等のガイドラインを遵守する必要がある。 

 また、近年では、複数の事業者や自治体が保有する個人情報を「匿名加工情報」として

受領した後、特殊な技術を用いて連結し、情報の分析を行う事例がみられる。このような

分析手法は個人情報保護法において禁止されている本人の識別行為（同法 41 条 7 項、43

条 5項）に該当するおそれがあるため、注意が必要である。 

なお、「個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン（仮名加工情報・匿名加

工情報編）」においては、識別行為に当たる事例と当たらない事例について、以下のよう

に例示されている（同 GL3-2-6）。 

【識別行為に当たらない取扱いの事例】 

事例１）複数の匿名加工情報を組み合わせて統計情報を作成すること。 

事例２）匿名加工情報を個人と関係のない情報（例：気象情報、交通情報、金融商品等の

取引高）とともに傾向を統計的に分析すること。 

 

【識別行為に当たる取扱いの事例】 

事例１）保有する個人情報と匿名加工情報について、共通する記述等を選別してこれらを

照合すること。 

事例２）自ら作成した匿名加工情報を、当該匿名加工情報の作成の元となった個人情報と

照合すること。 

 

また、個人情報ではない仮名加工情報や匿名加工情報については、個人情報保護法上の

個人情報に関する規制の対象とはならないものの、個人情報ではない仮名加工情報や匿名

加工情報を利活用する場面においても、安全管理措置の整備が求められる（同法 42条 3項、

23条、46条）。 

 

推奨される事項 

① 個人情報の正確性の担保等 

PHR サービス提供者が個人情報取扱事業者に該当する場合は、利用目的の達成に必要な

範囲内において、個人データに該当するPHRを正確かつ最新の内容に保つとともに、利用

する必要がなくなったときは、当該PHRを遅滞なく消去するよう努めるものとする（個人

情報保護法 22 条）。その際には、データを単に削除するだけでは第三者へ漏洩し悪用され

る可能性があることから、復元不可能な手段で削除することが望ましい。復元不可能な削

除方式については、総務省「地方公共団体における情報セキュリティポリシーに関するガ

イドライン」等を参照いただきたい。 

なお、消去とは当該データを個人データとして使えなくすることであり、当該データを

削除することのほか、当該データから特定の個人を識別できないようにすること等が含ま



れる（通則GL3-4-1）。 

 

② 個人情報に係る規定の整備 

PHR サービス提供者は、PHR の安全管理に係る基本方針として、以下の事項を運用管

理規程に含めることが望ましい。 

¶ 本ガイドライン、国の PHR 指針及び医療情報を取り扱う情報システム・サービス

の提供事業者における安全管理ガイドラインの遵守 

¶ 個人情報保護法やその他最新の関連法令等の遵守 

¶ 個人情報に関して他の情報と区別した適切な管理 

¶ 情報セキュリティに関する基本方針等の情報セキュリティポリシーの策定と公開 

¶ 情報セキュリティポリシーの遵守を担保する組織体制の構築 

 

③ 委託契約の締結 

委託契約には、当該個人データの取扱いに関する、必要かつ適切な安全管理措置として、

委託元、委託先双方が同意した内容とともに、委託先における委託された個人データの取

扱状況を委託元が合理的に把握することを盛り込むことが望ましい（通則GL3-4-4）。また、

PHR サービス提供者と委託先は、障害が生じた場合等の責任分担について、契約で規定す

ることが望ましい。 

 

④ 定期的な情報セキュリティ対策の見直し 

PHR サービス提供者は、情報保護に関する技術が日々進歩していることを踏まえ、定期

的に情報セキュリティ対策を見直して改善することが望ましい。なお適切なクラウドサー

ビスを利用することで、クラウドサービス側にて最新の情報セキュリティ対策を実施する

など、見直しによりコストが低減することも期待される。 

 

 

（５）本人の心身の安全と権利確保 

考え方 

PHR サービス提供者は、PHR サービスを提供するに当たって、本人の心身の安全や権

利を確保するために、提供するPHRサービスの内容に応じ提供が必要と考えられる人に対

し必要な情報を正しく理解できるよう提供することが求められる。加えて、管理する PHR

の適切な利用範囲の設定や法定代理人等による同意が必要なケースにおいてそれを促すよ

うサービス設計を行う等の配慮も必要である。 

また、事理弁識能力や意思能力に制限がある本人の情報を処理しようとするときは、要



配慮個人情報の取得や個人データの第三者提供における本人の同意や本人に対する通知等

の在り方について、慎重に検討する必要がある。 

 

 

 

事例１ 健康経営・産業保健等の取組において健康にかかる個人情報を取り扱う場合 

個人情報自体の雇用主体における処理根拠が労働安全衛生や保健事業との関係ですで

に存在する場合であっても、実際の取扱者の範囲や共有される情報の最小限度性には注

意を払う必要がある。 

例えば、ある労働者について健康リスクが検知され、労務管理上の介入が推奨される

場合であっても、対象者の上長その他の同僚が自身の機微な健康にかかる個人情報に接

することへの心理的な不快感や恐怖感には十分に配慮し、産業医その他の専門職以外の

関係者へ介入に必要な情報を提示する際は、労務管理上で必要最小限の範囲の情報の提

示にとどめるなどの配慮が必要である。   

 

事例２ 利用者が事理弁識能力や意思能力に制限がある場合 

① 法定代理人等の関与 

現行法上、原則として本人同意の取得が必要とされている場面（目的外利用（個

人情報保護法１８条２項）、要配慮個人情報の取得（同法２０条２項）、個人データ

の第三者提供（同法２７条１項、２８条１項）、個人関連情報の第三者提供（同法３

１条１項）など）において、法定代理人等の同意を取得することが考えられる。 

また、本人に対する通知等が必要となる場面（利用目的の通知（同法２１条１

項）、本人から直接書面に記載された個人情報を取得する場合における利用目的の明

示（同条２項）、漏えい等に関する本人への通知（同法２６条２項）など）において

も、法定代理人等に対して情報提供することが考えられる。 

 

② 利用停止等請求権の拡張 

現行法上、利用停止等請求権を行使できる場面は、保有個人データについて違法

行為があった場合等限定的であるが、例えば、こどもの要保護性を踏まえると、こ

どもを本人とする保有個人データについては、他の保有個人データ以上に柔軟に事

後的な利用停止を認めることについて検討することが考えられる。具体的には、本

人が成人した時点での同意等の撤回の機会の付与があり得る。 

ただし、取得について法定代理人等の同意を得ている場合等、一定の場合におい

てはその例外とすることも考えられる。 

 

③ 安全管理措置義務の強化 

こどもや認知症の人の個人データについては、「安全」を守る等の観点から、特に



取扱いに注意が必要であり、組織的、人的、物理的及び技術的という多角的な観点

からリスクを検討し、必要かつ適切な安全管理措置を講ずる必要がある。 

もっとも、要配慮個人情報を中心とした機微な個人情報を取り扱う PHR サービス

においては、その要保護性についてこどもや認知症の人とそれ以外に大きな違いが

生ずるものではないことから、サービス全体の安全管理措置が要配慮個人情報の保

護として合理的に期待される水準であるときは、必ずしもこどもや認知症の人の個

人データに対する安全管理措置を加重する必要はないと考えられる。  

 



（６）リコメンドの方法（有効性・安全性の確保） 

考え方 

PHR サービスにおけるリコメンドとは、スマートフォン等のアプリケーションを介して、

記録管理された個人の保健医療情報に基づいて、生活習慣改善等に向けた推奨を行うこと

である。  

医行為が誤って提供されると、有効でないばかりか、健康を害する危険もある。医師法

17 条は、「医師でなければ、医業をなしてはならない」と定めている。「医業」とは、医行

為を、反復継続する意思をもって行うことであると解されており、医師でないPHRサービ

ス提供者が医業をなした場合には違法となる。また、保健師助産師看護師法に基づき、看

護師でない者は傷病者若しくはじよく婦に対する療養上の世話又は診療の補助を行うこと

を業としてはならないとされている（保健師助産師看護師法 31 条、5 条）。そのため、

PHR サービスを提供する際には、それが医行為や診療の補助に該当しないよう注意する必

要がある。 

医行為や診療の補助の具体例としては、「利用者の身体機能やバイタルデータ等に基づ

き、個別の疾病であるとの診断を行うことや治療法の決定等を行うこと」や「傷病や障害

を有する者に対し、傷病の治療のような医学的判断及び技術を伴う運動／栄養指導サービ

スを行うこと」が挙げられる（厚生労働省、経済産業省「健康寿命延伸産業分野における

新事業活動のガイドライン」2頁）。 

医師以外の者は、診断を行うことはできないため、検査（測定）後のサービス提供につ

いては、検査（測定）結果の事実や検査（測定）項目の一般的な基準値を通知することに

留めなければならない。また、検査（測定）項目が基準値内にあることをもって、利用者

が健康な状態であることを断定することは行ってはならない（厚生労働省、経済産業省

「健康寿命延伸産業分野における新事業活動のガイドライン」、5頁）。 

PHR サービス提供者は、医師が PHR サービス提供者による運動や栄養指導サービスの提

供を受けても問題ないと判断した者に対し、自ら診断等の医学的判断を行わず、医師が利

用者の身体機能やバイタルデータ等に基づき診断し、発出した運動や栄養に関する指導・

助言に従い、医学的判断及び技術が伴わない範囲内で運動や栄養指導に関するサービスを

提供できる（厚生労働省、経済産業省「健康寿命延伸産業分野における新事業活動のガイ

ドライン」、2 頁。）。なお、PHR サービスは、運動や栄養指導に関するものに限定されな

い。また、①遠隔医療のうち、医師又は医師以外の者－相談者間において、情報通信機器

を活用して得られた情報のやりとりを行うが、一般的な医学的な情報の提供や、一般的な

受診勧奨に留まり、相談者の個別的な状態を踏まえた疾患のり患可能性の提示・診断等の

医学的判断を伴わない行為、②社会通念上明らかに医療機関を受診するほどではない症状

の者に対する経過観察や非受診の指示、及び③患者の個別的な状態に応じた医学的な判断

を伴わない一般的な受診勧奨については、遠隔健康医療相談として医師以外の者が行うこ



とができると解されている（厚生労働省「オンライン診療の適切な実施に関する指針」、5-

6 頁）。この点、遠隔健康医療相談の該当性について、厚生労働省の「『オンライン診療の

適切な実施に関する指針』に関するＱ＆Ａ」のQA25では、①及び②の点について、「あら

かじめ医師の監修の下で策定されたマニュアル等に従い、年齢、性別、身長・体重（BMI）

といった相談者の属性や症状（発症時期、痛みの程度等）を踏まえ、一般的に可能性があ

ると考えられる疾病についての情報提供や、採血や血圧等の検査（測定）項目に係る一般

的な基準値についての情報を提供することが可能です。また、医学的判断を要さずに社会

通念上明らかに医療機関を受診するほどではないと認められる症状の者に対して経過観察

や非受診の指示を行うこと、患者の個別的な状態に応じた医学的な判断を伴わない一般的

な受診勧奨を行うことが可能です。」と説明されている。加えて、当該QA25は、遠隔健康

医療相談として医師以外も可能な行為の具体例について、以下のとおり説明している。 

 

【具体例】 

（１）腰痛の相談に対し、 

① あらかじめ医師の監修の下で策定されたマニュアル等に従い、重篤な疾病を疑うべ

き患者の属性（高齢者等。以下同じ。）や症状等（発熱、脱力等。以下同じ。）がな

いかを確認し、発熱と両足に力が入らないと説明する患者に対して、「一般に、腰

痛の場合、原因が明らかではない腰痛も多いのですが、発熱と両足の脱力といった

神経症状を伴うような腰痛の場合には、感染を伴った腰痛である可能性もありま

す。」と伝える行為 → 遠隔健康医療相談（医師以外も可能） 

② あらかじめ医師の監修の下で策定されたマニュアル等に従い、重篤な疾病を疑うべ

き患者の属性や症状等がないかを確認し、発熱と両足に力が入らないと説明する患

者に対して、①を伝えた上で、「一般に、こういった感染を伴った腰痛である可能

性がある場合は、早期に医療機関に受診することをおすすめします。」と伝える行

為 → 遠隔健康医療相談（医師以外も可能） 

③ あらかじめ医師の監修の下で策定されたマニュアル等に従い、重篤な疾病を疑うべ

き患者の属性や症状等がないかを確認し、そのような症状等はなく、もともと腰痛

持ちであり、歩行は可能であると説明する患者に対して、「かかりつけの整形外科

にかかることをおすすめしますが、受診までに湿布や解熱鎮痛剤を使用して様子を

みることも考えられます。なお、湿布や解熱鎮痛剤の使用に際しては薬剤師・登録

販売者の指示や注意事項等をよく聞いて使用してください。」と伝える行為 → 遠隔

健康医療相談（医師以外も可能） 

④ 数日前に軽い作業後に腰痛があったが、既に痛みが収まって数日経ち、重篤な疾病

を疑うべき属性や症状等がなく、既往歴やその他の異常がない患者に対して、経過

観察の指示をすること → 遠隔健康医療相談（医師以外も可能） 

⑤ 「あなたは骨折です。」や「あなたは椎間板ヘルニアの可能性があります。」と判断

して伝える行為 → 診断（遠隔健康医療相談では実施できない） 



 

（２）高血圧の相談に対し、 

① 「日本高血圧学会の診断基準では収縮期血圧が 140mmHg 以上、または拡張期血圧

が 90mmHg 以上の場合を高血圧としています。」と伝える行為 → 遠隔健康医療相

談（医師以外も可能） 

② ①を伝えた上で、「高血圧が気になる場合には、まずは循環器内科等の内科を受診

してください。」と伝える行為 → 遠隔健康医療相談（医師以外も可能） 

③ 日本高血圧学会の診断基準に照らし高血圧に該当せず、その他の異常がない患者に

対して、経過観察の指示をすること → 遠隔健康医療相談（医師以外も可能） 

④ 「あなたは高血圧症です。」と判断して伝える行為 → 診断（遠隔健康医療相談では

実施できない） 

 

PHR サービスの第一義的な目的は利用者の健康増進であり、PHR を蓄積・可視化する

ことや、それらをもとに実施されるリコメンドが、「利用者の心身の健康を改善するもの

であること」「安全なものであること」が求められる。PHR サービスの適切な普及推進に

おいて、「PHR サービスの拡大」とリコメンド機能の安全性・有効性確認のための「医療

との連携」の両立が大切となる。そのためには、「安全性を確保できる仕組み」や「医療

者との連携が必要な範囲」を提示することが重要である。 

PHR サービスにおけるリコメンド機能の提供に当たっては、医療機器はもとより、非医

療機器である場合においても、リコメンド機能の裏付けとなった科学的なエビデンスの提

示や、医学的な監修の取得などにより、有効性・安全性の確保に努めるべきである。17 

また、関係法令等を遵守した上で、エビデンス等に基づいた安全性や効果を提示するが、

サービスの利用者より、その安全性や効果の根拠となるエビデンス等を問われた場合は開

示し、その際には、提供するサービスの安全性や効果における妥当性を分かりやすく利用

者へ示すとともに、情報源（一次情報、二次情報）、対象者（属性、人数）、測定方法（実

施時期やデータ取得、分析方法等）等を明確に示すことで、安全性や効果の信頼性を確保

することが望ましい。また、エビデンスは、関係する法令や規格等の変更、ヘルスケアサ

ービスの安全性や効果の根拠となる新たなデータ、研究成果の公表等に応じて、随時見直

しを行っていくことが望まれる。 

サービス提供時点で十分なエビデンスを認めないものは、エビデンスが十分でない等の

表示や他の根拠表現をし、データを蓄積し、有効性、安全性の検証に努めることが望まし

い。なお、プログラム医療機器は、承認取得にエビデンスが必須である。加えて、事業者

が自己の供給する役務の取引について、その品質、規格その他の内容について、一般消費

者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示す表示又は事実に相違して当該事業者

 
17 リコメンドについて「医療・健康分野における行動変容を促す医療機器プログラムに関する開発ガイドライン２０２３（手引き）」

https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/report_iryou_fukushi.html  が参考となる。 

https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/report_iryou_fukushi.html


と同種若しくは類似の役務を供給している他の事業者に係るものよりも著しく優良である

と示す表示は、「不当表示」に該当するものとして禁止されていることに留意する必要が

ある（不当景品類及び不当表示防止法 5条）。これ以外にも、不正競争防止法の誤認惹起行

為（不正競争防止法 2条 1項 20号）、薬機法上の虚偽誇大広告の禁止（薬機法 66条 1項）

や承認前の医療機器の広告の禁止（同法 68条）等の表示に関する規制が PHR サービスに

ついての表示に関係し得る。 

PHR を用いて国民・社会の適切な健康増進を促すためには、リコメンド機能利用時におい

ても、必要に応じて医療が活用されることも大切である。利用者がすでに医療機関を受診

している場合は、医療者（かかりつけ医等）に相談の上での利用を推奨すべきである。多

種多様な PHR サービスが創出される中で、PHR に関する情報が過多となり、適切な PHR

サービスの選択の妨げになる場合が想定される。そのため、個人にとって望ましいリコメ

ンド機能の選択に際して、必要に応じて医療者（かかりつけ医・歯科医・コメディカル等）

のアドバイスを受けながら選択することを促すことも触れておくとよい。また、リコメン

ド機能利用時に有害事象が起こるリスクを考慮して、必要に応じて受診を促すことが望ま

しい。 

 

＜リコメンドに対する医師への相談を促す際の表示例＞ 

¶ あなたが医療機関を受診している場合は、本サービスからのアドバイスについて主

治医に一度、相談してみましょう。あなたが医療機関を受診していない場合でも、

本サービスからのアドバイスについては、一度医師（かかりつけ医等）にその内容

を確認してもらうため、受診することをお勧めします。 

 

＜一般的なリコメンドの例＞ 

¶ 本サービスからのアドバイスについて、体調で気になることがありましたら、医療

機関の受診や定期的な精密検査の受診をしてください。 

 

＜一般的な通知機能の例＞ 

¶ 本サービスからのアドバイスは、〇〇のデータ及び△△の基準に基づくものです。

今後の研究によりアドバイスが修正されることがありますので、あらかじめご了承

ください。 

 

医療者側が個々の PHR サービスに対する理解を深めるために、PHR サービス提供者は、

医療者に情報共有をすることも検討すべきである。 

なお、リコメンド機能の目的が、疾病の診断・治療・予防に使用されること、又は人の

身体の構造や機能に影響を及ぼすことである場合は、PHR を扱うプログラムが薬機法上の

医療機器（一部の疾病診断用プログラム、一部の疾病治療用プログラム及び一部の疾病予



防用プログラム）に該当する可能性がある（薬機法 2条 4項、同法施行令 1条、別表第1、

厚生労働省「プログラムの医療機器該当性に関するガイドライン」）。PHR を扱うプログラ

ムが医療機器に該当する場合には、薬機法の規定を遵守する必要がある。例えば、プログ

ラム医療機器の製造販売については厚生労働省による製造販売承認又は第三者機関による

製造販売認証を得なければならない。具体的なプログラムの医療機器の該当性やプログラ

ムの医療機器の取扱いについては、厚生労働省「プログラムの医療機器該当性に関するガ

イドライン」及び薬食機参発 1121第 33号、薬食安発 1121第 1 号、薬食監麻発 1121第

29号「医療機器プログラムの取扱いについて」をご参照いただきたい。 

 

最低限遵守する事項 

¶ PHRサービスを提供する際には、それが医行為や診療の補助に該当しないよう注意す

る必要がある（医行為や診療の補助の具体例は、V.1.（５）リコメンドの方法（有効

性・安全性の確保）を参照のこと）。 

¶ PHRサービスに関する表示については、不当景品類及び不当表示防止法 5条の不当表

示の禁止及び薬機法の広告規制等、各種の法令を遵守する必要がある。 

¶ PHR サービスを提供するに当たって、PHR を扱うプログラムを開発・利用する際に

は、場合によっては当該プログラムが医療機器に該当し得ること、一部の医療機器に

ついては製造業の登録や製造販売業に許可が必要となることから（同法 23条の 2第 1

項、23 条の 2 第 3 項）、当該プログラムの開発前に当該プログラムが医療機器に該当

するか否か検討する必要がある。そして、当該プログラムが医療機器に該当する場合

には、薬機法上の規定を遵守する必要がある。 

 

推奨される事項 

¶ リコメンド機能の提供に際しては、関連学会等によるエビデンスがあるものを提供す

る。最低限の基準がある項目については、リコメンド機能の質の担保のためにも、そ

の基準を満たしたリコメンドを提供することが望ましい（例：特定保健用食品等）。 

¶ リコメンド機能の提供に当たっては、医療者等の監修を受けるなどして、有効性・安

全性の確保に努める。有効性、安全性のエビデンスが十分でない場合には、データを

蓄積し、有効性、安全性の検証に努めることが望ましい。 

¶ リコメンドサービスに対するリスクマネジメントシステム（PDCA サイクルの設定や

体制）を確立することが望ましい。 

¶ リコメンドサービスのための組織体制や責任等に言及した情報を開示することが望ま

しい。 

¶ リコメンドサービスのプロセスやリソース、指導内容の根拠を提示すること、及び、



リコメンドサービスに対する定期的レビューを行うことが望ましい。 

 

＜望ましい例＞ 

・ 糖尿病など基礎疾患を有するものに対し、運動や栄養の指導に関するリコメンドを提

供する場合は、事前にかかりつけ医等に相談することを利用規約に明記しておくこと。 

 

＜不適切な例＞ 

・ 病気や障害のある人に対して、診断等の医学的判断を行うアプリを開発し、医療機器

認定を受けることなくサービスを提供すること。 

・ 病気や障害のある人に対して、医師以外が、医学的判断及び技術を伴う内容について

リコメンドサービスを提供すること。 

・ 科学的なエビデンスや医学的な監修が十分でないまま、画一的に激しい運動について

リコメンドを提供すること。 

【PHR を活用したサービスの具体的な事例】 

 

事例 1 個人が健康増進に向けて活用するケース 

スマートフォンアプリやウェアラブル端末等から自動的に記録される歩数や活動量等

の情報から、健康増進に向けたリコメンドサービス（運動、食事、睡眠等）を提供す

る。 

【解説】昨今、ICT の普及に伴い、歩数、体重などに加え、血圧や睡眠等、健康に関

わる様々な情報が自宅等において測定可能となり、ライフログに基づいた運動や食事、

睡眠等の生活習慣改善に繋がるリコメンド機能の普及が期待される。一方で、こうした

データに基づくリコメンドの有効性が十分に証明されていないものや、データの精度が

明らかでないものも多い。リコメンド機能の提供に当たっては、医療機器はもとより、

非医療機器である場合においても、リコメンド機能の裏付けとなった科学的なエビデン

スの提示や、「医療者等の監修を受ける」「根拠のある文献を参照にする」など有効性・

安全性の確保に努めるべきである。サービス提供時点で十分なエビデンスを認めないも

のは、エビデンスが十分でない等の表現や他の根拠表現をし、データを蓄積し、有効

性・安全性の検証に努めることが望ましい。なお、プログラム医療機器は、製造販売承

認取得にエビデンスが必須である。 

事例 2 生活習慣病患者の生活習慣改善を支援するケース 

日々の歩数をはじめとした運動、食事などの生活習慣と体重、血圧、血糖などを自身



 

 

で記録し、そのデータを元にした運動や食事内容のリコメンドを行う。 

【解説】昨今、歩数・体重などに加え、血圧や血糖値等の生活習慣病の指標も自宅等

において、自身で測定可能な環境が整ってきた。生活習慣病患者に対し、日々の歩数・

体重・食事、血圧・血糖等のデータに基づいた運動や食事等についてのリコメンドは生

活習慣改善に繋がる PHR サービスとして期待される。糖尿病などの生活習慣病を有す

る場合は、安全性・有効性の観点からかかりつけ医等に相談しながらサービスを利用す

ることが望ましい。ただし、PHR サービスが医行為や診療の補助に該当する場合は、医

療として医師が行い、又は医師の指導の下で行う必要がある。 

 

目的や利用者の状態に合わせた（パーソナライズした）リコメンドを提供できるサー

ビスの創出も求められている。疾患の有無を含めて PHR サービス利用者は多様な背景

を持つことを考慮し、例えば、画一的に激しい運動が推奨されることにより、結果とし

て病気の悪化や怪我のリスクを高めてしまう等、個人の健康が損なわれることがないよ

う留意すべきである。 

糖尿病の管理等の治療を目的として、公的な医療保険を適用してリコメンドサービス

を提供する場合には、薬事承認を取得し医療機器認定されているアプリを使用する必要

がある。医師が医療機器認定を受けたアプリを用いて行う場合を除き、リコメンドサー

ビスが医行為に該当しないよう留意する。 

事例 3 禁煙指導に活用するケース 

禁煙外来に通院しながら、保険適用となった禁煙治療用アプリを使用できるようにな

った。また、一般的な禁煙サポートアプリを個人として使用することも可能である。 

【解説】禁煙外来の指導は医行為であり、医師によって行われる。当該指導を公的な

医療保険を適用して提供する場合には、薬事承認を取得し医療機器認定されているアプ

リを使用する必要がある。それ以外の禁煙にむけた工夫やモチベーション向上に関する

ことについては、医療機器認定されていないアプリによるライフログを活用した PHR

サービスを使用することが可能である。 

事例 4 災害時における治療内容の確認や治療継続の支援に活用するケース 

災害時に内服薬がなくなってしまった場合、PHRを参照することで、救護所やかかりつ

けでない医療機関でも迅速かつ正確に処方を確認し、治療の継続が可能となる。 

【解説】災害時の治療内容の確認と継続支援は PHR のメリットの一つである。緊急時

に最低限の本人確認が実施される条件で事前の説明と同意があれば、必要な保健医療情

報（アレルギー、内服薬、既往歴等）を確認することができ、本人の利益につながる医



 

 

事例 6 職場（産業保健領域）で活用するケース 

従業員の健康診断結果やメンタルヘルス情報（ストレスチェック等）を本人の同意の

下で PHR として活用することで、本人の健康増進、生活習慣病の改善に繋がるほか、

産業医が復職判定や就業措置を行う際等にも活用することができる。 

【解説】職場での健康情報も PHR として活用が可能である。ただし、PHR としての

活用は本人の意思のもとで本人の健康増進や職場の環境改善のために行われることが前

提であり、その情報の扱いは慎重に行う必要がある。 

原則として、職場における健康情報の保存責任者は事業者（契約関係のある事業主及

び健診実施機関等）であり、産業医や産業保健師が責任を持って管理をしなければなら

ず、健診結果等が直接の上司などの第三者に閲覧可能な状態で渡されるようなことがあ

ってはならない。状況に応じて衛生管理者をはじめとする他の産業保健スタッフが健康

情報を取扱う場合があるが、この場合、関係する全ての人々に守秘義務があることを認

識させるべきである。このことは事業者の責務である。また、当該事業者は、その事業

場における心身の状態の情報の適正な取扱いのための規程を策定する必要がある（平成

30年 9 月 7 日労働者の心身の状態に関する情報の適正な取扱い指針公示第 1 号）。事業

療を提供することができる。 

なお、人の生命、身体の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得ること

が困難であるときには、本人の同意がなくとも個人データの第三者提供は認められる

（個人情報保護法 27条 1項 2号）。しかし、このような個人情報保護法上の例外に該当

するか判断に迷う状況も想定されることから、あらかじめ、災害時の情報提供先（救急

隊員、医療機関、DMAT 隊員等）や提供する情報の内容等について検討し、具体的に

「説明と同意」を得ておくことが望ましい。 

事例 5 救急時における治療内容の確認や医療者への情報提供に活用するケース 

救急搬送時や救急医療機関へ受診した際、救急隊員や搬送を受け入れた医療者が PHR

を確認し、普段のバイタルサイン（血中酸素飽和度、心拍数、血圧、体温など）、既往

歴、内服薬、血糖値などを把握することができれば、救急医療の質の向上に繋がり、患

者へのメリットとなる。在宅用の医療機器等を普段から使用している場合、その設定も

医療者が確認することができる可能性がある。 

【解説】救急時は意識がない状態で搬送されることもあるなど本人との意思疎通が難

しい場合も多く、また個人情報保護法上の例外に該当するか判断に迷う状況も想定され

るため、閲覧権限等は事前に「説明と同意」を得ておくことが望ましい。参照可能なデ

ータの範囲を事前に本人が指定できるようにしておくことも必要である。 



場に送られてくる全ての従業員の健康管理情報は、産業医がいる事業場においてはまず

産業医に届くようにすべきであり、本人の上司や人事・労務担当者が直接受け取るシス

テムになっている場合は、これを抜本的に改善しなければならない。 

 

事例 7 睡眠改善に活用するケース 

睡眠に関するデータはアンケートなどの個人記録によるものや、ウェアラブルセンサー

等によるライフログとして記録されるものがある。それらのデータを基にした PHR サ

ービス提供者からのリコメンドによって自ら睡眠習慣の改善を試みたり、産業医と勤務

時間や就業形態などの相談を行なったりできるようにしてもよい。また、睡眠時無呼吸

症候群などが疑われるデータの場合、医師による診断や早期治療に繋げるために、医行

為に該当しない範囲で受診を勧めてもよい。 

【解説】ライフログデータを活用した PHR サービスによって改善が期待されるもの

の一つに睡眠がある。睡眠パターンなどの記録から、入眠時刻、起床時刻に加えて、入

眠前の食事・アルコール摂取や運動等の生活習慣についてのリコメンドがあってもよ

い。ただし、睡眠障害に対する内服治療が求められる場合や、睡眠時無呼吸症候群の診

断が求められる場合は受診を促すにとどめ、診断を含む医行為を行ってはならない。 

 

事例 8 内服薬の管理や服薬支援に活用するケース 

PHR に本人の薬剤情報（処方薬、アレルギー歴など）を記録することで、内服薬の重

複や併用禁忌がないかをチェックし、フィードバックすることができる。また、内服記

録を行うことで、手持ちの内服薬の残量も把握でき、服薬支援や処方薬の調整を行いや

すくなる。 

【解説】PHR に本人の薬剤情報が記録されることで、医師、薬剤師、看護師が本人に

合わせた処方や服薬指導ができるようになる。他の医療機関に受診・入院する際も、処

方内容が把握しやすいため、医療の継続性が担保されるほか、無駄な処方を減らすこと

ができる。そのためには、参照する薬剤データや参照方法は標準化されている必要があ

る。 

 

事例 9 地域包括ケアで活用するケース 

PHR によって本人の日々の状態（体重、食事、排便、体温、血圧等）を記録し、本

人・家族が承認した範囲でかかりつけ医、訪問看護ステーション、介護施設の担当者等

が参照することができるようにすることで、多職種で共有が必要な情報を見逃さないよ

うなサービスが提供されてもよい。 

【解説】ライフログや PHR は本人あるいは法定代理人等の同意のもと、関係者間で



閲覧されてもよい。ただし、原則として、個人データを第三者に提供してはならないた

め、あらかじめ書面で「閲覧する対象者及び内容」について具体的に説明し、同意を得

ておく必要がある。 

 

事例 10 母子保健で活用するケース 

産後のサポートを行うアプリ等を活用し、産後うつなどの症状が見られた場合に、医

行為に該当しない範囲で地域のサポートを得るようにリコメンドを行っても良い。ま

た、本人（未成年者、成年被後見人、被保佐人及び被補助人が判断できる能力を有して

いないなどの場合は、親権者等）の同意が得られていれば、行政と連携して、早期の支

援に繋げてもよいだろう。 

【解説】出産前の妊婦検診の結果、出産後の新生児／乳児の発達や母の状態（身体

的、精神的な指標）を医療機関や行政（母子保健部門）と共有し、必要な支援が提供さ

れるような取り組みである。乳幼児健診の結果が PHR に反映されるとともに、養育者

によってこどもの身体発育や運動発達、精神発達などの指標を記録していくことで、適

切な支援（養育サポートや子育て支援、事故予防）を受けられるようにリコメンドをし

てもよい。 

 

事例 11 ワクチン接種において活用するケース 

かかりつけ医等が提供するワクチンスケジューラーで予約をすると、「問診も PHR 上

の過去の記録から転載された上で予約され、ワクチンが予約状況に従って納入され

る」、「接種当日は、接種記録が PHR に反映されるとともに、定期接種のワクチンであ

れば実施記録が行政へも報告される」といったサービスも有用と思われる。 

【解説】ワクチン接種は、個人のライフステージに合わせて管理されるべきものであ

り、かつ、接種履歴や副反応の管理など正確な接種情報を行政や医療機関等と共有する

ことが求められるため、PHR サービスの活用が期待される分野の一つである。医療と物

流、行政が連動するようなシステムが構築されてもよい。ワクチンスケジューラーのよ

うに予定をリコメンドする機能とともに、PHR として接種記録（Lot 番号を含む。）が

保存されてもよい。新興感染症のパンデミック対策としても活用が期待される。小児

期・学童期のワクチン接種歴を大学入学時や成人後に確認するに当たっても PHR サー

ビスの活用が有効である。 

 

事例 12  PHRサービスの利活用を支援するケース 

PHR サービス提供者が利用者に対してマイナポータルからデータを入手して日々の健康

増進に役立てることを促したり、健康情報を収集・活用することを助言したりするサー



ビスを提供する。 

【解説】PHR サービスとして活用できるデータが数多く存在し、今後も増加すると思わ

れるが、十分に活用しきれていないのが現状である。利用者が活用できるデータの存在

を提示し、その活用のためのデータ出力の仕方を助言する等のサービスが提供されても

よい。同時に、そのデータを活用することによって得られる利用者のメリットや活用時

の留意点を提示することも望ましい。 

 

事例 13 日常の環境・生活に関係する情報を健康増進に活用するケース 

行動歴・購買歴・その他の情報（環境、気温、天気等）を含めた日常の生活情報を、

PHR として個人の健康管理・増進に活用するサービスを提供する。 

【解説】スマートフォンやウェアラブル端末の普及により、日常の生活情報（行動履

歴・旅行歴・購買情報等）や気温・天気を含む環境情報等を用いて、個人の健康管理・

増進に向けたリコメンドを行うサービスの提供が想定される。日常の生活情報を活用す

ることで、より個々に最適化されたリコメンドが提供できる可能性があり、さらに新た

な医学的エビデンスの創出が期待される。一方で、生活や環境に関する情報には、思想

や信仰などの利用者の信条に関わる要配慮個人情報が含まれる可能性があるため、「個

人情報」と「プライバシー」の保護に十分に留意したサービスとされるべきである。 

 

事例 14 COVID19 等の新興感染症対策としての健康観察での活用ケース 

COVID -19 等の新興感染症対策として、自宅で熱や呼吸器症状・倦怠感等の健康状況

を記録し、保護者や保健所職員その他の健康管理者と情報共有するサービスを提供す

る。 

【解説】COVID -19 のクラスター対策のような感染症対策においては、自宅やホテル

等の病院外での健康観察の効率的な仕組みの構築が重要な課題である。感染症対策での

観察項目は日常の健康観察の延長線上にある。PHR に感染症特有の観察項目を収集でき

るように拡張することで、効率的に感染症に関する病院外での健康観察を実施できる。

保健所が実施する積極的疫学調査への協力のみならず、感染症の早期発見や自発的な自

宅隔離により、感染蔓延防止に寄与することが可能となる。データの第三者提供を伴う

場合は、同意取得と個人情報保護に十分に留意したサービスとする必要がある。 

 

（７）他の事業者・第三者へのデータ提供 

考え方 

 １（１）で論じたように、個人データの第三者提供を行うためには、原則として、事前



に本人の同意を取得する必要がある（個人情報保護法 27 条１項）。しかしながら、以下の

場合には、例外的に本人の同意のない個人データの第三者提供が認められる（同項各号）。 

 

一 法令に基づく場合 

二 人の生命、身体又は財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を

得ることが困難であるとき。 

三 公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であっ

て、本人の同意を得ることが困難であるとき。 

四 国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂

行することに対して協力する必要がある場合であって、本人の同意を得ることにより

当該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき。 

五 当該個人情報取扱事業者が学術研究機関等である場合であって、当該個人データ

の提供が学術研究の成果の公表又は教授のためやむを得ないとき（個人の権利利益を

不当に侵害するおそれがある場合を除く。）。 

六 当該個人情報取扱事業者が学術研究機関等である場合であって、当該個人データ

を学術研究目的で提供する必要があるとき（当該個人データを提供する目的の一部が

学術研究目的である場合を含み、個人の権利利益を不当に侵害するおそれがある場合

を除く。）（当該個人情報取扱事業者と当該第三者が共同して学術研究を行う場合に限

る。）。 

七 当該第三者が学術研究機関等である場合であって、当該第三者が当該個人データ

を学術研究目的で取り扱う必要があるとき（当該個人データを取り扱う目的の一部が

学術研究目的である場合を含み、個人の権利利益を不当に侵害するおそれがある場合

を除く。）。 

 

 

また、以下の場合には、「第三者」への個人データの提供に該当しない（同法 27条 5項）。 

 

一 個人情報取扱事業者が利用目的の達成に必要な範囲内において個人データの取扱

いの全部又は一部を委託することに伴って当該個人データが提供される場合 

二 合併その他の事由による事業の承継に伴って個人データが提供される場合 

三 特定の者との間で共同して利用される個人データが当該特定の者に提供される場

合であって、その旨並びに共同して利用される個人データの項目、共同して利用する

者の範囲、利用する者の利用目的及び当該個人データの管理について責任を有する者

の氏名又は名称について、あらかじめ、本人に通知し、又は本人が容易に知り得る状

態に置いているとき 

 

それ以外にも、個人データの第三者提供については、①確認・記録義務が存在すること



及び②第三者提供停止の請求の制度があることに留意する必要がある。 

自らデータは収集せずに、既に収集されたデータの提供（データ複製の発生を認める。）

や預託（データ複製の発生を認めない。）を受けて、そのデータに付加価値をつけて利用

者に提供する PHR サービスも考えられる。その際、PHR サービス利用者がより自身のデ

ータを活用しやすくなるよう、データ流通についてオープンプラットフォーム化されるこ

とが望ましい。データの授受にあたり一定の対価が発生することも考えられるが、PGD の

考え方に則り、高額な対価によって個人の意思によるデータの流通が阻害されることのな

いように留意する必要がある。なお、外国にある第三者に個人データを提供する場合に本

人に事前説明すべき参考情報の内容、その他必要な措置については取扱いが細かく分かれ

ており、外国にある第三者に個人データを提供する場合には、個人情報の保護に関する法

律についてのガイドライン（外国にある第三者への提供編）を参照すること。 

 

最低限遵守する事項 

【個人情報の第三者提供】 

① 同意の取得 

1（１）で述べたように、個人情報取扱事業者に該当する PHR サービス提供者は、原則

として、個人情報の第三者提供を行う前に本人の同意を取得する必要がある。なお、同

意の取得方法等、具体的な内容については 1（１）を参照されたい。 

 

② 確認・記録義務 

PHR サービス提供者が個人情報取扱事業者に該当する場合は、個人情報の第三者提供に

当たって、個人情報保護法及び個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン（第

三者提供時の確認・記録義務編）を遵守する必要がある。 

例えば、個人データの提供者は、提供年月日・受領者の氏名等を記録し、それを一定期

間保存する義務を有する（個人情報保護法 29 条）。また、受領者は、原則として、提供者

の氏名、取得経緯等を確認し、提供を受けた年月日・確認に係る事項等を記録し、一定期

間保存する必要がある（同法 30条）。 

なお、国の機関等と個人データの授受を行う場合には確認、記録義務は課されない（同

法 29条 1項、16条 2項各号）。上記のとおり、個人情報取扱事業者が、個人データを第三

者に提供したときは、基本的に記録を作成しなければならないが、個人情報取扱事業者が

本人からの委託等に基づき当該本人の個人データを第三者提供する場合は、当該個人情報

取扱事業者は「本人に代わって」個人データの提供をしているものであって、この場合の

第三者提供については、提供者・受領者のいずれに対しても確認・記録義務は適用されな

い（個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン（第三者提供時の確認・記録義



務編）2-2-1-1）。 

 

③ 第三者提供停止の請求 

PHR サービス提供者が個人情報取扱事業者に該当する場合は、個人情報保護法 35 条 3

項に基づき第三者提供停止の請求を受け、その請求に理由があることが判明したときは、

原則として、遅滞なく、当該第三者提供を停止しなければならない（個人情報保護法 35条

4項）。 

 

④ 医療機関に該当する PHR サービス提供者による PHR の提供 

医療機関に該当する PHR サービス提供者18が、第三者提供を含めた個人情報の取扱いを

する際には、対象とするPHRが要配慮個人情報を含む可能性もあることから、個人情報保

護法及び各種ガイドラインに加え、医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱

いのためのガイダンスを参照する必要がある。 

※情報銀行の指針については、情報信託機能の認定に係る指針 Ver3.0を参照のこと 

⑤ 医療分野の研究開発における利活用 

 PHR サービス提供者が改正次世代医療基盤法の適用対象者である医療情報取扱事業者、

認定事業者、利活用者に該当し、本人の医療情報を医療分野の研究開発において利活用す

る場合、改正次世代医療基盤法（医療分野の研究開発に資するための匿名加工医療情報及

び仮名加工医療情報に関する法律）等の、法令によって定められた方法に従って第三者提

供を行う必要がある。 

 

推奨される事項 

・ 匿名加工情報を第三者提供する場合、提供内容を説明しておくこと、提供先など取扱

いを適宜、PHRサービス提供者のWebサイトやパンフレット等で公開すること 

 

 

２．PHR サービス間のデータ連携に関する考え方 

 

本人が生涯にわたり、自身の意思で自身の健康・医療情報を活用して健康増進を実現す

るため PHR を継続して利活用することが期待されている。 

 

 
18 なお、患者等の指示に基づいて医療機関等から医療情報を受領する提供事業者は「医療情報を取り扱う情報システム・サービスの提

供事業者における安全管理ガイドライン」（総務省・経済産業省）の対象となることに留意されたい。 

 



多様な PHR サービスの全てを単一の PHR サービス提供者が提供し得るとは考えにくく、

利用者は様々なPHRサービス提供者が提供するサービスの中から最適なものを組み合わせ

て使用することが想定される。また一方で、PHR サービス提供者がサービス内容の変更や

サービスを終了する場合もある。こうした状況を考慮すると、サービス利用者が、PHR を

自らの意思で、PHR サービス提供者に捕らわれる事無く PHR を保管可能となることが求

められる。 

 

しかし現時点では、PHR サービス提供者ごとに個別に作成し運用されているサービスそ

のものを、組織やビジネスプロセスの壁を越えて連携させることは容易ではない。また

PHRサービスによって取り扱うデータは多岐にわたるため、すべてのデータについてPHR

サービス間の連携を強要することはサービス提供者に過度な負担を強いることになり、現

実的ではない。 

 

これらの背景より、利用者がPHRを有効かつ継続的に活用するために、特に価値が高い

と考えられる項目について、共通性が担保されたデータフォーマットで他のサービスへ移

動・活用できる「データポータビリティ」を確保することが望ましい。 

具体的には利用者が複数 PHR サービスを同時に利用したり、サービス終了時に他の

PHR サービス提供者にて PHR を継続利用したりできるよう、利用者が使用中の PHR サ

ービスから、ある程度の共通性が担保されたデータフォーマットで本人が必要な時に自身

のPHRを出力可能とすることが考えられる。現在、多くの組織・団体が共通フォーマット

でPHRを流通させる取り組みを行っている。特に公的に進められている事例について下記

の表にて紹介する。詳細は、各取り組みの HP 等を参照されたい。 

 

# 事例 項目とデータフォーマット 

1 ・デジタル庁：マイナポータル API Å 健診結果 ：HL7 CDA  

Å 薬剤情報 ：XML  

Å 予防接種歴：独自 JSON 

Å 6情報（アレルギー、感染症、薬剤禁

忌、検査、処方、傷病名）： FHIR・

JLAC10 

2 ・AMED 令和 5・6年度「医療・介護・健康データ利活

用基盤高度化事業（医療高度化に資する PHR データ流

通基盤構築事業）」 

・PHR普及推進協議会：PHR標準データ交換規格 

Å ライフログ５項目（体重、血圧、体

温、酸素飽和度、歩数）：IEEE 

1752(Open mHealth)  

※特定健診/薬剤情報は 1に準ずる 

Å 【メッセージ/コンテナ】 HL7 SPHR 

FHIR Storage 

Å 【ターミノロジー】 JLAC11/LOINC   

3 ・経済産業省 令和 6 年度「医療機関におけるＰＨＲ利 Å 2と同様 



活用推進等に向けた実証調査事業（サービス間のデー

タ連携方式の実装を通じた実証事業」 

4 ・内閣府 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）

「統合型ヘルスケアシステムの構築」 

Å 2と同様の見込み（検討中） 

5 PHR サービス事業協会・PHR 普及推進協議会：患者生

成健康データ（PGHD）に関する実装ガイド「サービ

ス事業者と医療機関（電子カルテ等）の間で円滑なデ

ータ連携を実現するための実装ガイド」 

Å 日常生活で取得される健康関連データ

（約 300項目） 

・生活行動データ（ライフログ） 

 活動（歩数、距離、運動 等） 

 睡眠（睡眠時間、睡眠ステージ 等） 

 食事・栄養 等 

・身体の状態を示すデータ 

 バイタル（心拍、血圧、体温 等） 

 体組成（体重、BMI 等） 

・体調・症状に関するデータ 

 発熱、頭痛、倦怠感 等 

・日常管理に関するデータ 

 血糖、服薬 等 

・測定条件に関する情報 

 体位、時間帯、活動状況 等 

・データ形式：HL7 FHIR  

・データ連携：FHIR API  

  

なお、各 PHR サービスにおける API 仕様をデータフォーマット等も含めて開示するこ

とで、データポータビリティは高まると考えられる。通常、単に API 仕様の開示のみでは

セキュリティ上の問題は発生しにくいことから、積極的に API 仕様を開示することにより、

当該サービスが活用される見込みが大きくなると考えられる。 

 

また、PHR サービスによっては、データの変更・追加・削除が可能なサービスも存在す

るため、データの由来や真正性が確認できる情報や同意取得の範囲に関わる情報をメタデ

ータとして保持すること、エクスポート時にメタデータと合わせて出力することが望まし

い。 

その際、事業者や関連団体との間でのコンセンサスを得ることで、実効性を持つと考え

られる。 

 

PHR サービス提供者は、利用者からの信頼を得るためにも、一定の社会的合意に基づき

サービス利用者の不利益が利益を上回ることのないよう、安全性を担保する必要がある。

また、サービスの安全性について利用者が理解しやすいように情報提供又は開示すること

が望ましい。 

観点としては、個人情報保護法のもと個人情報やプライバシーといった個人の権利を侵害



しないことや、情報が漏洩、悪用されることを抑止する情報セキュリティがある。19 

PHR サービス提供者間でデータ連携する場合、サービス連携する PHR の範囲・状況、

データ提供先、利用目的、PHR サービス提供者の管理・相談体制等などについて、利用者

が理解しやすいように情報提供又は開示することが望ましい。  

 

またPHRサービス提供者が自らのサービス連携先を決める際には、少なくとも、連携先

のPHRサービス提供者のセキュリティレベルを把握していることが必要である。サービス

連携を行うPHRサービス提供者間で取り決められたセキュリティレベルは、利用者に適切

に公開されることや利用者が適切なPHRサービスを選択できるよう、サービス連携の担保

の度合いについて公表したり、第三者による評価が行われたりすることで利用者の信頼を

高める等の努力が期待される。 

 

推奨される事項 

¶ データポータビリティ促進のため、API 仕様を開示すること 

  

 
19 安全性担保に関しては V.1.（４） PHR サービスにおける個人情報の保護・情報セキュリティも参照されたい。 



３．その他 PHR サービスの普及、質の向上に関連する事項 

 

（１）PHR 利活用へのリテラシーの向上  

PHR サービス提供者による安全かつ有効な PHR サービスを支援するために、PHR関連

団体、関連医学系学会や医師会等が、患者の個人情報の取扱いを担う医療機関や医療者及

び PHR サービス提供者の育成に積極的に関わることが望ましい。具体的には、PHR サー

ビス提供者は、医療者や関連する団体・学会等に対して、PHR に関する国内外の動向や利

活用事例、最新の知見を提供する等、PHR 利活用の理解を高めるような取り組みを行うこ

とを心がけるべきである。そのために、PHR や健康に対するリテラシーの向上に向けて、

学校での健康教育や社会啓発を充実させることが求められる。さらに、PHR サービス提供

者は、利用者に対しても、PHR サービスの使い方やセキュリティにおけるリスクを適切に

説明する努力をすることが求められる。さらに、各社・団体のWebサイトにおける広告掲

示など PHR に関する広報強化についても検討されるべきである。 

 

（２）PHR サービス提供者への教育 

PHR サービスは、利用者の健康状態や医療における意思決定に影響を及ぼす可能性を持

つこと、利用者自身の情報を預かり本人の了承のもとで活用するサービスであること、利

用者の要配慮個人情報を電子的に管理すること等から、その適切な運営のためには医療、

倫理、法律、情報セキュリティに関する知識と理解が必要とされる。PHR サ－ビス全体の

水準を高く保つためには継続的な学びと教育の機会が必要であり、PHR サービス提供者内

での適切な教育・研修の実施や、PHR サービス提供者による業界団体等によって定期的な

勉強会や意見交換をする場や、相談窓口等が設けられることが望ましい。 

 

（３）PHR サービスの運用体制の構築と質評価／フィードバック／認証 

【PHR サービスの運用体制の構築】 

PHR サービス提供者は、提供される PHR サービスの質を担保するために、安全性・

有効性・信頼性に加え、利用者が得ることが期待される便益やプライバシーに対するリ

スクを明確にし適切な対応がなされるようPHRサービスの運用体制を構築するべきであ

る。また、利用者向けのサポートサービスの体制についても構築されることが望ましい。 

 

推奨される事項 



ʾ データガバナンス体制を確立すること 

例えば、下記のような内容が想定される。 

V PIA（個人情報保護評価又はプライバシー影響評価）の手法を用い、データ

の内容や性質、量や範囲の必要十分性、データの流れ、データの取扱いに関

わる者の範囲、データの利用目的、安全管理レベル等の事前評価を実施する。 

ʾ 脆弱性診断等システムにおける安全性の確保（バリデーションプロセス：顧客、監査

など）に努めること。 

ʾ 情報管理責任者とカスタマーサポート体制を確立すること。 

例えば、下記のような内容が想定される。 

V PHRサービスについての文書化された取扱説明書、取扱い手順、又はそれに

類するものを提供する。 

V 適切に開発、管理及びサポートを実施する専門分野に対する経験及び資格又

は能力がある十分なスタッフの用意の有無を明示する。 

V インシデントが発生した際のユーザーへの報告方法を明確にする。 

V PSIRT20体制を構築する。 

V アプリケーションプライバシーポリシーを明示する。 

V 特商法対応（提供者の明示）を行う。 

V PHR サービスの運用やカスタマーサポートの体制を開示する。 

V PHR サービスの健康情報管理における実績を何らかの形で開示する。（例：

国内外の学会論文・第三者機関が認定する実績データ） 

V PHRサービス停止時の事前告知、サービス終了時の告知方法を明示し、かつ

他社サービスへの引継ぎ方法などを開示する。 

【PHR サービスの質評価】 

PHR サービスの質を評価する方法として、PHR サービス提供者が自社の PHR サービス

について自己チェックを行うために作成された「PHR サービス自己チェックリスト」を用

いて、各 PHR サービス提供者が安全性・有効性・信頼性を含む PHR サービス提供状況に

沿って記載し、PHR サービスの質確保に努めることが望ましい。また、PHR サービス提

供者や地方公共団体が、チェック状況を踏まえて各々の現状を可視化するよう、記入済の

PHR サービス自己チェックリストを各社ホームページで公開することが望ましい。また、

PHR サービス提供におけるバリデーションプロセス、責任者やカスタマーサポートの設置

等の運用体制の構築や、サービス提供中に、問題や懸念があれば医療専門職が支援する等

の信頼性を確保する体制を整えることも検討されるべきである。 

※別添の PHR サービス自己チェックリスト参照  
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推奨される事項 

ʾ 質評価のために PHR サービス自己チェックリストを活用すること 

 

【認証・モニタリング制度】 

本ガイドラインに沿ったPHRサービスが提供されているかどうかの確認のためには、医

師会をはじめとする医療者やアカデミア、及びPHRサービス提供者を含む専門委員会にお

ける検証・評価を行う体制を構築することが望ましい。具体的には、PHR サービスの質の

維持・向上を目的としたPHRサービス提供者の認証制度の構築や、サービス内容の確認と

フィードバック等を行うモニタリング制度の確立等である。さらに、PHR サービスに関す

る問い合わせ窓口を設け、利用者からの PHR サービスに係る苦情の際の調査や、PHR サ

ービス提供者からの質問に対応する仕組みを構築し、定期的にガイドラインのレビューを

実施することも検討されるべきである。 

 

最低限遵守する事項 

マイナポータルに接続し、健診等情報を入手するPHRサービス提供者は、最低限の情報

セキュリティの適格性を利用者等へ示すため、プライバシーマーク認定又は ISMS 認証な

どの情報セキュリティに係る第三者認証を取得すること。 

 

推奨される事項 

健診等情報を取り扱う PHRサービス提供者は、プライバシーマーク認定又は ISMS認証

などの情報セキュリティに係る第三者認証を取得すること。 

 

（４）エビデンスの蓄積 

PHR サービスは人々の健康を支える重要な基盤になることが期待されているが、そのた

めには PHR サービス利用の効果を証明するエビデンスの蓄積が必要である。PHR サービ

ス提供者が大学や研究者等と幅広く連携し、真に人々の健康増進に資するPHRサービスを

確立していくことが期待される。 

なお、国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（以下AMED）において、予防・健康づ

くりのためのヘルスケアサービスについて、科学的なエビデンスに基づいた社会実装を促

進するために、「予防・健康づくりの社会実装に向けた研究開発基盤整備事業（ヘルスケ



ア社会実装基盤整備事業）21」が令和 4 年度から開始されている。本事業では、医学会等

による予防・健康づくりのための行動変容介入に関する科学的エビデンスの整理やステー

クホルダーと連携した指針などの策定が進められている。具体的には、令和 4 年度からは

1次予防、令和 5年度からは 2次予防・3次予防の下記領域を対象として、関連学会連携に

よるレビューを通じてエビデンスを整理した指針策定が進められている。 

 

 ライフステージ 領域 

1次予防 成人・中年期 生活習慣病分野（高血圧、2 型糖尿病、慢性腎臓

病） 

老年期 認知症、サルコペニア・フレイル 

職域 メンタルヘルス、働く女性の健康 

2次・3次予防 働く世代 脂肪肝関連疾患、循環器疾患、婦人科疾患 

 

これらの指針の中では、PHR サービス利用の効果を証明する具体的なエビデンスが、

HQ（ヘルスケア・クエスチョン）及び推奨文の形で整理されている。自社の PHR サービ

スの企画開発やサービスの質評価において参考となる指針であると考えられるため、本ガ

イドラインにおいて、推奨される事項について以下で述べる。 

 

推奨される事項 

ʾ 自社サービスがAMED 指針で策定されている領域である場合、推奨の度合いを確認す

ること 

ʾ 自社サービスがAMED 指針で策定されている領域である場合、利用者などが分かる形

で推奨の度合いを明示すること 

  

 
21 https://healthcare -service.amed.go.jp/ （E-LIFE ヘルスケアナビ） 
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VI.  広告その他の表示22 

本章における「広告その他の表示」とは、PHR サービス自体の広告のことであり、PHR

サービス内の広告は対象外とします。なお、PHR サービス内の広告については、別添５に

「PHR サービスにおけるWEBサービス・アプリ内広告の考え方」として示す。 

 

１．広告その他の表示上の考え方 

（１）問題となりえる法規制 

PHR サービスの広告その他の表示に関する法規制は多岐にわたるが、代表的なものとし

ては、景品表示法、不正競争防止法、薬機法、特定商取引法、消費者契約法などが挙げら

れる。以下では、各法令の概略を示すこととする。 

 

① 景品表示法 

ʾ 優良誤認表示 

商品又は役務の品質、規格その他の内容について、一般消費者に対し、実際のも

のよりも著しく優良であると示し、又は事実に相違して当該事業者と同種若しくは

類似の商品若しくは役務を供給している他の事業者に係るものよりも著しく優良で

あると示す表示であって、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理

的な選択を阻害するおそれがあると認められるもの(優良誤認表示)は禁止されてい

る（景品表示法 5条 1号）。 

 

ʾ 有利誤認表示 

商品又は役務の価格その他の取引条件について、実際のもの又は当該事業者と同

種若しくは類似の商品若しくは役務を供給している他の事業者に係るものよりも取

引の相手方に著しく有利であると一般消費者に誤認される表示であって、不当に顧

客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると

認められるもの(有利誤認表示)は禁止されている（同法 5条 2号）。 

 

ʾ 事業者が講ずべき表示の管理上の措置 

商品又は役務の取引について、表示により不当に顧客を誘引し、一般消費者によ

る自主的かつ合理的な選択を阻害することのないよう、商品又は役務の品質、規格

 
22 ể. 広告その他の Ễ. 表示 」  IoT

 ṕ  AIoT Ṗ 3 12
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その他の内容に係る表示に関する事項を適正に管理するために必要な体制の整備そ

の他の必要な措置を講じることが求められている（同法 26条）。 

例えば、商品又は役務の表示が、優良誤認表示又は有利誤認表示に当たらないか

どうか確認することのほか、確認した事項を適正に管理するための措置を講じるこ

とが求められる。 

ʾ 措置命令と課徴金 

優良誤認表示又は有利誤認表示を行った場合には、措置命令又は課徴金納付命令

を課され得る（同法 7条 1項、8条 1項）。なお、令和 5年景品表示法改正により、

優良誤認表示又は有利誤認表示を行った場合は、百万円以下の罰金が科され得るこ

ととなった（令和６年 10月１日施行）。 

 

② 不正競争防止法 

不正競争防止法上、商品若しくは役務又はその広告若しくは取引に用いる書類若しく

は通信にその商品の原産地、品質、内容、製造方法、用途若しくはその役務の質、内容、

用途若しくは数量について誤認させるような表示等（誤認惹起行為）は不正競争（同法

2条 1項 20号）として禁止されている。 

「誤認させるような表示」に該当するかどうかは、個別・具体の事案に応じて、当該

表示の内容や取引界の実情等、諸般の事情が考慮された上で、取引者・需要者に誤認を

生じさせるおそれがあるかどうかという観点から判断される。 

不正の目的をもって誤認惹起行為を行った場合は、罰則が科され得る（同法 21条 3項

1号）。 

 

③ 薬機法 

薬機法上、医療機器等の名称、製造方法、効能、効果又は性能に関して、明示的であ

ると暗示的であるとを問わず、虚偽又は誇大広告は禁止されている（薬機法 66 条１項）。

また、医療機器等の効能、効果又は性能について、医師その他の者がこれを保証したも

のと誤解されるおそれがある記事を広告し、記述し、又は流布することも禁止されてい

る（同条２項）。 

また、承認前の医療機器等の広告は禁止されている（同法 68条）。 

これらに違反した場合は、措置命令等が課され得るほか（同法 72条の 5第 1項）、虚

偽又は誇大広告を行った場合は課徴金納付命令が課され得る（同法 75 条の 5 の 2 第 1

項）。また、罰則の対象にもなり得る（同法 85条 4号、5号） 

 

④ 特定商取引法 

特定商取引法は、消費者被害が生じやすい取引類型を定めた上で、当該取引類型に該

当する場合には一定の規制を課すものである。 



例えば、通信機器又は情報処理の用に供する機器を利用する方法により売買契約又は

役務を有償で提供する契約(以下「役務提供契約」という。)の申込みを受けて行う商品

の販売又は役務の提供は、原則として「通信販売」に該当する(同法2条1項1号、2項、

同法施行規則 2条 2号)。 

「通信販売」に該当する場合、広告や申込みの最終確認画面において、一定の内容の

表示が義務付けられるほか（特定商取引法 11 条、12 条の 6）、誇大広告が禁止される

（同法 12条）。  

これらに違反した場合、行政処分(指示、業務停止命令等)の対象となるほか(同法 14

条、15 条、15 条の 2)、誇大広告等規制や行政処分の違反については、罰則の対象とな

る(同法 70条 2号、71条 2号、72条 1項 1号)。 

 

⑤ 消費者契約法 

事業者が消費者契約(有償・無償を問わない。)の締結について勧誘をするに際し、重

要事項について事実と異なることを告げること(不実告知。消費者契約法4条1項1号)、

又は重要事項等について消費者の利益となる旨を告げ、かつ、不利益となる事実を故意

又は重過失によって告げなかったこと(不利益事実の不告知。同条 2 項)等があった場合

には、消費者はこれにより締結された消費者契約を取り消すことができる。 

 

 

（２）PHR サービスに関する表示 

PHR サービスには多様なサービスの形態が考えられるところであるが、特に、利用者の

健康づくり等のリコメンドをするサービスに関し、当該サービスを利用することにより一

定の健康増進効果が認められる旨の広告をする場合においては、健康増進効果を過度に表

示することがないよう留意すべきであり、表示を行うに足る合理的な根拠を有しているか

を意識しながら表示内容を決定することが重要である。 

なお、PHR サービスに係るプログラム医療機器その他の医療機器（薬機法上の承認又は

認証を必要とするもの）について、当該承認等を受けていないものについては、その名称、

製造方法、効能、効果又は性能に関する広告をしてはならない（薬機法 68 条）。また、医

療機器の広告には、医薬品等適正広告基準（薬生発 0929第４号平成 29 年９月 29 日）が

適用されるため、同基準を踏まえた上で広告を行う必要がある。例えば、①効能効果、性

能及び安全性関係の表現等の制限、②医療用医療機器の広告の制限、③他社の製品の誹謗

広告の制限、④医薬関係者等の推せんの制限、⑤不快、迷惑、不安又は恐怖を与えるおそ

れのある広告の制限、⑥テレビ、ラジオの提供番組等における広告の取扱い等について規

定されている。加えて、医療機器の広告の観点からは、日本医療機器産業連合会が医療機

器のプロモーションを行う際に遵守すべき行動基準として定めた「医療機器業プロモーシ



ョンコード」等にも留意が必要である。 

以下では、医療機器以外の広告や表示について説明する。 

 

（３）法令上問題となるおそれのある広告その他の表示の要素 

① 解消に至らない身体に係る問題事項等の例示 

PHR サービスを利用することでは解消に至らない健康上の問題に係る不安や悩み等の

問題事例を例示する表示や、PHR サービスの利用だけではおよそ得られない身体の変化

をイラストや写真を用いるなどにより表示することは、一般消費者が、表示全体から受

ける印象によって当該アプリを使用するだけで当該身体に係る問題が解消されるものと

誤認する蓋然性があり、そのような表示は、著しく事実に相違する表示又は実際のもの

より著しく優良であると人を誤認させるような表示に当たるものとして、景品表示法等

上問題となるおそれがある。 

 

② 人の疾病の診断、治療若しくは予防に使用されることが目的である旨等の表示 

PHR サービスが人の特定の疾患の診断、治療、又は予防に使用されることが目的であ

る旨を表示することや、特定の疾病名を示すことにより、当該疾病の予防・治療効果が

得られるかのように表示することは、当該PHRサービスが医療機器ではない場合にあっ

ては、承認前の医療機器の販売に該当すると判断される可能性があり、薬機法等上問題

が生じるおそれがある。 

 

③ 実験結果及びグラフ 

広告その他の表示において試験結果やグラフを使用する場合、試験条件が視認性をも

って明瞭に表示されていないことや試験結果を示すグラフを極端にトリミングやスケー

ル調整等をすることにより、一般消費者が過大な効果が得られると誤認する蓋然性があ

るときは、景品表示法等上問題となるおそれがある。 

また、一般的な学術情報や統計資料等を引用して表示する場合には、当該資料等の内

容が訴求する効能効果の範囲を逸脱したものであるときは、景品表示法等上問題となる

おそれがある。 

なお、表示の根拠として用いた論文の試験結果やグラフを表示する場合にあっては、

引用するグラフが最終製品を用いた試験のデータであると誤認されないよう、当該グラ

フの選択理由及び最終製品を用いた試験結果ではないことなどを、視認性をもって明瞭

に表示するよう留意する必要がある。 

 

④ 医師や専門家等の推奨、行政機関等の認証等 

医師や専門家、行政機関、研究機関などの認証や推奨等を表示することが直ちに景品



表示法等上問題となるものではないが、虚偽の認証、推奨等や、当該推奨等の不適切な

引用等をする場合は、景品表示法等上問題となるおそれがある23。 

⑤ 利用者によるレビュー・体験談等の表示 

PHR サービスの利用者によるレビューや体験談について、事業者が、作為的に選び出

したもののみを掲載する場合や、事業者が一般の利用者を騙って架空のレビューを行う

場合、都合のよい部分のみを抽出した場合などは、景品表示法等上問題となるおそれが

ある。 

また、対価を支払って利用者に対して肯定的なレビューをするよう依頼した場合など、

利用者の自主的な意思による表示と認められない表示については、事業者が行う表示で

あると評価される可能性があり、この場合には、一般消費者が事業者の表示であること

を判別することができるようにする必要があることに留意が必要である（いわゆるステ

マ規制）。 

 

⑥ 打消し表示 

事業者が、商品・役務について、断定的表現や目立つ表現等を使って、品質等の内容

や価格等の取引条件を強調した表示（いわゆる強調表示）をする場合において、当該強

調表示の適用に例外等があるときは、強調表示からは一般消費者が通常は予期できない

事項であって、一般消費者が商品・役務を選択するに当たって重要な考慮要素となるも

のに関する表示(いわゆる打消し表示)を分かりやすく適切に行わなければ、その強調表

示は、景品表示法等上問題となるおそれがある。 

 

⑦ No.1 表示 

商品・役務についての「No.1」、「第 1 位」、「トップ」などの表示（いわゆる No.1 表

示）が、合理的な根拠に基づかず、事実と異なる場合には、景品表示法上問題となる。 

No.1 表示が不当表示とならないためには、①No.1表示の内容が客観的な調査に基づ

いていること、及び、②調査結果を正確かつ適正に引用していることの両方を満たす必

要がある24。 

 

 

  

 
23 なお、医療機器等の効能、効果又は性能について、医師その他の者がこれを保証したものと誤解されるおそれがある記事を広告し、

記述し、又は流布することは禁止されている（薬機法 66条 2項）。 

24 なお、医療機器の品質、効能効果、安全性その他について、他社の製品を誹謗するような広告を行ってはならないものとされている

（医薬品等適正広告基準（薬生発 0929第 4号平成 29年 9月 29日）第 4、9）。 



２．景品表示法における表示の科学的根拠に関する事項 

（１）景品表示法 7条 2項及び 8条 3項の適用について 

消費者庁長官は、事業者が行った表示が優良誤認表示に該当するか否かを判断するため

必要があると認めるときは、当該表示をした事業者に対し、期間を定めて、当該表示の裏

付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求めることができる。当該事業者が当該資料

を提出しないときは、消費者庁が当該表示について実際のものとは異なるものであること

等の具体的な立証を行うまでもなく、措置命令又は課徴金納付命令との関係では、当該表

示は優良誤認表示に該当する表示であるとみなされ、又は推定されることとなる(不実証広

告規制。景品表示法 7条 2項、8条 3項)。 

 

（２）合理的な根拠の判断基準 

① 総論 

表示の裏付けとなる資料が「合理的な根拠」と認められるためには、(i)提出資料が客

観的に実証された内容のものであること、(ii) 表示された効果、性能と提出された資料に

よって実証された内容が適切に対応していること、の 2 つの要件を満たす必要があると

解されている(不実証広告ガイドライン 5頁)。当該(i)(ii) の具体的内容について、以下に

概要を示すが、詳細については不実証広告ガイドラインを参照されたい。 

 

② 提出資料が客観的に実証された内容のものであること 

・総論 

提出資料は、表示された具体的な効果、性能が事実であることを説明できるもので

なければならず、そのためには、客観的に実証された内容のものである必要がある。

客観的に実証された内容のものとは、①試験・調査によって得られた結果、②専門家、

専門家団体若しくは専門機関の見解又は学術文献、のいずれかに該当するものである

(同ガイドライン 5頁)。 

 

・試験・調査によって得られた結果（同ガイドライン 6頁） 

試験・調査によって得られた結果を表示の裏付けとなる根拠として提出する場合、

当該試験・調査の方法は、表示された商品・役務の効果、性能に関連する学術界又は

産業界において一般的に認められた方法又は関連分野の専門家多数が認める方法によ

って実施する必要がある。 

 

・専門家、専門家団体若しくは専門機関の見解又は学術文献（同ガイドライン 7頁） 



専門家等の見解又は学術文献を表示の裏付けとなる根拠として提出する場合、次の

いずれかを満たす必要があるものと考えられる。 

(i）専門家等が、専門的知見に基づいて当該商品・役務の表示された効果、性能につ

いて客観的に評価した見解又は学術文献であって、当該専門分野において一般的

に認められているもの 

(ii）専門家等が、当該商品・役務とは関わりなく、表示された効果、性能について客

観的に評価した見解又は学術文献であって、当該専門分野において一般的に認め

られているもの 

 

③ 表示された効果、性能と提出資料によって実証された内容が適切に対応していること 

提出資料が表示の裏付けとなる合理的な根拠を示すものであると認められるために

は、前記のように、提出資料が、それ自体として客観的に実証された内容のものであ

ることに加え、表示された効果、性能が提出資料によって実証された内容と適切に対

応していなければならない(同ガイドライン 7頁)。 

 

（３）科学的根拠として明らかに適切ではないと考えられる具体例 

① 総論 

科学的根拠として明らかに適切とは考えられない例としては、以下が考えられる。具

体的なケースは②乃至④が考えられるが、これらはあくまで一例であり、不適切な例を

限定する趣旨ではないことに留意する必要がある。 

ʾ 表示の内容が、科学的根拠の内容に比べて過大である、又は当該根拠との関係性

が認められないもの 

ʾ 限定的な条件下での結果であり、条件を限定しない場合には表示で訴求する効能

効果が期待し難いと考えられる結果であるにもかかわらず、表示の内容では当該

条件に何ら言及していないもの 

ʾ 根拠となる文献が撤回され、表示の科学的根拠となる文献が存在しなくなったも

の 

 

② 最終製品を用いた臨床試験 (ヒトを対象にした試験) 

・試験の実施計画又は実施方法に不備がある場合 

対象群と比較した効能効果を表示したい場合、介入群に評価指標が高値又は低値の

者が恣意的に割り振られているなど、介入群と対照群で適切な参加者の割り付けが行

われていない場合 

 

・試験結果の評価に不備がある場合 



対象群と比較した効能効果を表示したい場合、主要な評価項目における介入群と対

照群の群間比較で統計的な有意差が認められていない場合 

 

 

③ 最終製品に関する研究レビュー 

ʾ 研究レビュー結果の客観性・透明性を担保するために必要な資料について客観

性・透明性が担保されない場合 

ʾ 研究レビューで採用した論文(臨床試験(ヒト試験)の内容(試験デザイン、試験方

法、対象者、結果の評価等))について不備がある場合 

ʾ 研究レビューにおける対象の機能とPHRサービス上の機能との同等性が担保され

ない場合 

ʾ 採用論文数、最終的に肯定的と判断できる要素等を総合的に判断し適切に評価が

なされているとはいえない場合 

 

④ 不適切な表示及び科学的根拠の例 

表示例：このアプリに従って、1日数分の運動をするだけで、1週間で 1キロ減量できま

す。  

不適切な科学的根拠の例： 継続的な運動が減量に一定程度寄与することは自明であり、

このこと自体には厳密な科学的根拠が求められるものではないものと考えられる。しかし、

実際に減量できるかどうかは、食生活等も関係するところ、1 日数分という極めて短い運

動のみをもって減量することができると断言できるかどうかは自明であるとはいえないこ

とから、最終製品を用いた臨床試験や最終製品に関する研究レビューが存在しない場合は、

十分な科学的根拠があるとはいえない。  

 

 

３．良い広告・悪い広告の事例集 

この事例集は、健康管理アプリの広告を想定し、法的な観点から「良い広告」と「悪い

広告」の例をまとめたものです。個々のアプリの機能や特性に応じて、適用される法律や

規制が異なる場合があることにご注意ください。また、広告表現に関する最新の判例や行

政処分を参考にすることも重要です。 

 

① 科学的根拠に基づいた健康効果の説明 

良い広告例 悪い広告例 



このアプリは、日々の血圧、歩数、心拍数な

どを記録することで、医師が推奨する運動習

慣の形成をサポートします。心血管疾患リス

ク低減に関する研究に基づいた設計です。 

このアプリを使えば、心血管疾患のリスクを

完全にゼロにできます！ 

（良い広告に修正した例：このアプリを使え

ば、心血管疾患のリスクを減らすことが出来

ます。） 

このアプリは、日々の食事内容を記録し、栄

養バランスを分析表示します。表示に基づい

て、特定保健用食品と組み合わせて使用する

ことで、健康維持をサポートします。 

このアプリのアドバイスに従うだけで、全て

の栄養素がカバーされ、健康な体に生まれ変

わります！ 

（良い広告に修正した例：このアプリのアド

バイスに従う事で、健康な体づくりのサポー

トが得られます。） 

このアプリは、栄養バランスの改善に役立つ

可能性がありますが、健康な体への変化を保

証するものではありません。 

 

 

ポイント 

ǒ 科学的根拠に基づいた具体的な表現を使用する。 

ǒ 効果を誇張せず、断定的な表現は避ける。 

ǒ 「サポートする」「役立つ可能性がある」など、限定的な表現を使用する。 

 

② 客観的な基準に基づいた健康効果の説明 

良い広告例 悪い広告例 

ABC 大学の臨床研究によると、このアプリ

を使用したユーザーの 85%が、90 日後に 1

週間あたりの運動量を平均 30%増加させま

した。 

このアプリを使えば運動量を増加させること

が出来ます。（データ根拠なし） 

ポイント 

ǒ 具体的なデータや出典を示し、客観的な根拠を明確にする。 



ǒ データに基づかない断定的な表現は避け、アプリの機能を具体的に説明する。 

 

③ 透明性を保つための正確な情報提供 

良い広告例 悪い広告例 

無料版では 1日あたりのアクセス回数が 5回

に制限されています。無制限にアクセスする

には、プレミアム版をご購入ください。 

このアプリは無料です！ 

（良い広告に修正した例：このアプリは基本

無料で使用できますが、一部機能は有料オプ

ションとなっています。） 

ポイント 

ǒ 無料版と有料版の違いを明確に示し、ユーザーが誤解しないようにする。 

ǒ 有料オプションの内容を具体的に示す。 

 

④ 景品表示法（優良誤認表示）要素の提示 

良い広告例 悪い広告例 

このアプリは、日々の運動記録や食事管理を

サポートすることで、健康指標の改善に役立

つ可能性があります。 

このアプリを使うだけで、1 か月で体脂肪率

が 10%減少します！ 

（良い広告に修正した例：このアプリは、体

脂肪率の減少をサポートする機能を提供して

いますが、効果には個人差があります。） 

ポイント 

ǒ 効果を断定せず、可能性を示唆する表現にする。 

ǒ 「サポートする」などの限定的な表現を使用する。 

 

⑤ 個人情報保護法 (利用目的通知、同意があるか)要素の提示 



良い広告例 悪い広告例 

アプリで記録された健康データは、厳格なセ

キュリティ基準のもとで管理され、利用目的

を通知し、同意を得た範囲内でのみ利用され

ます。 

あなたの健康情報をもとに、あなたにぴった

りの機能を提供します！ 

（良い広告に修正した例：記録した健康デー

タは、サービス向上を目的として、当社のパ

ートナー企業と共有する場合があります。た

だし、共有する場合は事前に利用目的を通知

し、同意を得た上で適切な安全管理措置を講

じます。） 

ポイント 

ǒ 個人情報の利用目的を明確に示す。 

ǒ データを第三者に提供する場合の条件や安全管理措置を具体的に説明する。 

 

⑥ 医師法、薬機法 (医療行為や薬事行為が含まれていないか)要素の提示 

良い広告例 悪い広告例 

このアプリは、医師の治療と連携すること

で、糖尿病管理をサポートすることができま

す。ただし、診断や治療は必ず医師の指導を

受けてください。 

このアプリを使用することで、糖尿病の治療

をサポートします。 

（修正例：このアプリは、糖尿病の治療を目

的としたものではありません。糖尿病に関す

る情報提供や自己管理をサポートする機能を

提供しています。） 

ポイント 

ǒ アプリの役割を明確化し、医療行為や薬事行為と誤解されないようにする。 

ǒ アプリが提供する情報提供やサポートの内容を具体的に示す。 

参考 

ǒ 景品表示法 

ǒ 個人情報保護法 



ǒ 医師法 

ǒ 薬機法 

ǒ 医療法 

 

  



VII.  本ガイドラインの有効期限、見直し 

PHR サービス提供者におけるガイドラインに定められた事項の遵守状況や、関係法令、関

係ガイドライン等の発出や改訂、個人情報保護と事業者が提供するサービスへの消費者意

識・要求度の変化や、PHR サービスの安全性、予防・健康上の効果についての再検証の必

要性など、社会環境の変化等に応じて随時見直し、概ね 2 年間で見直しを行うものとする。 

  



別添１：PHRサービスの安全管理のためのリスクマネジメントプロセス 

 

リスクマネジメントプロセスにおいては、「医療情報を取り扱う情報システム・サービ

スの提供事業者における安全管理ガイドライン」に整理がされている。当該ガイドライン

は、保健医療情報システムにおけるリスクマネジメントプロセスを中心に記載しているた

め、本別添でPHRサービスにおけるリスクマネジメントについての観点を追記として記載

する。 

 

【継続的なリスクマネジメントの実施】 

PHRサービスにおいては、取扱い情報やシステムの構成、利用者規模などが随時変化し

得ることから、当該サービスのライフサイクル全体にわたる継続的なリスクマネジメント

が求められる。特に大規模な変更があった際などにはリスクアセスメントを再度行うこと

が望ましい。 

 

【PHRサービスにおける個人情報】 

PHRサービスにおいては、データ項目としては要配慮個人情報にあたる情報であっても

特定の個人を容易に識別しえない情報として保管する場合があることをリスクマネジメン

トの際には考慮する（例：PHRサービス利用者が入力した病歴や健康診断結果の検査値を

保管して可視化するが、個人を特定できる情報を保管しないPHRサービス等）。 

 

【要配慮個人情報を取り扱う事業者のリスクマネジメント】 

特に要配慮個人情報を取り扱うPHRサービス提供者においては、システム等の全体構成

図を作成の上で情報流を特定し、リスクアセスメントとリスク対応を実施すべきである。

要配慮個人情報を取り扱わない場合でも、取り扱う情報量や利用者数が多いなど社会的な

影響が大きい場合には、リスクアセスメントの上でリスク対応を行うことが求められる。 

 

【リスク特定】 

リスク特定のプロセスにおいて、PHRサービスでは以下のような構成要素が考えられるの

で参考にされたい。 

ʾ PHRサービス利用端末（スマートフォン等） 

ʾ PHRシステム 

ʾ PHRシステムを運用するサーバー 

ʾ PHRサービス利用端末とPHRシステムを運用するサーバーとの通信経路 

ʾ 他のシステムと直接のデータ連携を行う場合のAPI、通信経路 



なお、医療情報システムと直接の接続を行う際には、その接続インタフェース部分につ

いては、医療情報システムと同等の安全管理を行うこと。 

 

  



別添２：PHR サービス自己チェックリスト 
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別添 3： PHR サービス提供時に自治体が関わる際の注意点 

 

PHRサービス提供時に自治体が関わる際、以下の2通りの提供形態が考えられる。 

(ア) 自治体がPHRサービスの運営主体となる場合25 

(イ) 事業者がPHRサービスの運営主体となる場合（自治体との協定等） 

 それぞれの提供形態における注意点を以下のとおり、整理した。 

なお、PHR サービスは多岐にわたるものであるため、健康、医療、福祉政策等の部局以

外においても、PHR サービスに該当するものを取り扱う場合もあることに気をつける必要

がある。また、詳細に関しては、PHR 普及推進協議会発出の【追補２】PHR の自治体へ

の導入における留意点も参照のこと。 

 

【自治体がPHRサービスの運営主体となる場合】  

(1)  自治体として注意すべき点 

 自治体が運営主体となる場合には、以下の点につき留意すること。なお、これらの内容

に関しては、事業実施段階に即して、可能な限り、仕様書として明確化をし、業者選定に

際しても評価基準として用いるといった活用に期待する。 

・個人情報保護法、医療関連法規、事業に関連する条例、ガイドライン等に準拠し、適正

な方法でデータ収集・管理、PHRサービス提供を行うこと。 

・自治体の情報管理ルールに則り、PHR サービス提供者への委託を行う場合には適切な監

督を行うとともに、行政としての責任を明確化する。 

・本人からの同意取得等、本人の関与が適切になされるよう、本人確認等も適切な方法で

実施する。 

・同一内容の入力や書面提出等を可能な限り避ける等利便性への配慮を行うこと。 

・災害時やパンデミック時にもシステムの最低限の機能を維持すると同時に、事業設計を

適切に行い、自治体内での予算化もしくは中長期的に持続可能な運営を目指すこと。 

・データの利用目的やPHRサービスのメリット、データ漏洩リスクや個人情報の取り扱い

について適切に説明する等透明性を担保する。 

・利用者サポート体制の整備として、住民からの問い合わせ対応や、利用者が適切にサー

ビスを活用できるような支援体制を準備する。 

・特定事業者への依存を回避するため、システム構築や運営を外部委託する場合、特定事

業者への依存を避け、適正な競争環境を確保する。また、自治体が運営するPHRサービス

が民間サービスと競合する場合、公的サービスとしての役割を明確にし、過度な市場介入

を避ける。 

・円滑なデータ交換・活用を担保するため、標準規格を利用し、医療のシステムとの接続

 
25 運営主体として行う業務としては、例えば、利用者に対する一義的な問い合わせ窓口がある。 



や自治体間でのデータ移行が容易に行えるよう、API 連携を推進するとともに、本人デー

タのポータビリティ確保を目指す。 

・特定のデバイスを必要とするPHRサービスの場合、そのデバイスを持たない住民への配

慮や、ユニバーサルデザインを考慮し、誰でも利用しやすい UI/UX を設計するとともに、

デジタルデバイドへの対応として、デジタルに不慣れな住民に対しても一定の配慮を行う

こと。 

 

(2)  事業者として注意すべき点 

PHR 事業者が、地方公共団体その他の行政機関等に対して、その住民等に対する PHR

サービスの提供を行う場合には、法的な当該PHRサービスの提供主体が行政機関等である

のか、PHR 事業者であるのかについて十分に注意する必要がある。 

すなわち、行政機関等が取り扱う個人情報（保有個人情報）については、民間の個人情

報取扱事業者とは異なる規律（法第５章）が適用される。例えば、民間の個人情報取扱事

業者が提供するPHRサービスであれば、取得する個人情報の利用目的については、公表や

本人への通知が適切に実施される限りは制限がないが、行政機関等が扱う場合は、法令上

の取扱い根拠を超えて取得や利用を行うことができない（法 61 条）。したがって、行政機

関等がサービス提供主体である場合は、PHRサービスのプライバシーポリシー等で「PHR

サービスの改善」や「学習モデルの構築」など、PHR 事業者の事業活動に資する目的を掲

げることが難しい場合も想定される。 

 また、提供するPHRサービスの内容によっては、行政機関等に対し他の規律が適用され

ることがあり、PHR 事業者においても一定程度、その内容に則った対応を求められること

が想定される。仕様書や契約において明確化されている場合、PHR 事業者は、内容につい

てよく理解した上で対応する必要がある。 

 

 行政機関等により遵守すべき規律について、代表的な項目を以下の表にて整理を行った。 

 

【事業者がPHRサービスの運営主体となる場合（自治体との協定等）】 

自治体からの委託事業等においても、あくまでも、事業者がPHRサービスの運営主体と

なることを利用者が容易に理解することができるよう工夫する必要がある。例えば、以下

のような点に注意することが必要である。 

 



(1)  自治体として注意すべき点 

あくまでも、事業者がPHRサービスの運営主体であることを含め、事業者との間にどの

ような契約が存在するか等、自治体がどのように関与しているかを明確にすることで、住

民の理解を十分に図る必要がある。 

自治体としては、以下の点に気をつけるべきである。 

・自治体が運営主体でない場合においても、自治体が把握している住民のニーズが適切に

事業者サービスに反映できるよう配慮すること。 

・自治体関与範囲を明確にするため、自治体が提供主体ではないことを住民に明確に説明

し、問い合わせ対応の整理として、住民からの問い合わせが自治体に集中しないよう、事

業者との役割分担を明確にすること。 

・事業者を紹介する場合には、紹介の基準を明確化し、可能な限り複数事業者を紹介する

等、特定事業者の宣伝にならない配慮を行って説明をすること。 

・協定・覚書の法的リスク確認として、自治体の責任範囲、自治体からの費用負担、事業

者が倒産・撤退した場合の対応を明確にしておくこと。 

・住民の個人情報を自治体は本人の同意や法的根拠なく事業者に提供しないこと。 

・可能な限り、上記「自治体がPHRサービスの運営主体となる場合」の各注意点への配慮

を行うこと。 

 

(2)  事業者として注意すべき点 

ʾ 行政機関等が、その住民等に対して民間の個人情報取扱事業者が提供する PHR サー

ビスの利用を勧奨、あっせんするにとどまるときは、民間の個人情報取扱事業者に対

する規律が適用されること。 

ʾ 上記を踏まえ、行政機関等が実施する PHR 関連事業に関与する場合は、当該事業に

おいて行政機関等が PHR サービスの提供主体として予定されているか、仕様書等の

記載に注意を払うこと。 

ʾ 個人データ等の開示請求や提供サービスに対するクレームが自治体にいかないように

すること。 

ʾ 提供サービスの利用状況等のパフォーマンスを自治体へフィードバックすることが必

要な場合、法的対応（本人同意の取得等）を含めた適切な対応を行うこと。 

ʾ サービスの案内を送る等の推進事業と PHR サービス自体の提供の主体が異なる場合

（例えば、キャッシュレス推進事業とキャッシュレス決済サービスは主体が異なる）、

その区別が分かるように工夫すること。 

  



別添 4：AMED ヘルスケア社会実装基盤整備事業の指針の活用について 

 

活用の観点（ヘルスケア産業としての PHR サービス開発において） 

ヘルスケア産業としてPHRサービスを開発するにあたり、医療におけるエビデンス創出

の視点をそのまま適用するのではなく、より柔軟で実践的なアプローチを取ることが、

PHR サービスの実装によるヘルスケアサービス、産業全体の発展、個人・社会の健康に寄

与するという視点が重要である。この考え方に基づき、AMED ヘルスケア社会実装基盤整

備事業の指針（以下AMED 指針）で使用されている「推奨の強さ」や「エビデンスの確実

性」の捉え方について、ポイントを以下にまとめる。なお、AMED 指針は『Minds 診療ガ

イドライン作成マニュアル 2020』を参照して作成されており、詳細についてはそちらを参

考にされたい。 

 

1. エビデンスの確実性と推奨の強さ 

エビデンスの確実性は、介入の効果に関する証拠がどの程度信頼できるかを指

している。高い確実性のエビデンスは、多くの研究で一貫して結果が示されてい

る一方で、低い確実性は結果にばらつきがある場合や研究の質が低い場合、研究

の数が少ない場合等がある。 

推奨の強さは、医療介入や治療法がどれだけ強く推奨されているかを示してい

る。強い推奨は、対象となる患者に適用されることが期待され、弱い推奨は、個

別の状況により適用する判断が分かれる場合がある。 

 エビデンスの確実性がそのまま推奨の強さとなるわけではなく、専門家による

会議を通じ、エビデンスの確実性に加えて、益と害のバランスや経済的な側面な

どを検討し、推奨の強さが決定される。 

指針では、行うことを強く推奨する（エビデンスの確実性中程度）等の表現がな

される。 

 

2. エビデンスの確実性が低い、推奨の強さが「提案する」（弱い推奨）や推奨を保留す

るであった場合の考え方 

医学的なエビデンスの確実性が低い状態とは、質の高い研究が不足しており、

“そのサービスに効果があること（あるいは効果がないこと）がまだ十分示されて

いない”という状態である。今後のエビデンスの蓄積によって効果が示される可能

性や、それまでのエビデンスを元にしたサービスの改善によって効果が期待でき

る可能性がある。そのため、重要なのはエビデンスを蓄積していくことである。 

本指針にある FRQ26では、将来を見据えたエビデンス蓄積が必要な分野や、AI

 
26 FRQ：Future Research Question 



などデジタルテクノロジーを用いた新しい解析・介入など、PHR サービス開発に

役立つ情報が多数記載されており、参考になる。推奨の強さとして「提案する」

（弱い推奨）や推奨を保留する、と定義されている場合、なぜそういう結論に至

ったのかガイドラインを確認することが重要である。推奨の強さが「提案する」

（弱い推奨）とされる理由はエビデンスの不足だけでなく、益と害のバランスが

難しい場合や、コスト面での難しさが存在する場合など、多岐に渡る。各指針に

記載されている、今後必要とされる研究（AMED 指針では FRQ）も参照し、積

み残しの課題がどこに在るのか？も参考にしつつ、PHR サービスの開発を行って

いくことが期待される。 

 

実践的な考え方: PHR サービスに代表される ICT や DX の領域では、技術革新の

スピードが速く、エビデンスの蓄積を待ってから導入していてはタイミングを逸

してしまうことも少なくない。一般に、健康、予防領域では結果が出るまでに時

間を要し、サービス提供の効果を短期間では証明しにくいというエビデンス蓄積

の難しさもある。変化に柔軟に対応しながら短いサイクルで改善を繰り返しなが

ら価値を提供するという考え方も重要となる。薬物投与のような医療行為と異な

り、サービス導入のリスクが大きいものでなければ、エビデンスが不十分な段階

でもサービスを導入し、エビデンスを蓄積しつつ、サービスを改善していくアプ

ローチは、既存の医療の限界を補い、ヘルスケアや予防医療を発展させる可能性

がある。一方で、科学的根拠が不十分なまま普及することで、安全性や公平性、

費用対効果に関する課題が生じ、PHR サービスに対する社会の信頼が揺らぐこと

も考えられるため、エビデンスの確実性が低い場合には、いまだ未開拓の分野で

あると捉え前向きに開発・検討を進めるとともに、研究としての情報発信及びエ

ビデンスの蓄積を視野に入れ、学術機関との共同研究を積極的に行っていくこと

が求められる。 

 

例: PHR を活用した睡眠改善サービスについて、医学的な推奨度が「提案する」

（弱い推奨）であった。その理由として、エビデンス数の少なさ、不確実さが記

載されていた。この場合、個々の体験やニーズに応じて効果が期待できる場合が

ある。利用者にその点を説明し、エビデンスを蓄積しつつサービスを開発し提供

することに問題はない。 

 

3. 選択肢の拡大と柔軟な推奨の活用 

ヘルスケア産業では、顧客に選択肢を広く提供することが求められる。顧客は

必ずしもエビデンスの強さだけでサービスを選択するわけではなく、個々の価値

観や期待感、体験等に基づいてサービスを選択するため、指針の理解と適切な情



報の提示が重要である。 

 

例: 健康促進プログラムにおいて、運動、食事、メンタルケアなどの選択肢を提示

し、顧客が自分に最も適したものを選べる形にする。推奨度が「提案する」（弱

い推奨）の選択肢でも、顧客が自身の経験や直感に基づいて選べるよう、指針の

記載に基づいた情報提供が重要となる。 

 

4. 期待感を高めるためのコミュニケーション 

エビデンスが十分でなくても、将来的なエビデンスの蓄積や新しい推奨が生ま

れる期待感を利用者に伝えることも大切である。PHR サービスが今後の成長や改

善を目指していることを明示し、利用者にとっての期待を適度に促す。ただし、

過度な期待感を持たれることが無いように注意した表現とすることや、現状のエ

ビデンスの有無について表現することも重要である。 

 

例: 新しい健康アプリやウェアラブルデバイスの場合、科学的な裏付けがまだ不十

分でも、今後の研究やデータ収集によって効果が確認される可能性があることを

顧客に伝えることで、サービスへの信頼を高め、長期的な利用を促すことができ

る可能性が出る。 

 

まとめ 

ヘルスケア産業としてのPHRサービスでは、医学的な推奨の強さやエビデンスの確実性

を正確に捉え、柔軟で実践的に活用することが重要である。推奨度やエビデンスの確実性

を制約とするのではなく、成長の機会や新しい顧客体験の提供として捉え、サービスを発

展させていく姿勢が広く国民の健康、病気の予防、産業の発展に寄与すると考えられる。 

 

参考：AMED 指針内の HQ 27と推奨文およびサービス開発事例などについて 

AMED 指針から PHR サービスに関わる HQ を抽出し、対象疾患・介入方法・推奨の強

さ・エビデンスの確実性・推奨度に関するコメントを転記28する形で一覧化する表を作成

した。 

また、本表の最右列には、サービス開発を想起させるサービス開発事例を記載した。各

HQ に対応したサービス開発事例を想起する参考情報として、次ページ以降に添付する。 

 

追記 

本書に掲載されているサービス開発事例は、あくまでヘルスケア産業におけるサービス

 
27 HQ：Healthcare Question 

28 2026年 6月 30日時点の各指針から転記。 



開発の参考情報として提示するものであり、特定の方法やアプローチを推奨するものでは

ない。また、サービス開発の社会実装が必ずしもそのサービスの有用性を示すエビデンス

の獲得を保証するものではないことに留意する必要がある。サービス開発にあたっては、

自由な発想で構築しつつも、提供するサービスに内在するリスクが自社で適切に管理・負

担できる範囲内に収まるよう検討することが求められる。 
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τνσΫϥPHRϯФзσςΥ―ΠϣϦϥʻ ṍḧˢ6˙12уὮӟ‭ˣχ

῟ ψ ιΥʺ ṍ σὬӊḚ τψԁ χ῟ᴮΥΚϥᴦ ΥΚϤʺ

г˔Ѓ˔τὋ ᴣ Ϭ ằπΦϥ ὓΥ τσϥʻζχΞΠπʺάϦ

ϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ6 ‰Ὤӊ
AIϬ► ΰθ ʾכ◦ ὲ◙ ʺψכ◦ τΣΜ

οὬӊϬ ᴞήδϥΤˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

τΣΪϥAIϬ► ΰθ ʾכ◦ ὲ◙ Ϭכ◦ ΜθὬӊḚ τḩβ

ϥϵРДрІψ σθϛʼ ʾ ӛϬ βϥ

Ϟכ◦ ὲ◙ τνΜοʺỘכ◦ έρτAIτϢϥ◦כỘ χЂ˔Р

Іᵫ Ϭ“ΞⱧΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺϵРДрІ Ϭṍ ΰθ

Μʻ

AMED◙ ϢϤ Ṝ

Ђ˔РІᵫ Ⱨ
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NO Ḇכ ᵒ χếή
ϵРДрІ

χᶎם
τḩβϥЀЮрЕ

HQ1 2ἷ
Ϭ ρΰθДЅЌиṪ τϢϥХи

ІϾϯЂ˔РІψʺ2ἷ χ Ϭ ΫϥχΤˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

D

ˢροϜֿפΜˣ

Ϭḯϛ χХиІϾϯЂ˔РІχ2ἷ ῟ᴮτḩΰοψϵР

ДрІΥ πΚϤᾝ ᵬπψ ᴣπΦσΜ

τνσΥϥρ◘ϩϦϥ֫ Ϟ ⱧḚ σςϬ ϙ₅ϭι

PHRϯФзσςΥ―ΠϣϦϥʻ ˑσ Υ ρσϥθϛʺг˔Ѓ˔

Ϭ Ϊο―Πʺἇ ᴟβϥ ΥΚϥρ―ΠϥʻζχΞΠπʺϵРДрІ

Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ2 2ἷ

Ϭ ρΰθДЅЌиṪ τϢϥХи

ІϾϯЂ˔РІψʺ χЂкϿ˔ЕЫ˔

ϸ˔πΚϥ ᾚ Ϭ βϥάρΥπΦϥχΤˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

D

ˢροϜֿפΜˣ

ХиІϾϯЂ˔РІψʺ ᾚ ῟ᴮτḩβϥϵРДрІΥ πΚϤᾝ

ᵬπψ ᴣπΦσΜ

χᾚ χ῟ᴮψ Ⱨʾ֫ σςϬ βϥϢΞτ χ ԍΥ―Πϣ

Ϧϥθϛʺ ⱧḚ Ϟ֫ σςϬ ϙ₅ϭιPHRϯФзσςΥ―Π

ϣϦϥʻζχΞΠπʺϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ2Aa 2ἷ

Ϭ ρΰθWeb/ϱрЌ˔КАЕЦ˔

ІχДЅЌиṪ τϢϥХиІϾϯЂ˔РІψʺ

χЂкϿ˔ЕЫ˔ϸ˔πΚϥ ᾚ Ϭ

βϥάρΥπΦϥχΤˁ

ӛβϥ
C

ˢ ˣ

Ϭ ρΰθ Web ˗ϱрЌ˔КАЕЦ˔ІχДЅЌиṪ τ

ϢϥХиІϾϯЂ˔РІψʺ ᾚ Ϭ βϥάρΥπΦϥᴦ ΥΚ

Ϥʺ“ΞάρϬ ӛβϥ

WebЪ˔Ќи Ϭᶨ ΰʺ τיּ Ⱨʾ֫ ʾὲῴḚ χϹϱЍрІ

Ϭ ằβϥЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻἇ τψʺϷржϱрễӾФкϽж

Эˢ ᵊʾṜⱧˣχ ϞϳϴϯжУиДНϱІρ ὀΰθ֫ ЯИЌз

рϽϞʺ ṍ σϷржϱрϸϳрЈзрϽσςρ ϙ›ϩδϥάρΥ

῟ρ―ΠϣϦϥʻσΣʺWeb/ϱрЌ˔КАЕϬ Μθᵒ ψʺϵРДр

Іχᶎם Υ Μθϛʺ σ ρΰο Ḛ ϯФз πχᶘ Ѐ

рГрБϞЮ˔и τϢϥЂЪ˔ЕΥ῟ᴮ ρ―ΠϥʻζχΞΠπʺά

ϦϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ2Ab 2ἷ

Ϭ ρΰθ Ц˔ІχДЅЌиṪ

τϢϥХиІϾϯЂ˔РІψʺ χЂ

кϿ˔ЕЫ˔ϸ˔πΚϥ ᾚ Ϭ βϥάρΥπ

ΦϥχΤˁ

ӛβϥ
C

ˢ ˣ

Ϭ ρΰθ Ц˔ІχДЅЌиṪ τϢϥХиІϾϯ

Ђ˔РІψʺ ᾚ Ϭ βϥάρΥπΦϥᴦ ΥΚϤʺ“ΞάρϬ

ӛβϥ

ὲ◖ϞḚ ֵ ●Υ ṍ τOnlineϞ πχὲῴ◙ Ϭם☼βϥ

Ђ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻἇ τψʺ 1ᵕ χϸϳрЈзрϽϞ

Ⱨʾ֫ Ḉχ◙ ρ“ Ϭ“Ξʻԁכ◦ ʺ ᵒ ψ Ὧ ΥΤ

ήϙʺЀІЕρ῟ Υᴿ ρσϥθϛʺ χг˔Ѓ˔ ΰτˢ Πω

‰ ˣʺPHRЂ˔РІρיּ ϙ›ϩδϥσςʺзЊ˔ІϬ ḁβϥῬ

Υ ρ―ΠϥʻζχΞΠπʺάϦϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ2Ac 2ἷ

Ϭ ρΰθЯНϱиϯФзϾ˔Єд

рЦ˔ІχДЅЌиṪ τϢϥХиІϾϯЂ˔РІ

ψʺ χЂкϿ˔ЕЫ˔ϸ˔πΚϥ

ᾚ Ϭ βϥάρΥπΦϥχΤˁ

ӛβϥ
B

ˢ ˣ

Ϭ ρΰθЯНϱиϯФзϾ˔ЄдрЦ˔ІχДЅЌиṪ

τϢϥХиІϾϯЂ˔РІψʺ ᾚ Υṍ ήϦʺ“ΞάρϬ ӛβϥ

ІЫ˔ЕТ϶рϯФзπ Ⱨʾ֫ Д˔ЌϬṜ ΰʺAIΥТϰ˔ЖНАϼ

Ϭ ằβϥЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻἇ τψϸЮжπ ⱧϬ╖ֲΰʺAI

Υϸкз˔ὓ▄ʺ ὓρ ὀΰʺ֫ Д˔ЌϬ ʺ 1ᵕχЎаАЕ

σςʺЯНϱиϯФзχ‰Μ ρꜛᾪḚ Ṑ ϬᶨΤΰʺг˔

Ѓ˔χ“ Ϭ◦כβϥЂ˔РІᵫ Υ τʺ Ḛ Ṑ Ϟ Ⱨʾ֫

χṜ Ṑ Υ ῟ρ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχϵРДрІ

Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ2Ad 2ἷ

Ϭ ρΰθГϺІЕЮАЈ˔Ѕχ

Ц˔ІχДЅЌиṪ τϢϥХиІϾϯЂ˔РІψʺ

χЂкϿ˔ЕЫ˔ϸ˔πΚϥ ᾚ

Ϭ βϥάρΥπΦϥχΤˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

D

ˢροϜֿפΜˣ

Ϭ ρΰθГϺІЕЮАЈ˔ЅЦ˔ІχДЅЌиṪ τϢ

ϥХиІϾϯЂ˔РІψʺ ᾚ ῟ᴮτḩΰοψϵРДрІΥ πΚ

Ϥʺᾝ ᵬπψ ᴣπΦσΜ

χᾚ ψ Ⱨʾ֫ σςϬ βϥϢΞτ χ ԍχ῟ᴮΥ―Πϣ

ϦϥʻPHRϯФзσςπ ⱧḚ ʾ֫ σςϬ“μθΞΠπʺAIτ

Ϣϥᾤ ᴟʾ‰ ᴟήϦθГϺІЕЮАЈ˔ЅϬ βṐ σςχЂ˔РІ

Υ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

AMED◙ ϢϤ Ṝ

Ђ˔РІᵫ Ⱨ
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NO Ḇכ ᵒ χếή
ϵРДрІ

χᶎם
τḩβϥЀЮрЕ

HCQ1-1-1
˛ Ⱨ

σֵ Ḛ

σֵ Ḛ ϬḚ ֵ ●χḗ χϜρ“Ξάρψ

CKD Ϭ βϥΤˁ
ếΨ βϥ

C

ˢֿפˣ

CKDІГ˔Ѕχ “ΣϢό χ Ϭ βϥᴦ ΥΚϥθϛʺ

ֵ Ḛ ϬḚ ֵ ●χḗ χϜρπ“ΞάρϬ βϥʻ

ⱧЯИЌзрϽϯФзˢPHRπ ⱧД˔ЌϬṜ ΰʺḚ ֵ ●Υ

Тϰ˔ЖНАϼϬ ằβϥˣϞʺקᶖֵ ◙ ФжАЕТ϶˔ЭˢPHR

ρ ὀΰʺ ⱧṜ Ϟֵ ᴣϬϷржϱрπẶ ΰσΥϣ◙ Ϭם☼β

ϥˣσςχЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχʺϵРДрІ

Ϭṍ ΰθΜʻ

HCQ1-1-2
˛ Ⱨ

σֵ Ḛ

ХиІϾϯЂ˔РІϞДЅЌиϯФзτϢϥ σֵ

Ḛ ϬḚ ֵ ●χḗ χϜρ“ΞάρψCKD

Ϭ βϥΤˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ϵРДрІ
Ḛ ֵ ●χḗ χϜρХиІϾϯЂ˔РІϞДЅЌиϯФзϬ Μθֵ

Ḛ Ϭ“Ξάρπʺ Ṑ ᴞϬ βϥᴦ ΥΚϥΥʺ₈ῇχϢϤ ⇔

σᾁ Υ πΚϥʻ

HCQ1-1-1πṜ∏ΰθᵫ Ⱨ Ϭ╥―τЂ˔РІᵫ Ϭ“μθΞΠπʺϵ

РДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HCQ1-2-1
˛ Ⱨ

σ ת ︡
σ ת ︡ψCKD Ϭ βϥΤˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ϵРДрІ CKDḆּיτΣΜο ת ︡ ᾢτϢϥCKD χ ῟ᴮψ ᶎπψσ

Μʻ

ⱧṜ ϯФзˢ ת ︡ ϬṜ ΰʺ1 χ ת ︡ Υ Μ ›ψϯ

ж˔Еπ ϣδϥṐ ˣχϢΞσЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺϵ

РДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HCQ1-2-2
˛ Ⱨ

σ ת ︡
σ ת ︡ψCKD Ϭ βϥΤˁ ếΨ βϥ

C

ˢֿפˣ

CKDḆּיτΣΜο χ χθϛʺ6g/ χ ת ︡ ᾢϬ β

ϥʻθιΰʺ ṍ ʺeGFRτ βϥ῟ᴮψ πΚϥ

ⱧṜ ϯФзˢ ת ︡ ϬṜ ΰʺ1 χ ת ︡ Υ Μ ›ψϯ

ж˔Еπ ϣδϥṐ ˣχϢΞσЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺά

ϦϣχʺϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HCQ1-2-3
˛ Ⱨ

σ ת ︡

ХиІϾϯЂ˔РІϞДЅЌиϯФзτϢϥ σ

ת ︡ψCKD ʺΣϢό Ϭ βϥΤˁ

ᾝⱲ πχ

ᴣψ₉
˔ σΰˢ CQτᵺ βϥ ᾅΥ ϣϦσΤμθʻˣ

HCQ1-2-1πṜ∏ΰθᵫ Ⱨ Ϭ╥―τЂ˔РІᵫ Ϭ“μθΞΠπʺϵ

РДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HCQ1-3-1
˛ Ⱨ

σθϭϊΨל ︡
σθϭϊΨל ︡ψCKD Ϭ βϥΤˁ ếΨ βϥ

B

ˢ ˣ

CKDχ “ ṍ ϒχ χ χθϛ θϭϊΨל Ϭ

βϥʻθιΰCKDχᾖכḆʾ Ϟ Ḇֵכ ʾ χ ϬḯϚ

› ֵ ᵲχзІϼ Ⱨ τ βϥϯЖПϯжрІϬ ᴣΰ › σ

ֵ χԁḤρΰο“Ξ ΥΚϥʻζχθϛτψ ӺḚ ֵ ●

ϬḯϚӺ Ў˔ЭρḆּיʾᴪ ρχ σ ὀΥẐϛϣϦϥ

PHRΤϣ ⱧД˔ЌϬ ΰʺ σθϭϊΨל ϬḯϚ Ϭ ӛβ

ϥϯФзʺθϭϊΨל ︡ЯИЌзрϽЄІГЭˢ ˑχ ︡ Ϭᴦ♪ᴟ

ΰʺ σ ︡ Ϭ Πθ ›τ Ϭ ϥṐ σςˣσςχЂ˔РІΥ

―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχʺϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HCQ1-3-2
˛ Ⱨ

σθϭϊΨל ︡

ХиІϾϯЂ˔РІϞДЅЌиϯФзτϢϥ σθ

ϭϊΨל ︡ψCKD Ϭ βϥΤˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ϵРДрІ ХиІϾϯЂ˔РІϞДЅЌиϯФзτϢϤʺḆּיχⱵ ϯЖПϯжрІχ

ΰ τνσΥϥᴦ ΥΚϥʻ

HCQ1-3-1πṜ∏ΰθᵫ Ⱨ Ϭ╥―τЂ˔РІᵫ Ϭ“μθΞΠπʺϵ

РДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HCQ1-4-1
˛ Ⱨ

σϸзϳЭ ︡
σϸзϳЭ ︡ψCKD ʾ Ϭ βϥΤ

ʾ ӛϬ

βϥ

ϵРДрІ σϸзϳЭ ︡ΥCKDχ ʾ Ϭ βϥΤτνΜοψʺ σϵ

РДрІΥσΜ

ⱧχṜ Ϭ“ΜʺAIτϢϥϸзϳЭ ︡ χḚ χṐ ϬⱱνPHRϯ

ФзσςΥ―ΠϣϦϥʻάϦϣτϢϤʺCKD ʾ χ ῟ᴮτν

ΜοʺϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HCQ1-4-2
˛ Ⱨ

σϸзϳЭ ︡

ХиІϾϯЂ˔РІϞДЅЌиϯФзτϢϥ σϸ

зϳЭ ︡ψCKD ʾ Ϭ βϥΤ

ᾝⱲ πχ

ᴣψ₉
˔ σΰˢϯУІЕжϼЕʾ ᾁ┤Ϭם☼ΰθΥᵺ ΥσΤμθʻˣ

ⱧχṜ Ϭ“ΜʺAIτϢϥϸзϳЭ ︡ χḚ χṐ ϬⱱνPHRϯ

ФзσςΥ―ΠϣϦϥʻάϦϣτϢϤʺCKD ʾ χ ῟ᴮτν

ΜοʺϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HCQ1-5-1
˛ Ⱨ

σ ∂Ϟᴮ ︡
σ ∂Ϟᴮ ︡ψCKD Ϭ βϥΤ ếΨ βϥ

B

ˢ ˣ
χ Ϭ βϥθϛτʺ ớ σ ∂χ ︡Ϭ βϥʻ

PHRΤϣ ⱧД˔ЌϬ ΰʺ ∂Ϟᴮ χ ︡ Ϭᴦ♪ᴟΰβϥϯФ

зʺ ∂ ︡ЯИЌзрϽЄІГЭˢ ˑχ ︡ Ϭᴦ♪ᴟΰʺ σ

︡ τ θσΜ ›τ Ϭ ϥṐ σςˣσςχЂ˔РІΥ―ΠϣϦ

ϥʻζχΞΠπʺάϦϣχʺϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HCQ1-5-2
˛ Ⱨ

σ ∂Ϟᴮ ︡
σ ∂Ϟᴮ ︡ψCKD Ϭ βϥΤ ӛβϥ

C

ˢֿפˣ

σ ∂ʾᴮ ︡ψ χ Ϭ βϥᴦ ΥΚϥΥʺ‰ϸ

зϳЭὬ χ τ ӪβϓΦπΚϥʻ

CKD χᴦ ΥΚϥθϛʺHCQ1-5-1τṜ∏ΰθᵫ Ⱨ Ϭ╥―

τЂ˔РІᵫ Ϭ“μθΞΠπʺάϦϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HCQ1-5-3
˛ Ⱨ

σ ∂Ϟᴮ ︡

ХиІϾϯЂ˔РІϞДЅЌиϯФзτϢϥ σ

∂Ϟᴮ ︡ψCKD ʾ Ϭ βϥΤˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ϵРДрІ ХиІϾϯЂ˔РІχ τϢϤʺ ∂ʾᴮ ︡Υ ᴥβϥᴦ ΥΚ

ϥʻ

HCQ1-5-1πṜ∏ΰθᵫ Ⱨ Ϭ╥―τЂ˔РІᵫ Ϭ“μθΞΠπʺϵ

РДрІ  Ϭṍ ΰθΜʻ

AMED◙ ϢϤ Ṝ
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NO Ḇכ ᵒ χếή
ϵРДрІ

χᶎם
τḩβϥЀЮрЕ

HCQ2-1 ˛֫ σ֫ ψCKD Ϭ βϥΤˁ
ʾ ӛϬ

βϥ

ϵРДрІ ḆּיϬ τ Ϭꜘ€βϥ ⁮Υ ΚϥϜχχʺᾝⱲ πψ

σ֫ ΥCKD Ϭ βϥ ϣΤσϵРДрІψσΜʻ

֫ ЯИЌзрϽϯФзˢᶨ ϬṜ ΰʺ Ṑ Д˔Ќρχ ḩϬ

βϥˣʺ֫ ФкϽжЭ ằPHRˢCKD ṍḆּיΰΪτ ᴟΰθ

ᴻ֫ ФкϽжЭˣσςΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺϵРДрІ Ϭ

ṍ ΰθΜʻ

HCQ2-2 ˛֫
ХиІϾϯЂ˔РІϞДЅЌиϯФзτϢϥ σ֫

ψCKD Ϭ βϥΤ

ʾ ӛϬ

βϥ

ϵРДрІ ХиІϾϯЂ˔РІϞДЅЌиϯФзτϢϥ σ֫ ΥCKD Ϭ ΰ

θϵРДрІψσΜ

֫ ЯИЌзрϽϯФзˢᶨ ϬṜ ΰʺ Ṑ Д˔Ќρχ ḩϬ

βϥˣʺ֫ ФкϽжЭ ằPHRˢCKD ṍḆּיΰΪτ ᴟΰθ

ᴻ֫ ФкϽжЭˣσςΥ―ΠϣϦϥʻДЅЌиϯФзτϢϥ σ֫

ψCKD Ϭ βϥΤχᵒ ♯ᾓψ ι“ϩϦοΜσΜιΪπΚ

Ϥʺ₈ῇ ᵒ ♯ᾓπ Ϭ‒Ϥ ϯϳЕϸЭ◙ ϬῬ ΰθ♯ᾓДЃ

ϱрσςτϢϥʺϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HCQ2-3 ˛֫
ṍCKDḆּיτ ΰο σ֫ ψCKD Ϭ

βϥΤˁ
ӛβϥ

B

ˢ ˣ

CKDḆּיτΣΜοʺ σ֫ ψ χ ᴥϬϜθϣβⱧψσΜΥʺ

Ṑ ˢGFRˣχᵠ ϬϜθϣβᴦ ΥΚϥθϛʺ Ϟ Ṑ Ϭ― ΰ

σΥϣᴦ σ Ӥπ“ΞάρϬ ӛβϥʻ

֫ ЯИЌзрϽϯФзˢᶨ ϬṜ ΰʺ Ṑ Д˔Ќρχ ḩϬ

βϥˣʺ֫ ФкϽжЭ ằPHRˢCKDḆּיΰΪτ ᴟΰθ ᴻ֫

ФкϽжЭˣσςχЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχʺϵ

РДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HCQ2-͐ ˛֫
ХиІϾϯЂ˔РІϞДЅЌиϯФзτϢϥ σ֫

ψCKD Ϭ βϥΤˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ϵРДрІ
ԁ χᾆẕπGFRχ ⱱτ πΚμθρχ ⁮ψΚϥΥʺᾝⱲ πψ

σϵРДрІψσΨʺԁ πᵲτ βϥ ᴣΥ τπΦοΜσΜὼ ΥΚ

ϥάρΤϣʺ σΰρΰθʻ

֫ ЯИЌзрϽϯФзˢᶨ ϬṜ ΰʺ Ṑ Д˔Ќρχ ḩϬ

βϥˣʺ֫ ФкϽжЭ ằPHRˢCKDḆּיΰΪτ ᴟΰθ ᴻ֫

ФкϽжЭˣσςχЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχʺϵ

РДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HCQ3-1
˛

ЀрЕк˔и

ϜΰΨψᵃ χḆּיτ“Ξ ⱧϘθψ֫ τϢ

ϥᾚ ᵒ ψCKDχ χθϛτ ήϦϥΤˁ
ӛβϥ

῟ᴮχ τ

βϥᶎ ψᾢ

πΚϥ

ϜΰΨψᵃ χḆּיτ“Ξ ⱧϘθψ֫ τϢϥᾚ ᵒ ψʺCKDχ

ˢ ʾϯиУЬр χ ᴥϞeGFRχ ᴞˣϬ βϥθϛ ӛήϦ

ϥʻᵒ Ϟ ψḆּיχ ὂϞ Ϭ― ΰο βϥʻ

PHRτ Д˔ЌϬṜ ΰʺ ᾚϬ ʻϘθ ⱧṜ Ϭ“ΞṐ Ϭ

δⱱκ֫ Ϭ ›ΰʺᾤ τ Ḛ ФжрϬ ằβϥσςχЂ˔РІ

Υ―ΠϣϦϥʻ ΰΨψᵃבֿ Ḇּיτ βϥᾚ ᵒ ψʺCKD

῟ᴮτνΜοψᾢ π ӛτρςϘμθΥʺᴦ ϬḦϙʺάϦϣ

χʺϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HCQ3-2
˛

ЀрЕк˔и

ϜΰΨψᵃ χΚϥCKDḆּיτ“Ξ ⱧϘθψ

֫ τϢϥᾚ ᵒ ψCKD Ϭ χθϛτ ή

ϦϥΤˁ

ếΨ βϥ

῟ᴮχ τ

βϥ χ

ᶎ ΥΚϥ

ϜΰΨψᵃ χḆּיτ“Ξ ⱧϘθψ֫ τϢϥᾚ ᵒ τϢϤʺ

Υ ήϦϥᴦ Ϟʺ Υᾚ βϥᴦ ΥΚϥθϛ

βϥʻᵒ Ϟ ψḆּיχ ὂϞ Ϭ― ΰο βϥʻ

PHRτ Д˔ЌϬṜ ΰʺ ᾚϬ ʻḚ ֵ ●χϯЖНϱІϬ

ΪϥṐ Ϭם ΰθϤʺ ⱧṜ ρ֫ Ϭ ›ΰʺᾤ τ Ḛ Фж

рϬ ằβϥσς ʾ › σ ϬṐ ρΰοⱱνЂ˔РІΥ―Πϣ

ϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχʺϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HCQ3-3
˛

ЀрЕк˔и

ДЅЌиХиІϬ Μθ ϒχᵒ ψCKDχ /

Ϭ βϥΤˁ

ᾝⱲ πχ

ᴣψ₉
˔ σΰ

PHRτ Д˔ЌϬṜ ΰʺ ᾚϬ ʻḚ ֵ ●χϯЖНϱІϬ

ΪϥṐ Ϭם ΰθϤʺ ⱧṜ ρ֫ Ϭ ›ΰʺᾤ τ Ḛ Фж

рϬ ằβϥσς ʾ › σ ϬṐ ρΰοⱱνЂ˔РІΥ―Πϣ

ϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχʺϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

AMED◙ ϢϤ Ṝ

Ђ˔РІᵫ Ⱨ
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NO Ḇכ ᵒ χếή
ϵРДрІ

χᶎם
τḩβϥЀЮрЕ

HCQ4-1
˛

ὬӊЀрЕк˔и
σὬӊЀрЕк˔иψCKD Ϭ βϥΤˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ϵРДрІ
CKD χθϛχ‭ӊ χ ψϵРДрІ χθϛ₉ πΚϥ

Υʺ˰‰ὬӊⱵ ϹϱЖжϱр2019˱π ήϦοΜϥ‭ӊ τ Ấΰθ

ὬӊḚ Ϭ βϥʻ

PHRτὬӊД˔ЌϬṜ ΰʺЕйрЖϬ ʻ‰ὬӊⱵ ϹϱЖжϱр

2019π ήϦοΜϥ‭ӊ τ ΰοʺ ΰθ ›ψ ϛʺ

χ ›ψ ӪϬ βʺσςχЮАЈ˔ЅṐ ϬⱱνЂ˔РІΥ―ΠϣϦ

ϥʻάϦϣχЮАЈ˔ЅṐ ΥʺὋ ► χЯЎЦ˔ЄдрτὌΥϤʺ 

τCKD τ῟ᴮΥΚϥΤʻάϦϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HCQ4-2
˛

ὬӊЀрЕк˔и
σὬӊЀрЕк˔иψCKD Ϭ βϥΤˁ ӛβϥ

῟ᴮχ τ

βϥᶎ ψᾢ

πΚϥʻ

σ‭ӊ χ τψήϣσϥϵРДрІϬ βϥΥʺ ◙ πψ

˰CKD ϹϱЖжϱр2023˱τלμθὬӊḚ Ϭ βϥʻ

PHRτὬӊД˔ЌϬṜ ΰʺЕйрЖϬ ʻ‰ὬӊⱵ ϹϱЖжϱр

2019π ήϦοΜϥ‭ӊ τ ΰοʺ ΰθ ›ψ ϛʺ

χ ›ψ ӪϬ βʺσςχЮАЈ˔ЅṐ ϬⱱνЂ˔РІΥ―ΠϣϦ

ϥʻάϦϣχЮАЈ˔ЅṐ ΥʺὋ ► χЯЎЦ˔ЄдрτὌΥϤʺ 

τCKD τ῟ᴮΥΚϥΤʻάϦϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθ

Μʻ

HCQ4-3
˛

ὬӊЀрЕк˔и

ХиІϾϯЂ˔РІϞДЅЌиϯФзτϢϥ σὬ

ӊЀрЕк˔иψCKD Ϭ βϥΤˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ϵРДрІ
CKD χθϛχ‭ӊ χ ψϵРДрІ χθϛ₉ πΚϥ

Υʺ˰‰ὬӊⱵ ϹϱЖжϱр2019˱π ήϦοΜϥ‭ӊ τ Ấΰθ

ὬӊḚ Ϭ βϥʻ

PHRτὬӊД˔ЌϬṜ ΰʺЕйрЖϬ ʻ‰ὬӊⱵ ϹϱЖжϱр

2019π ήϦοΜϥ‭ӊ τ ΰοʺ ΰθ ›ψ ϛʺ

χ ›ψ ӪϬ βʺσςχЮАЈ˔ЅṐ ϬⱱνЂ˔РІΥ―ΠϣϦ

ϥʻάϦϣχЮАЈ˔ЅṐ ΥʺὋ ► χЯЎЦ˔ЄдрτὌΥϤʺ 

τCKD τ῟ᴮΥΚϥΤʻάϦϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HCQ4-͐
˛

ὬӊЀрЕк˔и

ХиІϾϯЂ˔РІϞДЅЌиϯФзτϢϥ σὬ

ӊЀрЕк˔иψCKD Ϭ βϥΤˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ϵРДрІ σ‭ӊ χ τψήϣσϥϵРДрІϬ βϥΥʺ ◙ πψ

˰CKD ϹϱЖжϱр2023˱τלμθὬӊḚ Ϭ βϥʻ

PHRτὬӊД˔ЌϬṜ ΰʺЕйрЖϬ ʻ‰ὬӊⱵ ϹϱЖжϱр

2019π ήϦοΜϥ‭ӊ τ ΰοʺ ΰθ ›ψ ϛʺ

χ ›ψ ӪϬ βʺσςχЮАЈ˔ЅṐ ϬⱱνЂ˔РІΥ―ΠϣϦ

ϥʻάϦϣχЮАЈ˔ЅṐ ΥʺὋ ► χЯЎЦ˔ЄдрτὌΥϤʺ 

τCKD τ῟ᴮΥΚϥΤʻάϦϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθ

Μʻ

HCQ5-1

˛

жϱТІЌϱиχᵠ

ˢỨנʾ σ ˣ

(ХиІϾϯЂ˔РІϞДЅЌиϯФзτϢϥ)Ứנψ

CKD ʾ Ϭ βϥΤ
ӛβϥ

῟ᴮχ τ

βϥᶎ ψᾢ

πΚϥ

ˀ 10 ḧχ ṍḧχỨנψʺṹיּנχ Ṑ ᴞзІϼϬ ᾚήδϥᴦ

Υꜘ€ήϦϥʻỨכ◦נϯФз τϢϥỨנⱵ Υ ϯϳЕϸЭτẉϖβֲ

ốψ ι ⁮ήϦοΜσΜʻ₈ῇήϣσϥᾆẕ ᴮχ Υ πΚϥ

ϢϤ ΨχϵРДрІ Υ ρ―ΠϥάρΤϣʺỨנ ṜϞỨנὋ

χ Ṑ Ϭ ΠʺήϣτӺ◖ϞỨנϸϳрЈж˔ρχ ὀṐ Ϭם β

ϥσςʺḆּיχЯЎЦ˔ЄдрϬ‰ϛỨנὋ ϬЂЪ˔ЕβϥṐ Ϭⱱν

ϯФзσςχЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχʺϵРДрІ

Ϭṍ ΰθΜʻ

HCQ5-2

˛

жϱТІЌϱиχᵠ

ˢỨנʾ σ ˣ

(ХиІϾϯЂ˔РІϞДЅЌиϯФзτϢϥ) σ

ψCKD ʾ Ϭ βϥΤ

ʾ ӛϬ

βϥ

ϵРДрІ
ΣϢό χלχ ᴞψCKD ʾ χзІϼρσϥᴦ Υꜘ€

ήϦοΜϥʻ τ βϥДЅЌи “ Υ ϯϳЕϸЭτẉϖβ

ֲốψ ι ⁮ήϦοΜσΜʻ₈ῇήϣσϥᾆẕ ᴮχ Υ πΚϥ

ΣϢό χלχ ᴞψCKD ʾ χзІϼρσϥᴦ Υ

ꜘ€ήϦοΜϥʻ χלϞⱲḧϬṜ ΰʺAIΥ σ ϬϯЖНϱІ

βϥσςχPHRЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺϵРДрІ Ϭ

ṍ ΰθΜʻ

HCQ5-3

˛

жϱТІЌϱиχᵠ

ˢỨנʾ σ ˣ

ˢХиІϾϯЂ˔РІϞДЅЌиϯФзτϢϥˣ

σԐ ψCKD ʾ Ϭ βϥΤˁ
ӛβϥ

C

ˢֿפˣ

ὖ χԐ ψיּ Ϟ Ṑ ᴞχзІϼΥ Ψʺ‰ χԐ ψ χ

зІϼΥ‰Μθϛʺ‰ χԐ ψ ΪϥϓΦπΚϥʻỨ ʾᾚ ϯФзΥ

ϯϳЕϸЭτẉϖβֲốϬ ᴣΰθᾆẕψ ι ⁮ήϦοΣϣγʺ₈ῇήϣ

σϥᾆẕ ᴮχ Υ πΚϥʻ

Ứ ʾ ṜϞỨ ʾ Ὃ χ Ṑ Ϭ ΠʺήϣτӺ◖ϞỨ ʾ

ϸϳрЈж˔ρχ ὀṐ Ϭם βϥσςʺḆּיχЯЎЦ˔ЄдрϬ

‰ϛỨ ʾ Ὃ ϬЂЪ˔ЕβϥṐ ϬⱱνϯФзσςχЂ˔РІΥ―

ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχʺϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

AMED◙ ϢϤ Ṝ

Ђ˔РІᵫ Ⱨ
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NO Ḇכ ᵒ χếή
ϵРДрІ

χᶎם
τḩβϥЀЮрЕ

HQ1 ˛֫
֫ ψʺ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τ

Τˁ
ӛβϥ

֫ ψʺ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τ ῟πΚϥʻάϦϘπχρ

άϧ Ṫ Ϭᶨ βϥάρτϢμοʺ῟ᴮΥ ếβϥᴦ ψ Μ

֫ ФкϽжЭτΣΜοʺế χ τϢϤӲⱱʾ Υ ῟ρ―Πϣ

Ϧʺἇ σЊзв˔ЄдрϬ αοζχ῟ᴮϬᾁ βϥЂ˔РІΥ―Π

ϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ2 ˛֫
֫ ψʺ ᶨṐ ˢADLˣχΰ ʺӲⱱʺ

ᴞ τ Τˁ
ӛβϥ

֫ ψʺ ᶨṐ ˢADLˣχΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τ πΚϥʻ

άϦϘπχράϧʺ Ṫ Ϭᶨ βϥάρτϢμο֫ χ῟ᴮΥ ếβ

ϥᴦ ψ Μ

ЯНϱиϯФзϞWebЂ˔РІϬ αοADLϬṜ ʾḚ βϥάρπ

ϒχיּ σЀЬвИϾ˔ЄдрϬ ΰ῟ᴮϬ‰ϛϥЂ˔РІΥ―Π

ϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ3 ˛֫
֫ ψʺ֫ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τ

Τˁ
ếΨ βϥ

֫ ψʺ Ṑ ᴞϬ βϥ‰ τΣΜοϜ֫יּ Ṑ χΰ ʺӲ

ⱱʺ ᴞ τ ῟πΚϥʻ Ṫ Ϭᶨ ΰθ֫ τνΜοϜ σᴦ

ΥꜘήϦοΜϥΥʺ Υΰ βϥΤ ΤτνΜοψ πΚϥ

НжрІГІЕϞỪ Ϭם☼ΰІЀϯϬ Ṝ βϥϯФзг˔Ѓτ

Ω σ֫ ФжрϬ ӛβϥAIᶨ ἷФкϽжЭσςϬ ằβϥЂ˔РІ

Υ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ4 ˛֫
֫ ψʺ“ ʾ ˢBPSDˣχ ʺὖᾚτ

Τˁ
ӛβϥ

֫ ψʺԁ χ“ ʾ ˢBPSDˣχ ʺὖᾚτ ῟σᴦ Υ

ΚϥʻάϦϘπχράϧʺ Ṫ Ϭᶨ βϥάρτϢϥ῟ᴮψ πΚϥʻ

VRϞЌУйАЕϬᶨ ΰᶚΰϙσΥϣ Ϭ ΤβϿ˔ЭϞ σςЂ˔

РІΥ―ΠϣϦϥʻ

₈ῇχϵРДрІ Ϟᾆẕᶨ τṍ ΰθΜʻ

HQ5 ˛֫ ֫ ψʺ χзІϼϬ ᾚήδϥΤˁ ӛβϥ

ᶨ ψ зІϼϬ ᾚβϥᴦ ΥΚϤʺ֫ Ϭ ΰο

ϜϢΜʻάϦϘπχράϧʺ Ṫ Ϭᶨ ΰθ֫ τ зІϼ

Ϭ ᾚήδϥ῟ᴮψꜘήϦοΜσΜʻ

AI Ϭᶨ ΰᾤˑ τΩ ᴟΰθФкϽжЭϬ ằβϥЂ˔РІΥ―Πϣ

Ϧϥʻἇ σЊзв˔ЄдрϬ αοζχ῟ᴮϬᾁ ΰοΜΨ ΥΚ

ϥʻζχ πϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ1 ˛ֵ
ֵ ψʺ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τ

Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ֵ χ τψʺ Ṑ ΰ ʺ ᴞ τ῟ᴮΥṍ πΦϥϜχΥΚ

ϥʻΰΤΰσΥϣʺᵒ ϞṍḧΥϘκϘκπΚϤʺήϣσϥᾁ Υ

πΚϥʻ

⁯ ᵰχᾆẕ τṁξΦֵ χ ︡Ϭ ΰθϤḚ βϥϯФзʺḚ

ֵ ●χϯЖНϱІΥ ΪϣϦϥϯФзϜ ằήϦοΜϥʻζϦϣϬᶨ

ΰθϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ2 ˛ֵ
ֵ ψʺ ᶨṐ ˢADLˣχΰ ʺӲⱱʺ

ᴞ τ Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ֵ ψʺADLϬΰ ʺӲⱱʺ ᴞ ήδϥᴦ ψΚϥΥʺ₈ῇχᾁ

Υ πΚϥʻ

⁯ ᵰχᾆẕ τṁξΦֵ χ ︡Ϭ ΰθϤḚ βϥϯФзʺḚ

ֵ ●χϯЖНϱІΥ ΪϣϦϥϯФзϜ ằήϦοΜϥʻ Ṑ χ

ӲⱱϞ ᴞ ♁τϢϤADLχΰ ʺӲⱱʺ ᴞ ♁τ῟ᴮΥΚϥΤʺζ

ϦϣϬᶨ ΰθϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ3 ˛ֵ
ֵ ψʺ֫ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τ

Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ὖ ʺ χ τ βϥ σֵ χ֫ Ṑ ϒχ῟ᴮψ

πΚϥʻ

⁯ ᵰχᾆẕ τṁξΦֵ χ ︡Ϭ ΰθϤḚ βϥϯФзʺḚ

ֵ ●χϯЖНϱІΥ ΪϣϦϥϯФзϜ ằήϦοΜϥʻ Ṑ χ

ӲⱱϞ ᴞ ♁τϢϤ֫ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ ♁τ῟ᴮΥΚϥΤʺ

ζϦϣϬᶨ ΰθϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ4 ˛ֵ
ֵ ψʺ“ ʾ ˢBPSDˣχ ʺὖᾚτ

Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ֵ χὖ ʺ χ τ βϥBPSDχ Ϟὖᾚϒχ῟ᴮψ

πΚϥʻ

⁯ ᵰχᾆẕ τṁξΦֵ χ ︡Ϭ ΰθϤḚ βϥϯФзʺḚ

ֵ ●χϯЖНϱІΥ ΪϣϦϥϯФзϜ ằήϦοΜϥʻ Ṑ χ

ӲⱱϞ ᴞ ♁τϢϤBPSDχ Ϟὖᾚτ῟ᴮΥΚϥΤʺζϦϣϬᶨ

ΰθϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ5 ˛ֵ ֵ ψʺ χзІϼϬ ᾚήδϥΤˁ
ʾ ӛϬ

βϥ

ֵ ψʺ χзІϼϬ ᾚήδϥᴦ ΥΚϥΥʺ₈ῇχᾁ

Υ πΚϥʻάϦϘπχράϧʺ Ṫ Ϭᶨ ΰθֵ τʺ

зІϼϬ ᾚήδϥ῟ᴮψꜘήϦοΜσΜʻ

AI Ϭᶨ ΰᾤˑ τΩ ᴟΰθФкϽжЭϬ ằβϥЂ˔РІΥ―Πϣ

Ϧϥʻἇ σЊзв˔ЄдрϬ αοζχ῟ᴮϬᾁ ΰοΜΨ ΥΚ

ϥʻζχΞΠπʺϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

AMED◙ ϢϤ Ṝ

Ђ˔РІᵫ Ⱨ
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NO Ḇכ ᵒ χếή
ϵРДрІ

χᶎם
τḩβϥЀЮрЕ

HQ1 ˛ Ἡ
Ἡ ψʺ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τ

Τˁ
ӛβϥ

Ἡ Υ Ṑ τ ΰο πΚμθρΜΞ ⁮ΥᾋϣϦϥΥʺ ṍḧ

῟ᴮΥⱱ βϥΤτνΜοψϵРДрІΥ ΰοΜϥʻ Ṫ τνΜοʺ

ˑσᶨ ΥᾋϣϦʺ πΚϥρχ ⁮ΥΚϥΥʺЂрФиЂϱЇΥ ή

ΜάρΥ◙ ήϦοΜϥʻ

Ṑ Ἡ τᴥΠοʺ Ṑ Ϭ βϥФкϽжЭρ›ϩδο῟ᴮϬ

ᶎ ΰοΜΨЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻἇ σЊзв˔ЄдрϬ αοζ

χ῟ᴮϬᾁ ΰοΜΨ ΥΚϥʻζχΞΠπʺάϦϣχϵРДрІ

Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ2 ˛ Ἡ
Ἡ ψʺ ᶨṐ ˢADLˣχΰ ʺӲⱱʺ

ᴞ τ Τˁ
ӛβϥ

Ἡ ψʺMCIΣϢό χ χADLτ ΰο ῟σᴦ ΥΚϤʺ֫

ρχ ›ᵒ Ϝ῟ᴮΥṍ ήϦϥΥʺζχϵРДрІψ ΰοΜϥʻ

Ṫ Ϭᶨ βϥάρτϢϤ῟ᴮΥ ếβϥϵРДрІψ ΰΜϜχχʺVRϬ

Μθ Ἡ ˢIADLἩ ˣψʺIADLϬᵠ ήδϥᴦ ΥΚϥʻ

AIϞVRʾARϬᶨ ΰθЂ˔РІϜ ∕ΰοΣϤʺάϦϣϬ ϙ₅ϭι

Ђ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχ σϥϵРДрІ Ϭṍ

ΰθΜʻ

HQ3 ˛ Ἡ
Ἡ ψʺ֫ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τ

Τˁ
ӛβϥ

Ἡ Υ π֫ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τṄ βϥρχϵРДр

Іψ ΰΜʻ֫ ρ Ἡ ρϬ Ⱳτ“ΞDTπψ֫ Ṑ Υᵠ βϥᴦ

ΥΚϥʻ Ṫ χᶨ τϢϤ῟ᴮΥ ếβϥᴦ Υꜘ€ήϦϥʻ

AIϞVRʾARϬᶨ ΰθЂ˔РІϜ ∕ΰοΣϤʺάϦϣϬ ϙ₅ϭι

Ђ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχ σϥϵРДрІ Ϭṍ

ΰθΜʻ

HQ4 ˛ Ἡ
Ἡ ψʺ“ ʾ ˢBPSDˣχ ʺὖᾚτ

Τˁ
ӛβϥ

Ἡ ψ ᴞϬ βϥּיχΞν χᵠ τ ῟πΚϥᴦ ΥΚ

ϥʻϘθʺ Ἡ χὲ ‰ ϞMCIχיּ τ βϥϯОЄ˔χ ᾚ῟ᴮϞ

χ τ βϥζχ χ“ ʾ τ βϥ ῟ Ϝꜘ€ήϦθʻ

ԁ ʺЌУйАЕ ϞϿ˔ЭṐṀϬ ΰο Ӫʾ Ϭ‰ϛθ▼ὣϬ

Μθ Ἡ ΥΞν τ Πϥֲốψԁ ΰθᾋᵔΥ ϣϦοΜσΜʻ

AIϞVRʾARϬᶨ ΰθЂ˔РІϜ ∕ΰοΣϤʺάϦϣϬ ϙ₅ϭι

Ђ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχ σϥϵРДрІ Ϭṍ

ΰθΜʻ

HQ5 ˛ Ἡ Ἡ ψʺ χзІϼϬ ᾚήδϥΤˁ
ʾ ӛϬ

βϥ

ὲ ‰ MCIχʺיּ Ϭ τ Ἡ χ зІϼχ ᾚτ β

ϥ῟ᴮϬם πΦθᵒ ᾆẕψσΜʻϘθʺ χḩיּ Ϭᾁ ΰθᵒ ᾆẕ

ψ ςσΜʻζχθϛ ῟ ψ πΚϥʻ

Ṑ Ἡ τᴥΠοʺ Ṑ Ϭ βϥФкϽжЭρ›ϩδο῟ᴮϬ

ᶎ ΰοΜΨЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻἇ σЊзв˔ЄдрϬ αοζ

χ῟ᴮϬᾁ ΰοΜΨ ΥΚϥʻζχΞΠπʺϵРДрІ Ϭṍ ΰ

θΜʻ

HQ1 ˛ᾝםᾋ ꜡Ἡ
ᾝםᾋ ꜡Ἡ ψʺ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ

τ Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ᾝםᾋ ꜡Ἡ ψ χ χ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τ ῟σᴦ

ΥΚϥΥʺζχϵРДрІψ πΚϥʻὖ ᵲ

MildCognitiveImpairmentˢMCIˣχ Ϟὲ ‰ ϒχϵРДрІψיּ

ΰοΜϥʻ Ṫ Ϭᶨ βϥάρτϢμοʺ῟ᴮΥ ếβϥρΜΞϵРДр

Іψ ΰΜʻ

AIϬᶨ ΰο ᶨτΣΪϥⱲḧʺ ʺ ⱧϞṗ σςχ ꜡

τ ΦΤΪϥϢΞσ ἷχФкЍϼЕϞДНϱІϬ ằβϥσςϜ―Π

ϣϦϥʻζϦϣϬᶨ ΰθ₈ῇχϵРДрІ Ϟᾆẕᶨ τṍ ΰθ

Μʻ

HQ2 ˛ᾝםᾋ ꜡Ἡ
ᾝםᾋ ꜡Ἡ ψʺ ᶨṐ ˢADLˣχΰ ʺӲ

ⱱʺ ᴞ τ Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ᾝםᾋ ꜡Ἡ ΥADLχΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τ ρχϵРДрІψ ΰ

Μʻ Ṫ χᶨ τḩβϥϵРДрІϜ τ ΰΜʻ

AIϬᶨ ΰο ᶨτΣΪϥⱲḧʺ ʺ ⱧϞṗ σςχ ꜡

τ ΦΤΪϥϢΞσ ἷχФкЍϼЕϞДНϱІϬ ằβϥσςϜ―Π

ϣϦϥʻ Ṑ χӲⱱϞ ᴞ ♁τϢϤADLχΰ ʺӲⱱʺ ᴞ ♁

τ῟ᴮΥΚϥΤʺζϦϣϬᶨ ΰθϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ3 ˛ᾝםᾋ ꜡Ἡ
ᾝםᾋ ꜡Ἡ ψʺ֫ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ

τ Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ᾝםᾋ ꜡Ἡ Υ֫ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τ ρχϵРДрІψ

ΰΜʻ Ṫ χᶨ τḩβϥϵРДрІϜ τ ΰΜʻ

AIϬᶨ ΰο ᶨτΣΪϥⱲḧʺ ʺ ⱧϞṗ σςχ ꜡

τ ΦΤΪϥϢΞσ ἷχФкЍϼЕϞДНϱІϬ ằβϥσςϜ―Π

ϣϦϥʻ Ṑ χӲⱱϞ ᴞ ♁τϢϤ֫ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ

♁τ῟ᴮΥΚϥΤʺζϦϣϬᶨ ΰθϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ4 ˛ᾝםᾋ ꜡Ἡ
ᾝםᾋ ꜡Ἡ ψʺ“ ʾ ˢBPSDˣχ ʺ

ὖᾚτ Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ᾝםᾋ ꜡Ἡ ψ χיּ Ξν Ϟ“ τψ῟ᴮΥ ΰΜᴦ

ΥΚϥʻMCIּיϞὲ ‰ τיּ βϥϵРДрІψ ΰοΜϥʻ Ṫ Ϭ

ᶨ βϥάρτϢμοʺ῟ᴮΥ ếβϥρΜΞϵРДрІψ ΰΜʻ

AIϬᶨ ΰο ᶨτΣΪϥⱲḧʺ ʺ ⱧϞṗ σςχ ꜡

τ ΦΤΪϥϢΞσ ἷχФкЍϼЕϞДНϱІϬ ằβϥσςϜ―Π

ϣϦϥʻ Ṑ χӲⱱϞ ᴞ ♁τϢϤBPSDχ Ϟὖᾚτ῟ᴮΥΚ

ϥΤʺζϦϣϬᶨ ΰθϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ5 ˛ᾝםᾋ ꜡Ἡ
ᾝםᾋ ꜡Ἡ ψʺ χзІϼϬ ᾚήδϥ

Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ᾝםᾋ ꜡Ἡ Υ зІϼχὖᾚτ ρχϵРДрІψ ΰΜʻ

Ṫ χᶨ τḩβϥϵРДрІϜ τ ΰΜʻ

AIϬᶨ ΰο ᶨτΣΪϥⱲḧʺ ʺ ⱧϞṗ σςχ ꜡

τ ΦΤΪϥϢΞσ ἷχФкЍϼЕϞДНϱІϬ ằβϥσςϜ―Π

ϣϦϥʻζϦϣϬᶨ ΰθ₈ῇχϵРДрІ Ϟᾆẕᶨ τṍ ΰθ

Μʻ

Ђ˔РІᵫ Ⱨ

AMED◙ ϢϤ Ṝ
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NO Ḇכ ᵒ χếή
ϵРДрІ

χᶎם
τḩβϥЀЮрЕ

HQ1 ˛ ᶧᵒ
ᶧᵒ ψʺ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τ

Τˁ
ếΨ βϥ

ᶧᵒ ψ χ χ Ṑ χΰ τ ῟πΚϥʻϯиБМϱЫ˔

ˢADˣχ ʺὖ ᵲMildCognitiveImpairmentˢMCIˣχ ʺὲ ‰

τϜיּ ῟σᴦ ΥΚϥʻάϦϘπχράϧ Ṫ Ϭᶨ βϥάρτ

Ϣμοʺ῟ᴮΥ ếβϥρΜΞϵРДрІψ ΰΜʻ

Ṑ Ϟ χЎϴАϼϬᾕτ ᶧᵒ Ϭ“ΞϷржϱрἷχЂ˔

РІϜ ∕ΰοΜϥʻAI Ϭᶨ ΰᾤˑ τΩ ᴟΰθФкϽжЭϬ ằ

βϥЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻἇ σЊзв˔ЄдрϬ αοζχ῟ᴮϬ

ᾁ ΰοΜΨ ΥΚϤʺάϦϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ2 ˛ ᶧᵒ
ᶧᵒ ψʺ ᶨṐ ˢADLˣχΰ ʺӲⱱʺ

ᴞ τ Τˁ
ӛβϥ

ᶧᵒ ψʺὲ ‰ MCIϞʺיּ χ χADLχΰ ʺӲⱱʺ ᴞ

τ πΚϥᴦ ΥΚϥ

AI Ϭᶨ ΰθᾤ Ω ᴟήϦθ ᶧᵒ ФкϽжЭЂ˔РІΥ―ΠϣϦ

ϥʻζχΞΠπʺάϦϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ3 ˛ ᶧᵒ
ᶧᵒ ψʺ֫ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τ

Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ᶧᵒ ψʺ֫ Ṑ χ ᴣ ρσμοΜσΜᾆẕΥ Ψʺζχ῟ᴮψ

πΚϥʻ

AI Ϭᶨ ΰθᾤ Ω ᴟήϦθ ᶧᵒ ФкϽжЭЂ˔РІΥ―ΠϣϦ

ϥʻ֫ Ṑ χ ᴣϬФкϽжЭχ τϜ︡Ϥ ϦϥάρπʺάϦϣχϵ

РДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ4 ˛ ᶧᵒ
ᶧᵒ ψʺ“ ʾ ˢBPSDˣχ ʺὖᾚτ

Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ
ᶧᵒ ΥBPSDχ ʺὖᾚτ ρΜΞϵРДрІψ ΰΜʻ

AI Ϭᶨ ΰθᾤ Ω ᴟήϦθ ᶧᵒ ФкϽжЭЂ˔РІΥ―ΠϣϦ

ϥʻ Ṑ χӲⱱϞ ᴞ ♁τϢϤBPSDχ Ϟὖᾚτ῟ᴮΥΚϥ

ΤʺζϦϣϬᶨ ΰθϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ5 ˛ ᶧᵒ ᶧᵒ ψʺ χзІϼϬ ᾚήδϥΤˁ
ʾ ӛϬ

βϥ

ᶧᵒ ψʺὲῴ‰ MCIΣϢόʺיּ χ χ Ṑ χӲⱱϞᵠ ῟

ᴮτṄ βϥᴦ Υꜘ€ήϦʺζχὫᴮʺ зІϼϬ ᾚήδϥ

ᴦ ΥΚϥʻᶆᾆẕτΣΜο ֫ ʺ Ἡ ʺֵ ◙ ᵓזּʺ ᶨ

Ϭ ϙ›ϩδθ ӽᵒ Υ ῟πΚϥάρΥᶎ ήϦοΜϥʻΰΤΰʺ

ζχϜχϬ ᴞΰθρβϥϵРДрІψ πΚϥʻ

AIϞДЅЌиϬᶨ ΰοᾤˑ τΩ ᴟήϦθᵒ ФкϽжЭϬ ằβϥ

Ђ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ1 ˛ᴝᶚ
ᴝᶚ ψʺ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τ

Τˁ
ӛβϥ

ᴝᶚ τϢϤ Ṑ Υᵠ ΰθρΜΞ ⁮Υ ήϦοΣϤʺὖ

ᵲMildCognitiveImpairmentˢMCIˣϞ χ τ ΰοχ ῟ Υꜘ

ήϦοΜϥʻάϦϘπχράϧʺ Ṫ Ϭᶨ βϥάρτϢμοʺ῟ᴮΥ

ếβϥρΜΞϵРДрІψϕρϭςσΜʻ

⁯πψFDAχ Ϭ οΜϥϢΞσДНϱІʾЂ˔РІϜ ∕ΰʺά

ϦϣϬᴂ ΰθЂ˔РІϜ―ΠϣϦϥʻζχϢΞσṪ ϞЂ˔РІχ῟ᴮ

ᾁ ϬΰοΜΨⱧΥ ρ―ΠϣϦʺάϦϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθ

Μʻ

HQ2 ˛ᴝᶚ
ᴝᶚ ψʺ ᶨṐ ˢADLˣχΰ ʺӲⱱʺ

ᴞ τ Τˁ
ӛβϥ

ὲῴ‰ Ϟיּ χ χADLχΰ ʾӲⱱʾ ᴞ χθϛτᴝᶚ ψ

῟σᴦ ΥΚϥʻ Ṫ τḩβϥ ⁮ψσΨʺ῟ᴮψ πΚϥʻ

⁯πψFDAχ Ϭ οΜϥϢΞσДНϱІʾЂ˔РІϜ ∕ΰʺά

ϦϣϬᴂ ΰθЂ˔РІϜ―ΠϣϦϥʻζχϢΞσṪ ϞЂ˔РІχ῟ᴮ

ᾁ ϬΰοΜΨⱧΥ ρ―ΠϣϦʺάϦϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθ

Μʻ

HQ3 ˛ᴝᶚ
ᴝᶚ ψʺ֫ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τ

Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

‰ יּ χ֫ Ṑ τ βϥᴝᶚ χ῟ᴮϬᾁ ΰθᾆẕψϕρϭ

ςσΨʺḢ╔ᾆẕτᾢϣϦοΜϥʻζχθϛʺᴝᶚ χ֫ Ṑ τ βϥ

῟ᴮψ πΚϥ

⁯πψFDAχ Ϭ οΜϥϢΞσДНϱІʾЂ˔РІϜ ∕ΰʺά

ϦϣϬᴂ ΰθЂ˔РІϜ―ΠϣϦϥʻ Ṑ χӲⱱϞ ᴞ ♁τϢϤ

֫ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ ♁τ῟ᴮΥΚϥΤʺζϦϣϬᶨ ΰθϵР

ДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ4 ˛ᴝᶚ
ᴝᶚ ψʺ“ ʾ ˢBPSDˣχ ʺὖᾚτ

Τˁ
ӛβϥ ᴝᶚ ψΣΣϚφBPSDχᵠ τ πΚϥʻ

ІЌрТ϶˔Жχ ṛ ᾆẕτΣΜοʺϵРДрІΥ⌠ϣϦοΣϤʺ

BPSDχ ϒχ῟ᴮϬЦ˔ІτFDAχ Ϭ οΜϥϜχϜ ∕ΰοΜ

ϥʻ τᴂ ΰθЂ˔РІσςϜ―ΠϣϦϥΥʺάϦϣϬḯϛЂ˔РІϬ

ᵫʾ ẉΰοΜΨάρΥ πΚϤʺ σϥϵРДрІ Ϭṍ ΰθ

Μʻ

HQ5 ˛ᴝᶚ ᴝᶚ ψʺ χзІϼϬ ᾚήδϥΤˁ
ʾ ӛϬ

βϥ

ᴝᶚ τϢϥ зІϼζχϜχϬ τ ᾚΰΞϥΤςΞΤτ

ḩβϥ ⁮ψσΨʺᾝⱲ πχ зІϼ ᾚ῟ᴮψ πΚϥʻ

⁯πψFDAχ Ϭ οΜϥϢΞσДНϱІʾЂ˔РІϜ ∕ΰʺά

ϦϣϬᴂ ΰθЂ˔РІϜ―ΠϣϦϥʻζϦϣϬᶨ ΰο χз

ІϼϬ ᾚβϥⱧϒχ ῟ τνΜοϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

AMED◙ ϢϤ Ṝ

Ђ˔РІᵫ Ⱨ
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NO Ḇכ ᵒ χếή
ϵРДрІ

χᶎם
τḩβϥЀЮрЕ

HQ1 ˛ᵕ
ᵕ ψʺ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τ

Τˁ
ӛβϥ

ᵕ ψʺ χ χ Ṑ χΰ τ ῟σᴦ ΥΚϥʻϯиБМ

ϱЫ˔ ˢADˣχ ʺὖ ᵲMildCognitiveImpairmentˢMCIˣχ

ʺὲ ‰ τϜיּ ῟σᴦ ΥΚϥʻ Ṫ Ϭᶨ βϥάρτϢμοʺ

῟ᴮΥ ếβϥᴦ ψ Μʻ

AIϞIoTϬᶨ ΰοṜᴓχ Τϣ Ⱨּיτᾤ Ω ᴟήϦθФкϽжЭ

Ϭ ằβϥЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχϵРДрІ

Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ2 ˛ᵕ
ᵕ ψʺ ᶨṐ ˢADLˣχΰ ʺӲⱱʺ

ᴞ τ Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ᵕ Υʺ Ṑ ᴞϬ βϥ χADLτ βϥ῟ᴮϬ βϥΤ Τψ

πΚϥʻ Ṫ Ϭᶨ βϥάρτϢμοʺ῟ᴮΥ ếβϥΤ ΤϜ

πΚϥʻ

ᵕ Ϭᶨ ΰθЂ˔РІχ ρ›ϩδοADLχД˔ЌϬ︡ ΰο

῟ᴮϬᾋớϛοΜΨЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπϵРДрІ Ϭ

ṍ ΰθΜʻ

HQ3 ˛ᵕ
ᵕ ψʺ֫ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τ

Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

‰ יּ χ֫ Ṑ τ βϥᵕ χ῟ᴮϬᾁ ΰθᾆẕψσΜʻ

ζχθϛʺᵕ χ֫ Ṑ τ βϥ῟ᴮψ πΚϥʻ Ṫ Ϭ Μθ

ᵕ χ῟ᴮϜ πΚϥʻ

ᵕ Ϭᶨ ΰθЂ˔РІχ ρ›ϩδο֫ Ṑ τḩβϥД˔ЌϬ

︡ ΰο῟ᴮϬᾋớϛοΜΨЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺϵРД

рІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ4 ˛ᵕ
ᵕ ψʺ“ ʾ ˢBPSDˣχ ʺὖᾚτ

Τˁ
ӛβϥ

ᵕ ψʺ Ṑ ᴞϬ βϥ χΞν χᵠ τ ῟σᴦ ΥΚ

ϥʻζχ χBPSDτ βϥ ῟ ψ πΚϥʻЌУйАЕPC Ϭ Μο

ᾤ Ϭ‰ϛϥάρπʺΞνϞϯОЄ˔ϒχ῟ᴮΥΰ βϥᴦ ΥΚϥʻ

AI Ϭᶨ ΰθᵕ Ђ˔РІτϢϤ σϾϯϬ“ΞⱧπBPSDχ

ϞὖᾚϬṍ ΰθЂ˔РІ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχϵРД

рІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ5 ˛ᵕ ᵕ ψʺ χзІϼϬ ᾚήδϥΤˁ
ʾ ӛϬ

βϥ

ὲ ‰ MCIχʺיּ Ϭ ρΰο зІϼ ᾚτ βϥᵕ

χ῟ᴮϬᾁ ΰθᾆẕψσΜʻζχθϛʺᵕ χ зІϼ

ᾚτ βϥ῟ᴮψ πΚϥʻ

ДЅЌиЀрГрБϞAIϬᶨ ΰο Ϭ Ϟβσςχᵕ Ϭᶨ

ΰθЂ˔РІσςΥ ∕βϥʻζϦϣϬʺὲ ‰ ϞMCIχיּ Ϭ

ρΰο ΜθιΨⱧΥ ρ―ΠϣϦʺάϦϣχϵРДрІ Ϭṍ

ΰθΜʻ

HQ1 ˛
ψʺ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τ

Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

Υ ΚϥΜψMCIχ χ Ṑ Ϭΰ ήδϥ῟ᴮψ ΰΜρ

―ΠϣϦϥʻάϦϘπχράϧ Ṫ ᶨ τϢϥ῟ᴮ ếχᴦ ψ π

Κϥʻ

Ⱨּיρᴪ ϞᵒῐּיρχЀЬвИϾ˔ЄдрϬ ΰθϤʺקᶖπϜЀ

ЬвИϾ˔ЄдрϬᴦ ρβϥЂ˔РІσςΥ―ΠϣϦϥʻ σϾϯ

Ϭ“ΞⱧπ Ṑ χӲⱱϞ ᴞ ♁χ῟ᴮם Ϭ φοΜΨ ΥΚ

ϤʺϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ2 ˛
ψʺ ᶨṐ ˢADLˣχΰ ʺӲⱱʺ

ᴞ τ Τˁ
ӛβϥ

χΞκ “ Υ ΚϥΜψMCIχ χADLΣϢόQOLχ

ΰ τ ῟πΚϥᴦ ΥΚϥʻάϦϘπχράϧ Ṫ ᶨ τϢϥ῟ᴮ

ếχᴦ ψ πΚϥʻ

Ⱨּיρᴪ ϞᵒῐּיρχЀЬвИϾ˔ЄдрϬ ΰθϤʺקᶖπϜЀ

ЬвИϾ˔ЄдрϬᴦ ρβϥЂ˔РІσςΥ―ΠϣϦϥʻ Ⱨּיρ Ӥ

χϢϤ Μḩἰ  τϢϤADLχΰ ϒχṄ σςϬḯϛθʺϵРД

рІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ3 ˛
ψʺ֫ Ṑ χΰ ʺӲⱱʺ ᴞ τ

Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

‰ יּ χ֫ Ṑ τ βϥ χ῟ᴮϬᾁ ΰθᾆẕψσΜʻ

ζχθϛʺ χ֫ Ṑ τ βϥ῟ᴮψ πΚϥʻ

Ⱨּיρᴪ ϞᵒῐּיρχЀЬвИϾ˔ЄдрϬ ΰθϤʺקᶖπϜЀ

ЬвИϾ˔ЄдрϬᴦ ρβϥЂ˔РІσςΥ―ΠϣϦϥʻ σϾϯ

Ϭ“ΞⱧπ֫ χ ᴥϞ֫ Ṑ ϒχ῟ᴮϬ ΰοΜΨⱧΥ ρ―

ΠϣϦʺάϦϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ4 ˛
ψʺ“ ʾ ˢBPSDˣχ ʺὖᾚτ

Τˁ
ӛβϥ

χΞκ “ Υ ΚϥΜψMCIχ χΞν χὖᾚτ

῟πΚϥᴦ ΥΚϥʻάϦϘπχράϧ Ṫ ᶨ τϢϥ῟ᴮ ếχᴦ

ψ πΚϥʻ

AIϞIoTϬᶨ ΰθЂ˔РІτϢϤ σϾϯϬ“ΞⱧπBPSDχ

ϞὖᾚϬṍ ΰθЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχϵРДр

І Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ5 ˛ ψʺ χзІϼϬ ᾚήδϥΤˁ
ʾ ӛϬ

βϥ

ὲ ‰ MCIχʺיּ Ϭ ρΰο зІϼ ᾚτ βϥ

χ῟ᴮϬᾁ ΰθᾆẕψσΜʻζχθϛʺ χ χзІϼ

ᾚτ βϥ῟ᴮψ πΚϥʻ

Ⱨּיρᴪ ϞᵒῐּיρχЀЬвИϾ˔ЄдрϬ ΰθϤʺקᶖπϜЀ

ЬвИϾ˔ЄдрϬᴦ ρβϥЂ˔РІσςΥ―ΠϣϦϥʻ σϾϯ

Ϭ“ΞⱧπ χзІϼϬ ᾚβϥⱧϒχ ῟ τνΜοϵРДр

І Ϭṍ ΰθΜʻ

AMED◙ ϢϤ Ṝ

Ђ˔РІᵫ Ⱨ
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NO Ḇכ ᵒ χếή
ϵРДрІ

χᶎם
τḩβϥЀЮрЕ

HQ1 ЂиЀЧИϯʾТйϱи
ДЅЌиХиІЂ˔РІϬ Μθᵒ ʾ ᴣψ‰ יּ

χТйϱиϬ βϥΤˁ

ʾ ӛϬ

βϥ
τֿפΜ

ДЅЌиХиІЂ˔РІϬ Μθᵒ ʾ ᴣΥ‰ χТйϱиϬיּ βϥ

Τ ΤϬ ᴣΰθᵒ ♯ᾓψ ΰΨʺ ᶎσ ψ ꜘΰσΜ

֫ ʾ ʾ︠ ֵ χ ︡ σςʺжϱТкϽχ ΣϢόζχ

ᴣʺ“ Ϭ βЀЬвИϾ˔ЄдрϬם ΰθДЅЌиЂ˔РІʾϯ

ФзσςΥ―ΠϣϦϥʻάϦϣϬ Μθᵒ ψʺ֫ Ϟֵ χЯИЌзр

ϽϞꜛᾪḚ ʺЀЬвИϾ˔Єдр τ ΜϣϦοΣϤʺ σϥṪ χ

Ϝᾋ Ποʺ χθϛχ ῟ᶨ χϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ2 ЂиЀЧИϯʾТйϱи
ДЅЌиХиІЂ˔РІϬ Μθᵒ ʾ ᴣψМϱз

Іϼ ‰ χТйϱиϬיּ βϥΤˁ
ӛβϥ τֿפΜ

ТйϱиχзІϼϬ βϥ ‰ τיּ ΰʺТйϱиχ Ϭ τДЅЌ

иХиІЂ˔РІϬ Μθᵒ Ϭ“ΞάρϬֿפΨ βϥ

֫ Ṝ Ϟ σςχ ᶨ χṜ ΣϢόζχ ᴣϬ“ΞДЅЌи

Ђ˔РІʾϯФзσςΥ―ΠϣϦϥʻάϦϣϬ Μθᵒ ψʺТйϱи◙

πΚϥ ᶨ χ Ẇ ʺ Ṑ Υᵠ βϥᴦ ΥΚϤʺ σϥṪ

χ Ϝᾋ Ποʺ χθϛχ ῟ᶨ χϵРДрІ Ϭṍ ΰθ

Μʻ

HQ3 ЂиЀЧИϯʾТйϱи
ДЅЌиХиІЂ˔РІϬ Μθᵒ ʾ ᴣψТйϱ

и‰ χТйϱиϬᵠיּ ήδϥΤˁ

ʾ ӛϬ

βϥ
τֿפΜ

Тйϱи‰ χТйϱиϬיּ βϥΤ ΤϬ ᴣΰθᵒ ♯ᾓψ ΰΨ

ᶎσ ψ ꜘΰσΜ

֫ Ṝ Ϟ σςχ ᶨ χṜ ΣϢόζχ ᴣϬ“ΞДЅЌи

Ђ˔РІʾϯФзσςΥ―ΠϣϦϥʻάϦϣϬ ΜοʺϢϤ ᴟήϦθ

ᾆẕДЃϱрχϜρʺТйϱи‰ χТйϱиϬיּ βϥΤ ΤϬ ᴣ

ΰθᵒ ♯ᾓʺϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ4 ЂиЀЧИϯʾТйϱи
ДЅЌиХиІЂ˔РІϬ Μθᵒ ʾ ᴣψ‰ יּ

χЂиЀЧИϯϬ βϥΤˁ
ӛβϥ τֿפΜ

‰ χЂиЀЧИϯיּ Ϭ τʺДЅЌиХиІДНϱІϘθψ︣ Ϭ

ΜϥάρϬ ӛβϥ

֫ ʾ ʾ︠ ֵ χ ︡ σςʺжϱТкϽχ ΣϢόζχ

ᴣʺ“ Ϭ βЀЬвИϾ˔ЄдрϬם ΰθДЅЌиЂ˔РІʾϯ

ФзσςΥ―ΠϣϦϥʻάϦϣψʺЂиЀЧИϯ ΣϢόⱵ τ῟ᴮΥ

ΚϥὋ ΰθ֫ ρֵ ︡χếᴟϬ◦כβϥᴦ ΥΚϤʺ σϥṪ

χ Ϝᾋ Ποʺ χθϛχ ῟ᶨ χϵРДрІ Ϭṍ ΰθ

Μʻ

HQ5 ЂиЀЧИϯʾТйϱи
ДЅЌиХиІЂ˔РІϬ Μθᵒ ʾ ᴣψМϱз

Іϼ ‰ χЂиЀЧИϯϬיּ βϥΤˁ
ӛβϥ Μפֿ

ЂиЀЧИϯχзІϼϬ βϥ ‰ τיּ ΰοʺЂиЀЧИϯ Ϭ

τДЅЌиХиІЂ˔РІϬ Μθᵒ Ϭ“ΞάρϬ ӛβϥ

֫ Ṝ Ϟ σςχ ᶨ χṜ ΣϢόζχ ᴣϬ“ΞДЅЌи

Ђ˔РІʾϯФзσςΥ―ΠϣϦϥʻάϦϣχ σϥṪ Ϝᾋ Π

θʺДЅЌиХиІЂ˔РІχ ῟ᶨ χϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ6 ЂиЀЧИϯʾТйϱи
ДЅЌиХиІЂ˔РІϬ Μθᵒ ʾ ᴣψЂиЀ

ЧИϯ‰ χЂиЀЧИϯϬᵠיּ ήδϥΤˁ

ʾ ӛϬ

βϥ
τֿפΜ

ДЅЌиХиІЂ˔РІϬ Μθᵒ ΥʺЂиЀЧИϯ‰ χЂиЀЧИיּ

ϯϬᵠ ήδϥΤ ΤϬ ᴣΰθᵒ ♯ᾓψ ΰΨʺ ᶎσ Ϭ ꜘΰσ

Μ

֫ ʾ ʾ︠ ֵ χ ︡ σςʺжϱТкϽχ ΣϢόζχ

ᴣʺ“ Ϭ βЀЬвИϾ˔ЄдрϬם ΰθДЅЌиЂ˔РІʾϯ

ФзσςΥ―ΠϣϦϥʻάϦϣϬ֫ Ϟֵ χЯИЌзрϽϞꜛᾪḚ ʺ

ЀЬвИϾ˔Єдр τ ΜϥάρϞʺ σϥṪ χ Ϝᾋ Πθʺ

χθϛχ ῟ᶨ χϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ7 ЂиЀЧИϯʾТйϱи ֫ ψ‰ χТйϱиχיּ ʾ Ϭ βϥΤˁ ếΨ βϥ ếΜ

‰ χТйϱиχיּ ʾ Ϭ βϥθϛτʺйЅІЌрІЕй˔Ир

Ͻ ʺϘθψйЅІЌрІЕй˔ИрϽϬḯϚ ›ˢ ˣ֫ Ϭ“Ξ

άρϬếΨ βϥ

֫ Ṝ Ϟ σςχ ᶨ χṜ ΣϢόζχ ᴣʺ“ Ϭ β

ЀЬвИϾ˔ЄдрϬם ΰθДЅЌиЂ˔РІʾϯФзσςΥ―ΠϣϦ

ϥʻάϦϣϬᶨ ΰθйЅІЌрІЕй˔ИрϽ ʺϘθψйЅІЌр

ІЕй˔ИрϽϬḯϚ ›ˢ ˣ֫ χ◦כτϢϥ ῟ᶨ χϵРД

рІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ8 ЂиЀЧИϯʾТйϱи ֵ ψ‰ χТйϱиχיּ ʾ Ϭ βϥΤˁ ӛβϥ Μפֿ
‰ χТйϱиχיּ ʾ Ϭ βϥθϛτʺֵ Ϙθψ֫ τֵ

Ϭ βϥάρϬ ӛβϥ

֫ ʾ ʾ︠ ֵ χ ︡ σςʺжϱТкϽχ ΣϢόζχ

ᴣʺ“ Ϭ βЀЬвИϾ˔ЄдрϬם ΰθДЅЌиЂ˔РІʾϯ

ФзσςΥ―ΠϣϦϥʻάϦϣϬᶨ ΰοֵ Ϙθψ֫ τֵ

Ϭ βϥ χ◦כτϢϥ ῟ᶨ χϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

AMED◙ ϢϤ Ṝ

Ђ˔РІᵫ Ⱨ
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NO Ḇכ ᵒ χếή
ϵРДрІ

χᶎם
τḩβϥЀЮрЕ

HQ9 ЂиЀЧИϯʾТйϱи
֫ ψ‰ χЂиЀЧИϯχיּ ʾ Ϭ βϥ

Τˁ
ếΨ βϥ ếΜ

‰ χЂиЀЧИϯχיּ ʾ Ϭ βϥθϛτʺйЅІЌрІЕй˔

ИрϽ ʺϘθψйЅІЌрІЕй˔ИрϽϬḯϚ ›ˢ ˣ֫ Ϭ

“ΞάρϬếΨ βϥ

֫ Ṝ Ϟ σςχ ᶨ χṜ ΣϢόζχ ᴣʺ“ Ϭ β

ЀЬвИϾ˔ЄдрϬם ΰθДЅЌиЂ˔РІʾϯФзσςΥ―ΠϣϦ

ϥʻάϦϣϬᶨ ΰθ֫ ʺτϢϥכ◦ χθϛχ ῟ᶨ χϵРДр

І Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ10 ЂиЀЧИϯʾТйϱи
ֵ ψ‰ χЂиЀЧИϯχיּ ʾ Ϭ βϥ

Τˁ
ӛβϥ

‰ χЂиЀЧИϯχיּ ʾ Ϭ βϥθϛτʺֵ Ϙθψ֫

τֵ Ϭ βϥάρϬ ӛβϥ

֫ ʾ ʾ︠ ֵ χ ︡ σςʺжϱТкϽχ ΣϢόζχ

ᴣʺ“ Ϭ βЀЬвИϾ˔ЄдрϬם ΰθДЅЌиЂ˔РІʾϯ

ФзσςΥ―ΠϣϦϥʻάϦϣϬᶨ ΰοֵ Ϙθψ֫ τֵ

Ϭ βϥ χ◦כτϢϥ ῟ᶨ χϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ11 ЂиЀЧИϯʾТйϱи
EMSψ‰ χЂиЀЧИϯχיּ ʾ Ϭ βϥ

Τˁ
ӛβϥ Μפֿ

‰ χЂиЀЧИϯχיּ ʾ Ϭ βϥθϛτʺEMSϬ“ΞάρϬ

ӛβϥ

‰ χὲῴӲⱱʾיּ τΣΜοʺỪ ӲⱱϞ֫ Ṑ ΰ ϒEMSϬᶨ

ΰPHRϯФзπḚ βϥσςΥ―ΠϣϦϥʻάϦϣϬᶨ ΰθ֫ ◦

‰τϢϥכ χЂиЀЧИϯχיּ ʾ Ϭ βϥθϛχ ῟ᶨ χ

ϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ4a ЮрЌиХиІ
ԁ ḆχכχЮрЌиХиІיּ τДЅЌиХ

иІϯФзˢ “ ˣχϯФк˔Ўψ Τˁ
ӛβϥ

C

ˢֿפˣ

ЮрЌиХиІ χԁⱳ ├ρΰοʺԁ τיּ ΰοДЅЌиХ

иІʾГϼЛкЅˢDHTˣϬ Μθ “ τϢϥᵒ Ϭ“ΞάρϬ

βϥ

ᶨ πṞΦοΜϥήϘίϘσ₉ϤέρϬ ʾṜ βϥṐ ϞʺІ

ЕйІ ʾᵔὨ Ϭ ꜘβϥṐ ϬⱱμθХиІϾϯϯФзσςχ

Ђ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθ

Μʻ

HQ4b ЮрЌиХиІ

ԁ ḆχכχЮрЌиХиІיּ τДЅЌиХ

иІϯФзˢЫϱрЖТиКІˣχϯФк˔Ўψ

Τˁ

ӛβϥ
C

ˢֿפˣ

ЮрЌиХиІ χԁⱳ ├ρΰοʺԁ τיּ ΰοDHTϬ Μ

θЫϱрЖТиКІτϢϥᵒ Ϭ“ΞάρϬ βϥ

σςχᶆ ϯϼГϰРГϰϬЂЪ˔ЕβϥṐ ˢᴝᶚʾ ᵊσςˣϬ

Πʺ ˑχϯϼГϰРГϰχᶨ кϽϜṜ πΦϥХиІϾϯϯФзσ

ςχЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχϵРДрІ Ϭṍ

ΰθΜʻ

HQ4c ЮрЌиХиІ

ԁ ḆχכχЮрЌиХиІיּ τДЅЌиХ

иІϯФзˢІЕйІЫКЅЮрЕˣχϯФк˔Ўψ

Τˁ

ӛβϥ
B

ˢ ˣ

ЮрЌиХиІ χԁⱳ ├ρΰοʺԁ τיּ ΰοDHTϬ Μ

θІЕйІЫКЅЮрЕτϢϥᵒ Ϭ“ΞάρϬ βϥ

ІЕйІЫКЅЮрЕχЈиТϾϯ︣ Ϭ ꜘΰθϤʺᶨ кϽϬṜ π

ΦϥХиІϾϯϯФзσςΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχʺϵРД

рІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ7 ЮрЌиХиІ
“ОжЮ˔Ќ˔ Ϭ ΰθ֫ ᵒ ψԁ יּ

χЮрЌиХиІכḆχ τ Τˁ
ӛβϥ

C

ˢֿפˣ

ЮрЌиХиІ χԁⱳ ├ρΰοʺԁ τיּ ΰοDHTϬ Μ

θ֫ ᵒ Ϭ“ΞάρϬ βϥ

Ю˔и Ϭ Μθ ΤϣχϸϳрЈзрϽיּ╣ χϕΤʺᴥ ЈрЂ˔

π︡ ΰθϯϼГϰРГϰϬ ϘΠοϯФз χAIΥТϰ˔ЖНАϼΰο

֫ ᵒ Ϭ“ΞЂ˔РІσςΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχʺϵР

ДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ8 ЮрЌиХиІ

σςχНϱϷʾТϰ˔ЖНАϼϬ ΰθ DHTᵒ

ψ ḆχכχЮрЌиХиІיּ τ

Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

D

ˢ τֿפΜˣ

НϱϷʾТϰ˔ЖНАϼϬ Μθᵒ ψʺІЕйІḩ ρḩ Ϭ ϛσ

ΜρβϥᾆẕΥΚϥԁ πʺ ӗχᾚ τψ῟ᴮΥ ϛϣϦϥρβϥᾆ

ẕϜԁ ╩ᾋήϦϥΥʺṪ χ Υ πΚϥʻ μοʺϵР

ДрІ χθϛ Ϭ βϥ

ϳϴϯжУиДНϱІ π︡ ΰθ / ϬзϯиЌϱЭπЯИ

ЌзрϽΰθ πχ ᾓἷᴠ ЄЗзϷϬ Μθᵒ σςʺDHTϬ Μ

θІЕйІḚ σςχЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻ

ӗχᾚ τψ῟ᴮΥ ϛϣϦϥρβϥᾆẕϜԁ ╩ᾋήϦϥ ʺ

ϯϳЕϸЭϬ αρΰθᾆẕ ᴮΣϢόЂ˔РІχϵРДрІ

Ϭṍ ΰθΜʻ

AMED◙ ϢϤ Ṝ

Ђ˔РІᵫ Ⱨ
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NO Ḇכ ᵒ χếή
ϵРДрІ

χᶎם
τḩβϥЀЮрЕ

HQ1 Ψ χὲῴ
χὮὊ χḜ σϣότ ▀ χ

ΰ τДЅЌиДНϱІψ Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

ὮὊ Ϭ βϥ τΣΜοʺм˔ϼЂϱЕτΣΪϥ Ḝ  Ϟ

▀ χΰ ˢϯУЈрГϰЇЭʾФйЉрГϰЇЭχᵠ ˣϬ ρ

ΰθДЅЌиДНϱІχ► ψϵРДрІ χθϛ ӛϬ βϥ

г˔Ѓ˔Υꜛ χὮὊᵃẠД˔ЌϬ ΰʺAI ϬϜρτʺⱳᵕὮὊχ

ЌϱЬрϽϞ Ϭ Ӄΰʺ σЈиТϾϯϞ ΥπΦϥЂ˔Р

ІσςΥ―ΠϣϦϥʻʹʹʹʹʹʹʹʹʹʹʹʹʹʹʹζχΞΠπʺϵР

ДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

ДЅЌиХиІʾЯНϱиХиІψ ᶨ Ϭ Ϋʺ

℅ӡ“ Ϭᵠ ήδʺ Ϭᾚ ήδϥχτ Τˁ

ʾ ᶨ χΰ ếΨ βϥ
) יּ     Ϭḯ Ϛ ) τ  ΰοʺ   ᶨ  ᵠ  Ϭ   τДЅЌи

ХиІʾЯНϱиХиІϬ Μθᵒ Ϭ“ΞάρϬʺếΨ ӛβϥ

ʾ℅ӡ“ χᵠ ӛβϥ
) יּ     Ϭḯ Ϛ ) τ  ΰοʺ℅ ӡ “  ᵠ  Ϭ   τДЅЌи

ХиІʾЯНϱиХиІϬ Μθᵒ Ϭ“ΞάρϬʺ ӛβϥ

ʾ ᾚ ếΨ βϥ
)יּ ϬḯϚ)τ ΰοʺ ḩ χ ᴣ‮ ᵠ Ϭ τДЅЌи

ХиІʾЯНϱиХиІϬ Μθᵒ Ϭ“ΞάρϬʺếΨ ӛβϥ

HQ3 Ψ χὲῴ

)יּ ϬḯϚ)τ βϥ ᶨ Ϭ ΰʺ℅

ӡ“ ϬᾚϣβЯНϱиϒиІᵒ ψ▫Ⱨτḩ ΰθ

▀ ρОТ϶˔ЫрІχΰ τ Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

)יּ ϬḯϚ)τΣΜοʺ▫Ⱨτḩ ΰθ ▀ ρОТ϶˔ЫрІΰ

τ ΰο ᶨ Ϭ ΰʺ℅ӡ“ ϬᾚϣβЯНϱиϒиІᵒ Ϭ“Ξ

άρτḩΰοψʺϵРДрІ χθϛ ӛϬ βϥ

χІЕйІйЦиϬיּ ΰʺ ḕẽϞЌІϼḚ χ Ϭ β

ϥάρπʺᾤ τІЕйІὖᾚ ˢ ϞⱲḧḚ ˣϬзЀЮрЖβϥ

Ђ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ4 Ψ χὲῴ
χ ᵠ τДЅЌиϯФзϾ˔Єдр

ψ Τˁ
ếΨ βϥ

    τ  ΰοʺ   Ḛ  Ϟ     ᵠ  τДЅЌиДНϱІχ

► ϬếΨ ӛβϥ

Д˔ЌρІЕйІД˔Ќʺ ᶨ Д˔ЌϬ ὀήδʺᾤ ᴟήϦθ

ᵠ ϯϼЄдрˢ “ ʺзжϼЉ˔Єдр ʺ σ Ⱳḧˣ

ϬзЀЮрЖβϥϯФзσςχЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦ

ϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ5 Ψ χὲῴ χỨנ τДЅЌиДНϱІψ Τˁ ӛβϥ τ ΰοʺỨנ ├τДЅЌиДНϱІϬ► βϥάρϬ ӛβϥ

ᾤ χṹנД˔ЌϬзϯиЌϱЭπЕжАϺрϽΰʺṹנχЕзϹ˔ρσ

ϥ ệϞІЕйІϬAIΥ ΰʺᾤ χ ệϞḕẽτ›ϩδθỨכ◦נФ

жрϞ“ ᵠ χϯЖНϱІϬ βϯФзσςχЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻ

ζχΞΠπʺάϦϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

HQ6 Ψ χὲῴ
χӾⱪρ▫Ⱨχ τДЅЌиДНϱІψ

Τˁ

ʾ ӛϬ

βϥ

τ ΰοʺӾⱪρ▫Ⱨχ χθϛχДЅЌиДНϱІχ► ψ

ϵРДрІ χθϛ ӛϬ βϥ

ӾⱪІϾЅв˔иϞм˔ϼІϾЅв˔иϬ ›Ḛ πΦϥṐ ʺӾⱪ χ

ὲῴД˔Ќˢ◓ằχмϼЎр ệϞ Ṝ ˣϬԁᾕḚ βϥṐ Ϭ

ⱱνЂ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺϵРДрІ Ϭṍ ΰθΜʻ

AMED◙ ϢϤ Ṝ

Ђ˔РІᵫ Ⱨ

Ψ χὲῴHQ2

ϳϴϯжУиДНϱІπ︡ ΰθᶨ Д˔ЌϞ Д˔ЌϬṁτʺО˔

ЊЗжϱЇήϦθϵϼЂЂϱЇФжрϞὲῴЎайрЅϬзЀЮрЖβϥ

ϯФзʻг˔Ѓ˔Υ χᶨ Ϟ֫ Ϭ♪ᶐ τᶎ ΰʺЎ˔Э Ό

ἷϿ˔Эπ℅ӡⱲḧϬ⌡ᾚβϥὲῴϱЦрЕϬ τ ᵫπΦϥṐ

Ђ˔РІΥ―ΠϣϦϥʻζχΞΠπʺάϦϣχϵРДрІ Ϭṍ ΰθ

Μʻ
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別添５：  PHR サービスにおけるWEBサービス・アプリ内広告の考え方について 

 

国民の健康増進への貢献が期待される PHR サービス（WEB サービス・アプリ等）は、

近年、その利活用が進んでいる。しかし、PHR サービスの普及には、利用者保護の観点か

ら持続可能な事業モデルの構築が不可欠であり、収益化は重要な課題となっている。 

本稿では、PHR サービスにおける WEB サービス・アプリ内広告の考え方について、そ

の位置付け、スキーム、品質管理における留意点などを整理し、PHR サービス提供者にお

ける適切な広告運用を促進することを目的とする。 

 

1. PHRサービスにおけるWEBサービス・アプリ内広告の位置付け 

ヘルスケア事業における PHR サービスは、収益化が難しいという課題を抱えている。

PHR サービスを広く普及させるためにも、収益源の一つとして WEB サービス・アプリ内

広告は重要な役割を果たす。 

 

しかし、PHR サービスは利用者の健康情報を取り扱うという特性上、広告掲載にあたっ

ては、品質保証及び公序良俗の維持という観点から、慎重な対応が求められる。過度な広

告露出や不適切な広告表示は、PHR サービス自体の信頼を損ない、結果としてサービス品

質の低下、利用者の減少、ひいては業界全体の信用性欠如につながりかねない。 

 

2. WEBサービス・アプリ内広告のスキーム 

WEBサービス・アプリ内広告には、大きく分けて以下の 2つのスキームが存在する。 

 

ʾ 非保証型広告: あらかじめ設定された広告枠の空き状況に応じて、広告配信事業者を

通じて複数の広告主の広告を配信する方式。アドネットワークなどが代表例として挙

げられる。広告収入の最大化を図りやすい一方、広告内容の管理には注意が必要であ

る。 

ʾ 保証型広告: 広告主から直接、あるいは代理店経由で注文された広告を掲載する方式。

純広告などが代表例として挙げられる。広告枠の販売によって収益を得るものであり、

広告内容を事前に精査できるため、品質管理の面で優位性が高い点が特徴である。 

 

これらの広告モデルを正確に把握・理解し、PHR サービスの目的に合致したスキームを

選択・活用することが重要である。 

 

3. WEBサービス・アプリ内広告により収益化する上での留意点 

PHR サービスの持続的な運営のため、WEB サービス・アプリ内広告による収益化は重

要な要素となる。しかし、収益化を追求するあまり、利用者の利便性やサービス品質を損
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なうことのないよう、バランスの取れた広告運用が求められる。 

収益化を図るにあたっては、以下の点に留意する必要がある。 

 

ʾ 適切な広告モデルの選択：PHRサービスの特性や利用者のニーズに合った広告モデル

を選択する。 

ʾ 広告内容の精査：健康情報を取り扱うサービスとして、信頼性のある広告のみを掲載

する。 

ʾ ユーザー体験への配慮：広告表示が利用者の WEB サービスやアプリの利用を妨げな

いよう、適切な表示頻度やデザインを検討する。 

ʾ 透明性の確保：広告であることを明示し、利用者が広告内容を理解しやすいようにす

る。 

 

適切な WEB サービス・アプリ内広告の導入は、PHR サービスの収益化を促進し、サー

ビスの継続的な発展に繋がるという面もある。 

 

4. WEBサービス・アプリ内広告の品質管理における留意点 

インターネット広告は、WEBサービス・アプリの運営者がその内容をある程度制御でき

る。特に PHR サービスでは、扱う情報の性質上、厳重な品質管理が求められる。ここで

は、代表的な広告形態であるアドネットワークと純広告における留意点を説明する。 

 

(1) アドネットワーク（非保証型広告）における留意点 

アドネットワークを利用する場合は、配信される広告のジャンルや内容を適切に管理

する必要がある。具体的には、以下の対応が考えられる。 

 

ʾ 特定のジャンルに広告配信を限定する。 

ʾ PHR サービスには不適切な広告を特定し、それが非表示となるよう設定する。 

ʾ 定期的なチェック体制を構築し、不適切な広告が表示されていないか確認する。 

 

(2) 純広告（保証型広告）における留意点 

純広告においても、広告内容の根拠を常に確認することが重要である。具体的には、

以下の対応が考えられる。 

 

ʾ 専門家による事前チェック体制を構築する。 

ʾ ライフサイエンス分野に特化したチェックフローを整備・運用する。 

 

上記に加え、景品表示法や薬機法などの関連法令、及び利用する広告プラットフォー
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ムの独自ポリシーを遵守するのは当然のこととして、一般社団法人 日本インタラクティ

ブ広告協会（JIAA）が公表している「インターネット広告倫理綱領及び掲載基準ガイド

ライン」（ https://www.jiaa.org/katudo/gdl/keisaikijun/  ）も参考になる。 

 

 

追記 

PHR サービスにおける WEB サービス・アプリ内広告は、サービスの持続的な発展と利

用者の利便性向上に寄与する。ただし、広告プラットフォームとの適切な連携により、利

用者にとって信頼性の高いサービスを目指していくことが重要である。広告内容を適切に

管理し、PHR サービス提供者、広告主、利用者の三者が協力関係を築くことで、質の高い

PHR サービスの提供及び収益性の向上が担保され、ひいては事業継続による利用者保護が

期待される。 

https://www.jiaa.org/katudo/gdl/keisaikijun/

